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Ⅰ 研究目的

近年，少子化にともない学校の統廃合が多くの地域で行われるようになった。また，児童の転出

入による変動や，年度によって複式学級になったり，単式学級になったりするという学級編制の不

安定さもみられるようになり，複式学級における学習指導においては，学年別指導をより一層充実

させることが求められるようになってきた。

しかし，複式学級の社会科や理科の学習指導においては，これまで複数学年を同じ内容で指導す

る同単元同内容指導が多く行なわれてきた。これは，①社会科と理科が系統性のある教科であるに

もかかわらず，見学や観察・実験を伴う二学年分の学習内容を一単位時間の中で指導することが難

しいこと，②教科の特性から，直接指導と間接指導の組み合わせや学年間をわたっての指導が複雑

になること，③教材研究や資料・教具の準備に時間がかかることが要因と考えられる。このように

同単元指導を行うことは，指導の効率化を図ることはできるものの，児童の学習内容の理解を十分

深めさせることができるとは言えない現状にある。

このような状況を改善するためには，複数学年が共に学ぶことによって視野の広がりを期待でき

る複式学級のよさという視点から，社会科，理科の教科の目標と学年の目標を整理し，複数学年の

学習内容の関連性を生かした授業を展開できるように，単元配列を組み替える必要がある。その上

で，社会科と理科の特性を考慮して，直接指導と間接指導の組み合わせ方を工夫し，複数学年で学

習するよさを生かした学習指導の在り方を明らかにする必要がある。

そこで，本研究は，複数学年で学習するよさを生かした社会科と理科の学習指導案を作成するこ

とをとおして，小学校複式学級における学年別の学習指導を充実させるものである。

Ⅱ 研究の方向性

小学校複式学級における学年別学習指導の充実に資するため，複数学年で学習するよさを生かし

た社会科と理科の学習指導案を作成し，提示する。

Ⅲ 研究の年次計画

１ 第１年次(平成18年度)

(1) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本的な考え方の

検討

(2) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本構想の立案

(3) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案の作成

２ 第２年次(平成19年度)

(1) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践

(2) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践結果の分析と考察

(3) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究のまとめ

Ⅳ 今年度の研究内容と方法

１ 目標

第１年次に作成した学習指導案に基づいて，授業実践計画と検証計画を立案する。そして，計

画に基づいた授業実践を行い，その分析と考察をとおして小学校複式学級における学年別学習指

導の充実に関する研究のまとめを行う。

２ 研究内容と方法

(1) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践 （授業実践）

(2) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践結果の分析と考察

（観察法，面接法）

(3) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究のまとめ

３ 研究協力校

西和賀町立川舟小学校
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Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本的な考え方

(1) 複式学級における現状と課題

近年の少子化に伴い，学校を取り巻く状況は大きく変わってきている。平成16年度末には，

17校が廃止され３校が統合新設された。平成17年度末には12校が廃止され，２校が統合新設さ

れた。統廃合の対象になっているのは，小規模校である。このような，学校の統廃合は，小規

模校複式学級の解消につながるものと思われがちだが，現実には，新たな問題を引き起こして

いる。これまで社会科，理科で多く行なわれてきた,異学年を同じ単元，同じ内容で指導する

同単元同内容指導が行えないという問題である。社会科，理科は，①見学や観察・実験を伴う

二学年分の学習内容を一単位時間の中で指導することが難しいこと，②教科の特性から，直接

指導と間接指導の組み合わせや学年間をわたっての指導が複雑になること，③教材研究や資料・

教具の準備に時間がかかることの理由により，同単元同内容指導が行われることが多かった。

単元は，２年間を１サイクルとして配列するため，学校の統廃合や児童の転出入が不意に起こ

った場合，学習されないままの単元や重複し学習される単元が生じる。「安定した複式編成が

数年間続く」「２年間を見通した計画的な指導が行える」という展望がない状況で同単元同内

容指導を行うことは難しい。複式学級における社会科，理科における学年別指導の充実は急務

である。

(2) 学年別学習指導の充実の必要性

学年別指導とは，学級を構成している上学年と下学年の児童に対して，学年ごとの教科書あ

るいは指導事項に沿った教材で指導する指導方式のことである。学年別指導は，系統性が強く

同教材での指導が困難な算数科や，言語事項の指導において児童の発達段階に配慮が必要な国

語科において有効な指導方法として実践されてきた。しかし，本来，社会科や理科においても

系統性や発達段階を踏まえて段階的に情意・能力が育成されなければならないはずである。な

ぜなら，社会科は，児童の発達段階を踏まえ，社会的事象を多面的，総合的にとらえ公正に判

断することができるように配慮して指導すべき教科であり，理科は，それぞれの学年の学習を

積み上げ，教科目標に到達できるように指導すべき教科だからである。この理由から，異なる

二つの学年が同じ教室で学んでいるという複式学級の特性を生かしつつ，各学年で身に付ける

べき基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るために，社会科，理科における学年別指導の充

実を図る必要がある。

２ 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本構想

(1) 複数学年で学習するよさ

複式学級の最大の特性は，異学年の児童が常に同じ教室内にいることである。三原（2000）

は，異学年集団は同学年集団のような競争意識が顕著に現れないため，互いに支え合って学習

を進める環境を生みやすいとしている。また，山田（2004）は，「異学年集団は同学年集団以

上に活発で質の高い話合いが成立し，その学びの文化は，学び合いによって伝承し，且つ，発

展する。つまり，異学年集団は子どもたちの力が十分に発揮され，自主的に活動できる理想的

な学習集団である」と述べている。西川（2005）も，教科学習において，どのように学び，ど

のように協力すればよいかといった文化の継承ができるとしている。同じ教室で学ぶ異学年の

児童は，常に互いの学びの様相が意識下にある。下学年の児童は，上学年の学習へ関心を寄せ

る。上学年の児童は，既習事項を想起する。下学年は上学年の学びを知ることで今の自分たち

の学習の広がりを意識し，更なる関心や意欲をもつ。上学年は下学年の学びを知ることで自ら

の知識や技能の定着・確認を図り，その内容を発展させる。しかし，その姿は，常に上学年が

教え，下学年が教えられるというのではない。小林（2003）は，異学年集団の学びは，もっと

多様であり，特有の姿があることを明らかにしている。異学年児童の気付きや考え方にふれる

ことで，視野が広がる。学習内容のつながりを見いだすことで，これまでの学習を広い視野で

とらえ直し総合的に理解する。そして，新たな学びを生み出す。つまり，それぞれ異学年の学
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びにふれることで，豊かな学習を展開する可能性が広がるのである。

これらのことから，複数学年で学ぶよさを次の７項目ととらえた。

・興味・関心・意欲の喚起

・既習事項の想起

・学び方の確認

・内容の発展

・総合的な理解

・視野の広がり

・学習への見通し

(2) 学びの共有化

先に述べた複数学年で学習するよさを生かし，社会科，理科の学年別指導を行うためには，

「学びの共有化」を図ることが大切である。「学びの共有化」は，複数学年の学習を「内容」

「活動」「教材」等を接点とし，関連させることで図られる。そこで取り上げる分野・区分・

単元は，次に示す視点に基づくことが望ましい。共通目標の下に共通の指導場面を設定したり，

同じ学習活動を設定したり，複数学年の児童による話し合い・練り合いの場を確保したりする

ことができるからである。

・複数学年の学習内容の関連性を生かし，基礎的な概念や原理を繰り返し学習できる

・それぞれの学年の学習経験や能力の実態に応じた学習を，教科の特性を生かして展開できる

・問題解決の過程で，学年相互の関連を図りながら，それぞれの学年の課題の解決と学習のま

とめができる

(3) 単元配列の組み替え

社会科，理科は，見学や実験・観察などの実習を伴う。見学や実験・観察の実習において教

師は，安全に最大限の注意を払わなければならない。しかしながら，複式学級の学習指導にお

いては，一人の教師が二つの学年を同時に指導しているため，安全に注意を払おうとしても物

理的に困難が生じる場合がある。例えば，理科において，一方の学年が室外での観察，もう一

方の学年は室内での実験といった学習活動を伴う指導内容である。機械的に学年別指導を行っ

たのでは，適切な指導，評価ができないばかりでなく，安全に対する配慮もままならないので

ある。複数学年で学習するよさを生かし，かつ，指導目標に到達する社会科，理科の学年別指

導を行うためには，教科の目標と学年の目標を整理し，指導内容を明確にした上で，各学年の

単元を組み替え配列する必要がある。

その手順は，次のとおりである。

①学習指導要領における各学年の目標を整理し，指導内容を明確にする。

②対象学年と前後学年の指導内容の関連や系統性を検討する。

③各学年の児童の発達段階，活動や体験などの学習経験および既習事項を把握する。

④各学年の指導目標を設定する。

⑤見学，実験・観察が二つの学年共通で無理なく行えるか検討する。

⑥「内容」「活動」「教材」等を接点に単元を関連させることができるか検討する。

⑦学年内での単元の順序性に留意しながら，単元を組み替え配列する。

(4) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する基本構想図

以上のような考え方を基に，小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する基本

構想図を次頁【図１】のように作成した。
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【図１】小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する基本構想図

複式学級における現状と課題 複式学級における社会科・理科の学習指導の実態

・少子化に伴う学校の統廃合が現在 ・見学や観察・実験を伴う二学年分の学習内容を一

進行形で行われている。 単位時間の中で指導することが難しい

・児童の転出入により，毎年，複式 ・直接指導と間接指導の組み合わせや学年間をわたっ

学級の編制が変わる。 ての指導が複雑になる

・学年別指導の充実が求められる ・教材研究や資料・教具の準備に時間がかかる
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３ 複数学年で学習するよさを生かした社会科の学習指導案の作成

社会科の目標においては，次の視点を重視した学習指導が求められている。

・地域社会や我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深める学習を重視する。

・各学年の発達段階に応じて，観察，調査したり，各種の資料を活用したり，調べたことを表

現したりする学習を重視する。

・社会的事象の意味や働きなどを考える学習を重視する。

上記目標に根ざした社会科は，社会事象をできるだけ有機的，実証的にとらえたり，社会を変化

発展するものとしてとらえたりすることによって実践される。そのためには，地域教材を取り上げ，

体験を重視した学習活動，フィールドワークをはじめ，多くの資料や情報を使う学習活動を行うと

ともに，児童・学校・地域の実態をふまえた指導計画を作成する必要がある。そこで，「具体的事例

から一般化できる」単元配列，地域の特色を生かし，児童の興味・関心に配慮した学習が展開され

る単元配列を考えていく。

(1） 第３学年及び第４学年

ア 単元配列

第３学年及び第４学年において，実際に単元を配列する場合，初めて社会科を行う第３学年

の児童が，生活科との接続・発展がスムーズに行えるように内容を位置付けなければならない。

また，地理的概念が，自分の住んでいる身近な地域から市町村，都道府県へと規則をもって

拡大していくような配慮も必要である。このことを踏まえ，【表１】のように単元を配列した。

なお，単元名並びに教材名は東京書籍のものを参考とした。

イ 指導構想

単元名「くらしをまもる」の複式学級での指導構想を次頁【資料１】に示す。

異学年の学習を同単元で構成することにより，第３学年の児童は，第４学年の児童の学習か

ら，課題解決の場面での必要な見方・考え方，学習方法，自分なりの判断や解決の仕方を学ぶ

ことができる。第４学年の児童は，第３学年の児童の学習から，自分がこれまでに学習をとお

して得た知識や技能，思考や判断の仕方，学習の方法などを振り返り，本当に自分のものとし

て再構築することができる。

このように，複数学年の児童が同じ教室で学ぶことにより，間接的ではあるが連続した学習

を展開でき，次に示す社会的見方・考え方が培われると考える。

①人々が相互にいろいろな関わりやつながりをもって生活しているという認識

（人々のつながり，組織のつながりなど）

②人々は，生きていく上で様々な協力・工夫や努力をしているという認識

（生活の協力・工夫や努力，関係組織の協力・工夫や努力など）

③人々の生活は変化しているという認識

【表１】第３学年及び第４学年の社会科単元配列
第３学年 単元名 第４学年

●わたしたちのまち わたしたちの ●わたしたちの県
みんなのまち すむところ １ 県の様子
１ 学校のまわり ２ くらしと土地の様子
２ 市のようす ３ 土地のとく色を生かした伝統工業

４ 県とわたしたちのまちの発展
●ごみの処理と利用 住みよいくらし ●水はどこから

をつくる
●スーパーマーケットで 人々のしごとと ●農家のしごと
はたらく人 わたしたちのくらし

●じこやじけんがおきたら くらしをまもる ●火事がおきたら
●安心してくらせるまちに ●安心してくらせるまちに
●古い道具と昔のくらし くらしをまもる ●山ろくに広がる用水
●のこしたいもの、つたえたいもの ●のこしたいもの、つたえたいもの
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【資料１】第３学年・第４学年「くらしをまもる」単元の指導構想

単元名 【くらしをまもる】

《第３学年の学習》【じこやじけんがおきたら】 《第４学年の学習》【火事がおきたら】

地域社会において，災害や事故から人々の安全を守るために消防や警察などの関係諸機関がどのよう
な働きをしているのかを理解するともに，その工夫や努力について考え，自らも安全な生活をしていこ
うとする意識をもつことができる。

《オリエンテーション》

◆校内 地域
◆校外 警察署・消防署

課題設定 交通事故・火事から安全なくらしを守るためにどんな取組があ

るのだろうか？

予 想 （３年）交通事故を防ぐ取組には，どんなことがあるか？

（４年）火事を防ぐ取組には，どんなことがあるか？

計画作り
・何を調べるか（内容）

・どこで，どのように調べるか（方法）

調

べ

活

動

１ 校内の取組について調べよう

(1) 校内の調べ活動（インタビュ－ etc）

(2) 調べたこと交流

(3) まとめ

２ 地域の施設や地域の取組について調べよう

(1) 校内の調べ活動（インタビュ－ etc）

(2) 調べたこと交流

(3) まとめ

３ 警察署・消防署の取組について調べよう

(1) 校内の調べ活動（インタビュ－ etc）

(2) 調べたこと交流

(3) まとめ

共通

直
間

共通

共通

直
間

共通

共通

直
間

共通

◎安全なくらしを守るための人々の取組

◎自分ができること

まとめ

直接指導と間接

指導による学年

別指導

異学年共通指導

総
合
的
な
理
解

学
び
方
の
確
認

学びの広がり

事故や事件からくらしを守っている警察
の働きを知り，そこで働く人々の工夫や努
力を理解する。

消防署で働く人の仕事の工夫や努力を知るとと
もに，火事が起きた時の関係諸機関の緊急事態に
備えた連絡・活動の仕組みを理解する。
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(2) 第５学年及び第６学年

ア 単元配列

第５学年の主題は，我が国の産業と国土の学習である。第６学年の主題は，我が国の歴史と

政治，国際理解の学習である。単元配列においては，中学年の地域中心の学習から高学年の国

土の学習への接続がスムーズに行われるようにすること，小学校の社会科学習を終え中学校の

社会科学習に移行することについて念頭におくことが大切である。また，学習内容が抽象的・概念

的な理解を求めるものになり易いので，児童の身近な地域の事象や人々のくらしと結び付いた

具体的学習となるように計画する必要もある。そこで，教科書に配置されている「産業」「歴

史」「政治」「世界」という順を替えることなく，【表２】のように単元を配列した。

イ 指導構想

第５学年，単元名「わたしたちの生活と情報」小単元「放送局の働き」と，第６学年，単元

名「わたしたちの生活と政治」小単元「わたしたちの願いを実現する政治」の複式学級での指

導構想を次頁【資料２】に示す。

社会科の目標は，「社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛

情を育て，国際社会に生きる民主的・平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の

基礎を養う」である。社会生活についての理解とは，人々が相互に様々なかかわりもちながら

生活を営んでいることを理解することを意味する。異なる単元を敢えて組み合わせ，異学年で

一緒に学ぶことにより，我が国の国民生活を支える通信などの産業と国民生活の向上・発展に

関わりをもつ政治の働きのかかわりについて考える機会を得ることになる。通信などの産業と

政治の働きのかかわりについて考えることは，社会生活を多面的にとらえることであり，この

ことは，社会的事象の意味をより広い視野から考える力とともに社会的見方・考え方を育てる

ことにつながる。つまり，中学年で培われた社会的なものの見方・考え方の上に立ち，産業と

政治のかかわりという具体的事例を伴いながら学ぶことにより，我が国における人々の社会生

活の様子や特色などについて総合的な理解を深めるのである。

【表２】第５学年及び第６学年の社会科単元配列 ※ は、両学年の内容を関連させ指導する単元

第５学年 第６学年

○わたしたちの生活と食料生産 ○日本の歴史
・米づくりのさかんな庄内平野 ・米づくりのむらから古墳のくにへ
・水産業のさかんな枕崎市 ・聖武天皇と奈良の大仏
・これからの食料生産とわたしたち ・源頼朝と武士の世の中
○わたしたちの生活と工業生産 ・３人の武将と全国統一
・自動車をつくる工業 ・徳川家康と江戸幕府
・工業地域と工業生産 ・江戸の文化をつくりあげた人々
・工業生産と貿易 ・明治維新をつくりあげた人々

・世界に歩み出した日本
・長く続いた戦争と人々のくらし
・新しい日本、平和な日本へ

○わたしたちの生活と情報 ○わたしたちの生活と政治
・放送局の働き ・わたしたちの願いを実現する政治
・情報と社会 ・わたしたちのくらしと日本国憲法
○わたしたちの国土と環境 ○世界の中の日本
・さまざまな自然とくらし ・日本と関係の深い国々
・わたしたちの生活と環境 ・世界の平和と日本の役割
・わたしたちの生活と森林
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【資料２】第５学年「わたしたちの生活と情報」・第６学年「わたしたちの生活と政治」単元の指導構想

第５学年【わたしたちの生活と情報】１放送局の働き ２情報と社会

第６学年【わたしたちの生活と政治】１わたしたちの願いを実現する政治

２わたしたちのくらしと日本国憲法

《共通目標》

・国民の生活に大きな影響を及ぼしている我が国の通信などの産業と国民生活の安定と向上を願う政治の働きのかか

わりについて考えることをとおして，人々が相互に様々なかかわりをもちながら生活を営んでいることに気付く。

《第５学年の学習》 《第６学年の学習》

小単元名〔放送局で働く人々〕

自分たちでニュースをつくったり、テレビ局を

見学したりすることをとおして、放送局で働いてい

る人々の工夫や努力について考えるようにする。

小単元名〔身近なくらしと政治〕
災害復旧の政治の働きについて具体的事例を調べたり、関

係する人々に聞き取りをして調べ、国民生活を守るために、
地方公共団体や国の政治の働きが反映していることが分かる
ようにする。

導入における資料提示

情報 台風・大雨の様子、被害、救助の様子のニュース報道 政治

《共通まとめ》

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツを見つけよう！

共
通

ＮＥＷＳ作り

に取り組む人々

台風被害

直接かかわる人々

どんな風に調べるか？

何を調べるか？

情報

調べ活動

政治

調べ活動

分かったことは？

情報（ＮＥＷＳ作り）も政治も国民生活の向上に役立っている。

め

あ

て

視野の

広がり

興味・関心・

意欲の喚起

内容の

発展

総合的

な理解

学び方の確認

問題意識

課題の焦点化

課題の解決

ニュースを見て気付いたことは？

学
び
の
広
が
り
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４ 複数学年で学ぶよさを生かした理科の学習指導案の作成

理科の目標においては，次の３点を重視した学習指導が求められている。

・自然の理解や科学的な見方や考え方の基礎として「感じる」学習を重視する。

・自然の事象・現象と既習の事項との関連付けを「考える」ことや，学習をとおして新しい意

味の構成を「考える」学習を重視する。

・問題解決の活動をとおして，事象の性質や規則性を「実感する」学習活動を重視する。

「感じ・考え・実感する」理科は，児童と自然の事物・現象の出会いから主体的働きかけと関係

付けを行い，検証していく問題解決型のプロセスによって実践される。

問題解決の楽しさを実感するためには，「見通し」をもって学習に主体的に取り組む必要がある。

「見通し」には，方法の見通しと結果の見通しが考えられる。観察・実験を行う際に，児童が結果

の予想やまとめ方を意識することによって，主体的な学習が展開できることとなる。さらに，結果

を見通すことによって，どのような観察や実験を計画していくか，どのような準備をしていくとよ

いのか具体的方法の見通しをもつことができる。既習事項を押さえた単元配列を考え，問題解決の

プロセスをたどることができるようにすることが大切である。

(1) 第３学年及び第４学年

ア 単元配列

中学年における理科の年間配当時数は，第３学年が70時間，第４学年が90時間となっている。

20時間の配当時間の違いがあること，季節感を重視した指導が必要であること，火や危険な薬

品を使用する実験を伴うことなどをふまえ，【表３】のように単元を配列した。その際，一人

一人が自らの考えで活動したり，自分の学習計画で実験を行ったりすることで，主体的な問題

解決活動を進めることができるように配慮した。なお，単元名並びに教材名は東京書籍のもの

を参考とした。

【表３】第３学年及び第４学年の理科単元配列
第３学年 第４学年

○ しぜんたんけんをしよう ○ 季節と生き物

１ 植物をそだてよう １ あたたかくなると

２ チョウをそだてよう ２ 電気のはたらき

３ 植物のからだをしらべよう ３ 暑くなると

４ こん虫をしらべよう ４ 月の動き

５ 花と実をしらべよう ○ 夏の星

６ 日なたと日かげをくらべよう ５ 星の動き

６ すずしくなると

７ 光を当てよう ７ もののかさと力

８ もののかさと温度

８ 明かりをつけよう 11 もののあたたまりかた
○ つくってあそぼう

９ じしゃくにつけよう 10 寒くなると

○ 冬の星

９ 水のすがたとゆくえ

12 生き物の1年をふりかえって
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イ 指導構想

第３学年，単元名「明かりをつけよう」と，第４学年，単元名「もののあたたまり方」の複式学

級での指導構想を【資料３】に示す。

両単元ともに「Ｂ物質とエネルギー」区分である。Ｂ区分は，学習内容の系統性が強いため，異

学年共通で同じ課題を解決する学習は，少々困難を伴う。そこで，発達段階からみた問題解決の過

程を重視し，共通な見方や考え方が育成される内容をもって構成することとした。なお，ここでの

「見方や考え方」とは，問題解決の活動によって児童が習得する方法や手続きと，その方法や手続

きによって得られた結果及び概念の両方を意味する。

【資料３】第３学年「明かりをつけよう」・第４学年「もののあたたまりかた」単元の指導構想

《第３学年の学習》【明かりをつけよう】 《第４学年の学習》【もののあたたまりかた】

《共通目標》

見いだした問題を興味・関心をもって追究したり，見通しをもって調べたりする活動をとおして，
問題解決の見方や考え方を養う。

・乾電池に豆電球をつなぎ，電気を通すつな
ぎ方と通さないつなぎ方があることをとら
える。

・物には電気を通す物と通さない物があるこ
とをとらえる。

・回路の考え方を利用して，工夫してスイッ
チを作る。

・金属は，熱せられた部分から順にあたたまるこ
とをとらえる。

・水や空気は，金属と異なり，熱せられた部分が
移動して全体があたたまることをとらえる。

１ 豆電球の明かりをつけよう
身のまわりの明かりを思い出す

問題を見いだす

解決する方法を考える

観察・実験

結果をまとめる

２ 電気を通すものをさがそう
身のまわりの電気を通すものを思い出す

問題を見いだす

解決する方法を考える

観察・実験

結果をまとめる

３ スイッチをつくろう

１ 金属はどのようにあたたまるか
・

簡単な実験

結果をまとめる

２ ものはどのようにあたたまるか
問題把握（金属）

予 想

解決する方法を考える

観察・実験

結果をまとめる

新たな問題(水・空気）

予 想

観察・実験

結果をまとめる

３ もののあたたまりかたを利用した
ものを調べよう

学び方の

つながり

（発展）

学び方の
つながり
（問題発見）

生活との
つながり
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(2) 第５学年及び第６学年

ア 単元配列の実際

高学年における理科の年間配当時数は，第５学年，第６学年ともに95時間である。

高学年では，これまでの経験を基にして推論したり，習得してきた知識や概念を他の事象に

当てはめて考えたりできるようになる。そこで，学習内容が系統的に発展するように【表４】

のように単元を配列した。その際，中学年と同様，一人一人が自らの考えで活動したり，自分

の学習計画で実験を行ったりすることで，主体的な問題解決活動を進めることができるように

配慮した。

イ 指導構想

第５学年単元名「流れる水のはたらき」と，第６学年単元名「大地のつくりと変化」の複式

学級での指導構想を次頁【資料４】に示す。

第５学年では，流水の様子を時間や水量，自然災害などに目を向けながら調べ，見いだした

問題を計画的に追究する活動をとおして，流水の働きの規則性についての見方や考え方を養う

ことをねらいとする。第６学年では，土地のつくりと変化の様子を自然災害などと関係付けな

がら調べ，見いだした問題を多面的に追究する活動をとおして，土地の作りと変化のきまりに

ついての見方や考え方を養うことをねらいとする。そのため，第５学年は，野外での直接観察

やモデル実験などの実感を伴った学習をとおして，流れる水の働きと土地の変化との関係につ

いて学ぶ。第６学年は，野外での直接観察や映像や標本などの資料を活用した学習をとおして，

土地のつくりと変化のきまりについて学ぶ。両単元ともに「Ｃ地球と宇宙」区分であり，第５

学年と第６学年の学習内容には，共通性が多い。互いの学びの様相が常に意識下にある複式学

級において，「水と大地」を共通教材とし学ぶことの価値は大きい。雨の降り方によって，流

れる水の速さや水の量が変わり，増水で土地が変化するといった流れる水の力の大きさの学習

は，水の働きによってつくられた地層，火山の噴火によってつくられた地層，地震によって変

化した大地の学習へと発展していく。そして，この学習で培われたものの見方や考え方は，中

学校理科「第２分野」地表に見られる様々な事物・現象を大地の変化と関連づけてみる見方や

考え方の素地となる。学習内容のつながりを意識した指導を展開することにより，「雨水→流

れる水→土地の変化→地層→時間や空間の広がり→自然と人の関わり」，といった自然に関す

る新しい体系を，広い視野から総合的に結び付け構築していくことができるのである。

【表４】第５学年及び第６学年の理科単元配列 ※ は、両学年の内容を関連させ指導する単元

第５学年 第６学年

２ 植物の発芽と成長 ○ 地球の生き物とくらし

１ ものの燃え方と空気

３ 生命のたんじょう ２ 動物のからだのはたらき

１ 天気と気温の変化 ３ 植物のからだのはたらき

５ 台風と天気の変化 ４ 生き物のくらしとかんきょう
４ 花から実へ ・人や動物の食べ物のもとはなにか

６ 流れる水のはたらき ５ 大地のつくりと変化

８ てこのはたらき ７ 電流のはたらき

９ おもりのはたらき ８ 人とかんきょう

７ もののとけかた ６ 水溶液の性質とはたらき

理科 オリエンテーション
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【資料４】第５学年「流れる水のはたらき」・第６学年「大地のつくりと変化」単元の指導構想

《共通目標》

自然の事物・現象の変化や働きを調べ，問題を見いだし，見いだした問題を多面的に追究する

活動をとおして，自然の事象・現象の相互関係や変化の規則性について考えることができる。

《第５学年の学習》「流れる水のはたらき」 《第６学年の学習》「大地のつくりと変化」

・地面を流れる水や川の流れの様子に興味・関心
をもち，流れる水の速さや量による働きの違い
を自然災害に目を向けながら調べようとする。

・流れる水と土地の変化に着目して実験の計画を
考えたり結果を考察したりすることができる。

・流れる水の速さや量の変化を調べる工夫をし，
計画的に実験することができる。

・流れる水には，土地を削ったり，石や土などを
流したり積もらせたりする働きがあることを理
解している。

・身の回りの土地やその中に含まれるもの，土地
の変化と自然災害との関係などに興味・関心を
もち，土地のつくりと変化のきまりを調べよう
とする。
・土地の様子や構成物などから，土地のつくりや
変化の様子を多面的に考えることができる。
・土地のつくりと変化を調べる工夫をし，ボーリ
ング試料や映像資料などを利用して，多面的に
調べることができる。
・土地は，礫，砂，粘土，火山灰及び岩石からで
きており，層を作って広がっているものがある
ことを理解している。

資料・映像による導入

・川の様子，水のはたらき，私たちの住んでいる大地

め
あ
て

学びの連続性

総合的な理解

視野の広がり

課題の焦点化

興味・関心・意欲の喚起自然の力の大きさのついて調べよう

流れる水にはどんなはたらき

があるのだろうか？

地層は，どのようにしてでき

たのだろうか？

流れる水の量を
変えると，流れ
る速さや水の働
きは，どのよう
に かわるか？
《実験・観察》

川の水は，その
ように土地の様
子を変えている
のだろうか？

《野外観察》

小石，砂，粘土
などは，どのよ
うに積み重なっ
て地層になるの
だろうか？
《実験・観察》

私たちの住む大
地はどのように
し てで き たの
か？

《野外観察》

大雨で川の水の
量が増えたとき，
川原はどのよう
に変わるだろう
か？
《映像資料》

災害を防ぐため
に，川にはどの
ような工夫がさ
れているだろう
か？
《野外観察》

地震が起きると，
大地はどのよう
に変化するのだ
ろうか？

《映像資料》

火山の噴火によ
って大地はどの
ように変化する
のだろうか？

《映像資料》

自然の力による川や大地の変化について考え，話し合おう
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５ 授業実践とその分析と考察

(1) 授業実践計画と検証計画

複数学年で学習するよさを生かすという視点で作成した社会科・理科の指導案に基づき授業実

践を行う。その後，学年別指導の妥当性について児童の学びの状況（学習感想を含む）と研究協

力校の教諭と研究協力員を対象としたアンケート調査から分析・考察する。具体的な授業実践の

内容を示した授業実践計画を【表５】に，分析・考察の内容と方法を示した検証計画を【表６】

に示す。

【表５】授業実践計画

内容 学年 第３・４学年 第５・６学年

実践教科 社会科 理科 社会科 理科

実践校 岩手大学教育学部 西和賀町立川舟小学校 西和賀町立川舟小学校 西和賀町立川舟小学校

附属小学校 滝沢村立柳沢小学校 滝沢村立柳沢小学校

単元名 第３学年 第３学年 第５学年 第５学年

「じこやじけんが 「明かりをつけよう」 「わたしたちの生活 「流れる水のはたら

おきたら」 第４学年 と情報」 き」

第４学年 「もののあたたまり 第６学年 第６学年

「火事がおきたら」 かた」 「わたしたちの生活 「大地のつくりと変

と政治」 化」

実践1 実践２ 実践３ 実践５

第５学年 第５学年

「工業生産を支える 「もののとけかた」

人々」 第６学年

第６学年 「水溶液の性質とは

「戦争から平和の歩 たらき」

みを見直そう」

実践４ 実践６

【表６】検証計画

項目 調査内容 対象 調査方法 処理・解釈の方法

複数学年で学 ・興味・関心・意欲の喚起 児童 発言，活動の様子を 複数学年で学習するよさが

習するよさ ・既習事項の想起 ＶＴＲにより記録す 認められたか否かについて

・学び方の確認 る。学習後にする感 学習中の学びの状況と学習

・内容の発展 想を書かせる。 感想の記述内容により分析・

・総合的な理解 考察する。

・視野の広がり

・学習への見通し

学年別指導 ・学年別指導の妥当性 教諭 評定尺度及び自由記述 記述内容から，学年別指導

の妥当性 の質問紙による調査を の妥当性について分析・

実践後に実施する。 考察する。
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(2) 授業実践の概要と結果

授業実験の概要と結果を述べるに当たり，先に複数学年で学ぶよさを生かした社会科，理科の

学習指導案に基づく六つの授業実践の結果を示す。

実践１では，第３・４学年，社会科の学年別指導を行った。複数学年で学ぶよさを生かすため

に，二つの学年の内容を共通に取り上げ，追究活動の中心となる見学や調査活動を一緒に行うこと

ができるようにした。その結果，問題解決の過程で，学年相互の関連を図りながら学びを共有し，

それぞれの学年の課題の解決と学習のまとめができることが確かめられた。また，上学年におい

ては，既習事項をなぞるとともに学習内容の共通点に気づき，自分の考えを深めることができる，下

学年においては，次年度の学習の具体的な見通しを持つことができる，といった一人一人の学習意識

を高めていくことができた。

実践２では，第３・４学年，理科の学年別指導を行った。異学年共通で同じ課題を解決する学習

は，少々困難を伴うため，それぞれの学年の学習経験や能力の実態に応じた学習を，教科の特性を

生かして展開できるようにした。その結果，問題解決の過程で，課題の解決と学習のまとめがで

きることが確かめられた。しかし，第３学年児童が実験をとおして問題を解決していくという学

び方に慣れていなかったこと，「学習内容」「教材」に接点がなかったことの理由により，学びを

共有化したり，複数学年で学ぶよさを生かしたりというところまでには至らなかった。

実践３では，第５・６学年，社会科の学年別指導を行った。異なる単元を敢えて組み合わせ，

「教材」を接点にすることで，共通に導入したりまとめたりできるようにした。その結果，一見

バラバラであると思われがちな社会事象のつながりをより広い視野からとらえることができると

いうことが確かめられた。また，複数学年が同じ教室で学ぶことにより，「自分たちが勉強して

こなかった内容についてよく分かった」「調べるとどんどん新しいことが分かっておもしろい」

など学習内容や学び方に対する興味・関心・意欲を喚起することができた。

実践４でも，第５・６学年，社会科の学年別指導を行った。学年の主題を変えることなく，産

業と歴史という異なる分野を組み合わせた。単元のまとめの時間のみ，共通でポスターセッショ

ンを行った。学びを共有する時間が短かくても，異学年児童の気付きや考え方といった学びにふ

れることで，新たな学びを生み出し，豊かな学習を展開することができることが確かめられた。

実践５では，第５・６学年，理科の学年別指導を行った。「学習内容」と「野外観察・実験」

を接点に，学びを共有できるようにした。その結果，下学年は上学年の学びを知ることで今の自分

たちの学習の広がりを意識し，更なる関心や意欲をもつこと，上学年は下学年の学びを知ることで

自らの知識や技能の定着・確認を図り，その内容を発展させることが確かめられた。また，学習内

容のつながりを意識させることにより，中学校理科につながる豊かな学習を展開することが可能と

なることも確かめられた。

実践６でも，第５・６学年，理科の学年別指導を行った。「学習内容」と「実験」を接点に，

学びを共有できるようにした。具体的には，児童が結果の予想やまとめ方を意識する，どのような

実験を計画していくか，どのような準備をしていくとよいのか具体的方法を見通す，実験をして確

かめる，実験結果から考察する，といった同じ問題解決のプロセスをたどることができるようにし

た。その結果，下学年の児童は，上学年の学習へ関心を寄せるとともに，どのように学び，どのよ

うに協力すればよいかといった学習の仕方を学ぶことができた。上学年の児童は，下学年の学習を

意識することで，用語や実験器具の取り扱い方など既習事項を想起し，自らの知識や技能の定着・

確認を図ることができた。

以下，授業実践の概要及び分析と考察を示す。
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ア 実践１の概要

【資料５】は，研究協力員が行った第３学年・第４学年の社会科の学年別指導，授業

実践１の概要である（学習指導案は補充資料に掲載）。

【資料５】授業実践１の概要

教室全面に直接指導を行うスペースを設け，全体に共通に指導をする場と各学年に指

導する場を分けた。単位時間の前半を第３学年の直接指導とし，一つ一つ内容を確認し

ながら指導した後，第４学年の直接指導を行った。その間，第３学年児童は，学んだ内

容を学習シートにまとめた。第４学年の直接指導では，間接指導時に各自が学習シート

にまとめた追究結果を基に，一人一人の考えを交流した。黒板には，第３学年と第４学

年の学習内容を左右対称に書き，両学年共通の目標である交通事故や火事から人々の安

全を守る警察署や消防署の計画的な取り組み，工夫や努力について視覚をとおしてとら

えることができるようにした。第３学年の板書内容を参考にすることで，第４学年の直

接指導の時間を短縮することができた。

終末には，第３学年，第４学年一緒にこれまでの学習をふりかえり，人々の努力につ

いてとらえた。その後，安全なくらしを守るために自分たちができることについて自分

の考えを異学年のペアで伝え合った。第３学年の児童は，学習に対する成果や自分の考

えを簡潔に表現する術を第４学年児童の話し方から学び，第４学年児童は，第３学年児

童の学習報告を聞き，警察署の仕事について学び返しをした。交通事故と火事という二

つの事象から，安全な生活を守っていくための取り組み方について自分はどう関わって

いけるかについて考えを深めた児童もいた。

★社会科：まとめの書き方のポイント★

・学習をとおして分かったこと

・分かったことに対する自分の考え

（予想と比べ，勉強しての感想など）

・これから調べたいこと

・学習に対する取り組み方のふり返り

第４学年（12／16時）

「消防署の仕事」

観点は、

・普段からの取組

・火事が発生したら

その他の要点

・正確に！

・すばやく！

・分担して連絡を取

り合う！

・他の機関と協力し

合う！

など

第３学年（12／16時）

「警察署の仕事」

観点は、

・普段からの取組

・交通事故が発生したら

その他の要点

・正確に！

・すばやく！

・分担して連絡を取り

合う！

・他の機関と協力し合う！

など

共通の目標である『命・安全な生活を守るために』

を黒板の中心に！！

直接指導の場

３ ４ ３ ４ ３ ４

３ ４ ３ ４ ３ ４



- 16 -

イ 実践２の概要

【資料６】は，研究協力校で行った第３学年・第４学年の理科の学年別指導，授業実

践２の概要である（学習指導案は補充資料に掲載）。

指導に当たって，学習プリントの作成，直接・間接指導の設定，教室空間の利用の工

夫がなされた。それぞれ学年で異なる学習内容，学習活動であったが，自分たちの課題

を解決するために集中して取り組む児童の姿が見られた。教師が一つの学年に指導して

いる間，もう一方の学年の児童は，学習プリントを使って，予想を書いたり，実験の結

果を記録したりした。一人一人が，自分たちの学年の課題や課題解決向けて何をすべき

かといった解決方法を把握し，活動することができた。第３学年児童はスイッチ作り，

第４学年児童は火を使った実験と，接点を見いだすことのできない学習活動であり，学

習のきまりが確立されていない学級にあっては，騒々しくなりそうだが，学習はスムー

ズに進んだ。

【資料６】授業実践２の概要

第３学年（６／７時） 第４学年（７／９時）

１ 教科書を読んでこれまでの学習を確認する。 １ 課題を確認する。

水が、上からあたたまるのはなぜだろうか。

２ 課題を把握するために教師の提示を見る。 ２ 課題について予想する。
・学習プリントの温められた水の動きを記入す
る。

電気の性質を利用して、スイッチをつくろう。

３ これまでの学習を振り返る。
・乾電池、豆電球、導線を１つの輪につなぐと電
気の通り道ができる。
・回路を閉じると明かりがつき、閉じると明かり
は消える。
・金属でできているものは電気を通す。

４ スイッチの設計図を考える。 ３ 実験方法を確認し、必要な器具を準備する。

４ 水の動きを調べる実験を行う。
・みそを試験管の底に入れ、スポイトでしずかに
水を入れる。
・下のほうから熱する。
・みその動きを調べる。

５ スイッチをつくる。

水とおがくずを入れた試験管を熱して水の

あたたまりかたを調べ、結果を記録する。

スイッチづくりに興味をもち、電気の性質を

利用して、スイッチをつくることができる。

アルミ箔にテープを貼
った教材の上をテスター
でなぞって見せた。

明かりのつくところと
つかないところがあるこ
とに児童は興味をもち、
課題意識を高めた。

間接指導になるため、参考資料として、
教師は、いろいろなスイッチが書いてある
プリントを渡した。

３学年の学習は耳に入
っていると思われるが、
集中して学習プリントに
自分の予想を記入してい
た。
学習プリントへの記入
が終わった児童は、教科
書を読んで静かに次の学
習指示を待っていた。

教室の後ろに、
制作コーナーを
設けた。
異学年の学習
活動が異なって
も、教師は、両
学年の児童の動
きを把握するこ
とができた。

実験場所が、教
室であること、火
を使った実験であ
ることの理由によ
り直接指導とし
た。自分の予想と
比べながら、実験
する児童の姿が見
られた。

《児童の予想》
・あたためられた水は、上のほうに動いていく
のではないか。
・熱が上だけに伝わるのではないか。

直 接
間 接
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ウ 実践３の概要

【資料７】は，研究協力校で行った第５学年・第６学年の社会科の学年別指導，授業

実践３の概要である（学習指導案は補充資料に掲載）。

学年別指導を行うに当たっては，指導時間の配分に配慮した。直接指導と間接指導の

時間を機械的に分けるのではなく，指導内容や学習活動に照らし合わせて割り振った。

第５学年の間接指導の時間を多くし，第６学年を直接に指導した。理由は，取り扱って

いる単元が，第５学年は，ニュース番組という児童にとって身近なものであるのに対し

て，第６学年は，政治という児童にとっては取っつきにくいものであり，具体的にイメ

ージさせる手だてが必要であると考えたからである。共通に導入した第１時間めには，

学習に関する興味・関心が低かった第５学年児童であるが，第６学年児童の学びの様相

に触発され，徐々に学習に興味を示すようになった。共通まとめをした第７時間目には，

第６学年の学習方法や学習内容にまで関心を持つようになった。通信などの産業と政治

のはたらきのかかわりについて考え，社会生活を多面的とらえる児童もいた。第６学年

児童の感想には「ニュースを伝えている人もレスキュー隊や災害にあった人も，みんな，

安全でよりより生活を望んでいることが分かった」とあった。

【資料７】授業実践３の概要
第５学年（全単元） 第６学年（全単元）

主な学習活動 主な学習活動 時
『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツ
１ 「被害の状況」「避難の様子」「救助の様子」や「報道の様子」「報道の状況（速さ）」に
焦点を当て、災害の様子を伝える報道を見ることで、『台風ニュース』の中で人々がどんな 課

課 仕事に取り組んでいるかとらえる。 題
題 ２ 『台風ニュース』の中で働く人々について話し合い、「ニュース作りに取り組む人々」と 把
把 「台風被害に直接関わる人々」のヒミツを調べるための共通の学習課題を考える。 握
握

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツを見つけよう！！

３ 学習の見通しをもつ。
『放送局で働く人々』のヒミツ 『災害復旧に取り組む人々（政治の働き）』の

ヒミツ
１ テレビのニュース番組や放送局を調べ １ 災害復旧の取組について調べる計画を立て

追 る計画を立てる。 る。 追
２ ニュースの放送は、どのような人たち ２ 災害時の避難場所となる学校の運営責任者
の働きによってささえられているのか、 である学校長、町役場の方から話を聞き、災

究 より良い放送をめざして、どのような工 害復旧の取組について調べる。 究
夫や努力をしているのかなどについて、
調べる。 ３ 災害復旧、実

３ 情報を速く・正確に・わかりやすく伝 現までの経過を
える放送局で働く人々の工夫と努力につ 図などでまとめ
いてまとめる。 る。

４ 発表できるように準備する。 ４ 政治の働きに
ついて発表でき
るように準備す
る。

『学習のまとめ』
ま ま
と 『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツをまとめよう！！ と
め め

１ 調べて分かったことの発表を聞き合う。
２ 「ニュース番組作り」と「災害復旧の取組」の相違点や共通点を話
し合う。

３ 情報と政治のつながりという視点から国民生活の安定と向上を願う
人々の様々なかかわりについて考える。

災害時の対応について町役場の
方にお話を聞く第６学年児童

「何の関係もない人たち（ニュース作りにかかわる人たちと災害復旧に
直接かかわる人たち）だと思っていたけど、気持ちは一緒だということが
分かった」、「ニュースを伝えている人もレスキュー隊や災害にあった人も、
みんな、安全でよりより生活を望んでいるんだなあ」、という学習のつなが
りに目を向けた意見が出された。



- 18 -

エ 実践４の概要

【資料８】は，研究協力員が行った第５学年・第６学年の社会科の学年別指導，授業実践４の概

要である（学習指導案は補充資料に掲載）。

本実践は，学年の主題を変えることなく，産業と歴史という異なる分野の組み合わせで行った。

指導に当たっては，教師が両学年をわたることができるように学習活動を工夫し，直接指導と間接
．．．

指導を組み合わせた。単元のまとめの時間のみ，２時間続きの授業を設定し，共通でポスターセッ

ションを行った。一人一人の発表内容が異なっていたこともあり，発表に真剣に耳を傾ける児童の

姿が見られた。第６学年児童は，前年度に自分が学んだ内容と比べて第５学年児童の発表を聞き，

第５学年児童は，戦争が始まった日や終わった日など時代の流れに興味をもって聞いていた。一人

の発表が終わった時点で，班（異学年集団による）で分かったことや考えたことを話し合い，付箋

紙にまとめた。発表の際に理解できなかった内容について，班内で教え合う姿が見られた。

【資料８】授業実践４の概要

第５学年（７・８・９／９時） 第６学年（７・８・９／９時）

（５）工業の未来を語ろう １ 両 １ （６）戦争と平和について語ろう

１ これまでの学習を振り返り，日本の工 学 （教科書に該当ページなし）

業生産をめぐる問題点を整理する。 年 １ 明治以降，日本が関わった戦争につい

直 て年表をもとに整理する。

２ 教科書P.108の「学びのてびき」をも 接 ２ 日本が経験した戦争のうち「日露戦争」

とに学習の見通しをもつ。 指 「満州事変」「日中戦争」「太平洋戦争」

３ 日本の工業生産をこれからどのように 導 を取り上げ，原因や背景，意義などにつ

進めていけばよいか，それぞれの考えを いてまとめる。

まとめ，発表資料を作成する。 ３ 日本を含め，世界が平和になるために

はどのような考えが大切なのかを自分な

りにまとめてポスター等に表す。

４ 個々の考えを交流し合い，日本の工業 ２ ２ ４ ポスターセッション形式で意見を交流

生産の今後について話し合う。 し合い，平和な世界をつくるためにどの

ような行動をとればよいか話し合う。

一人の発表が終わった時点
で、班で集まり、分かったこ
とや発表から考えたこと、質
問したいことなど話し合った。
その後、話し合いの内容を、
短くまとめ付箋紙に記入した。
異学年が一緒になっている班

で話し合うことにより、発表
内容が両学年の児童に共有さ
れた。

食品工業につい
て、工業がもたら
す公害について、
環境を考えた未来
の自動車について
と様な視点から、
日本の工業につい
て考えられたもの
が発表された。第
６学年の児童が前
年度に取り上げな
かった事象も含ま
れていた。

第５学年の児
童にとって理解
が困難とされる
内容が発表され
た際には、教師
が注釈を加え
た。
武器や原爆、

戦争時の人々の
暮らしと様々な
視点から発表さ
れた。

異学年の学習内容に興

味をもっていた児童は、

発表を聞くことで、さら

に関心を深めた。「第６

学年児童が調べたことを

聞くことができるのは、

他の学校にないよさ」と

感想を述べた児童もい

た。
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オ 実践５の概要

【資料８】は，研究協力員が行った第５学年・第６学年の理科の学年別指導，授業実践５の概要

である（学習指導案は補充資料に掲載）。

本実践では，「学習内容」と「野外観察・実験」を接点に学びを共有できるように，状況に応じ

て２時間続き授業を行うなど時間を弾力的に運用した。第６学年児童は，昨年度も複式学級に所属

していたため，堆積実験（瓶に土を入れて振る）の方法に興味をもっていた。しかし，「どのよう

に堆積すると思うか」と予想させたところ，様々な予想がでてきた。同じ教室で学んでいても，異

学年の学習内容について，理解しているわけではない。意識下にあるだけである。上学年の学習を

見たり聞いたりすることにより，学習内容に対する興味・関心が失われるのではという危惧が教師

にははたらくが，児童にとっては，「昨年やっているのを見た」「自分たちも学習したい」という，

学習意欲を高める要因としてはたらいていることが分かった。また，概念としての知識は，実際に

観察する，実験するなどの活動を伴ってこそ確かな知識・理解として定着することが確かめられた。

【資料８】授業実践５の概要
第５学年（２／１２時） 第６学年（２／１６時）

４ 実験１ ２ 観察

カーブをつくり水を流す実験をする。 学校の土手を利用し、地層を調べる。

・実験の方法、記録の仕方、記録のポイントに

ついては、プリントで確かめる。

・流れが曲がっているところの外側では、地面

が削られていて、内側では、土や石がたまる。

・木くずなどを流して、そのようすから流れが

曲がっているところの外側と内側の流れの速

さの違いを確かめる。

・流す水の量により、水の流れや地面を削るは

たらきの大きさが違う。

３ 実際の地層とボーリング試料を比べる。

・一つ一つのサンプルから構成物を把握する。

５ 実験２

カーブをつくらず水を流し続ける実験をす

る。 ４ 気づいたこと、分かったことをグループで

話し合う。

６ 実験３ ・どこも似たようなものだった。

平らに整備された校庭を再現し、水を流す。 ・みなローム、砂岩、泥岩の順だ。

７ 実験結果を記録する。

雨水が流れる様子と川の流れの関係を調べる

ための予想を立てる。

学校の地下の様子を調べる。

冬じまいし
た花壇を利用
しての流水実
験。直接指導
で実験１を行
い、実験方法
や結果を確認
してから実験
２を行った。

教室に戻り、実験結果

を記録した。その後、岩手

県の地図を見ながら、流れ

がまっすぐな川はあるか、

長さや大きさはどうかなど

を確かめた。

教室に戻り、採取した

学校の地下の層の土を観

察した。その後、粒の大

きさや色などボーリング

試料と比べて気づいたこ

とを記録した。

直接指導

間接指導
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カ 実践６の概要

【資料９】は，研究協力校で行った第５・６学年の理科の学年別指導，授業実践６の概要である

（学習指導案は補充資料に掲載）。

「学習内容」と「実験」を接点に，「課題→予想→実験方法の計画→実験→結果→考察→まとめ」，

といった同じ問題解決のプロセスをたどり学びを共有できるようにした。第５学年児童にとって，

メスシリンダーやピペット，計量スプーンなどは初めて扱う実験器具である。そこで，教師が扱い

方を提示して見せた。第６学年児童は，昨年度の既習事項ではあるが，第５学年の学習を意識下に

おくことで，学んだ水溶液についての実験方法，知識などを想起し，スムーズに実験に入ることが

できた。第５学年児童は，第６学年の学習に耳を傾けることで「水を一定にする」，「食塩をさじ

すりきりで入れていく」,といった実験における条件制御の必要性を学ぶことができた。

【資料９】授業実践６の概要
第５学年（３／１２時） 第６学年 （６／１２時）

１ 本時の課題を確認する １ 前時の課題を確認する

・水溶液には、他にどんな性質があるのだ

ろうか

２ 前時の予想を確認する ２ 資料から、水溶液による金属変化の様子

・いくらでもとける をとらえる

・とける量は決まっている ３ 本時の課題を焦点化する

３ 水にとける食塩の量を調べる実験をする

・実験方法を確認する

・メスシリンダーやスポイト，ピペットの使

い方，すり切りのはかり取り方を練習する ４ 課題について予想する

・酸性の水溶液は銅像などにも影響を与え

ているから、金属を溶かすのではないか

・弱酸性は、体にいいとＣＭでやっている

から金属は溶かさないのではないか

・中性は、金属を変化させないと思う

４ 50mlの水と100mlの水にとかす実験する ５ 水溶液に金属を入れるとどうなるか実験

する

食塩が水にとけることについて調べる実験を，安

全に注意して正しく行い，結果を記録することが

できる。

水溶液は、金属を変化させるかどうかに興
味をもち、水溶液や実験器具などを適切に
取り扱い、安全に注意しながら実験を行う
ことができる。

水溶液には、金属を変化させるはたら
きがあるのだろうか。

食塩は水にどれくらいとけるのだろうか。

初めて使う実
験器具の取り扱
いについて、教
師が提示し、指
導した。その後
一人一人が実際
に練習した。

一人一人、実
験できることが
少人数の複式学
級の良さである。
結果は、多少

異なるものの真
剣に取り組む姿
が見られた。

化学薬品を使っ
ての実験のため
お互いに安全に
留意できるよう
にグループ学習
とした。

両学年の指導ができる

ように、同じ時間帯に実

験を設定した。
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(3) 分析と考察

ア 複数学年で学ぶよさについての分析

複数学年で学習するよさが認められたかどうかについて，児童の学習感想を基に分析した結

果を【表７】に示す。

【表７】複数学年で学ぶよさについての分析

実践２では，どの項目においても複数学年で学習するよさが認められなかった。これは，共

通の指導場面を設けなかったこと，「学習内容」「教材」に接点がなかったことによるものと考

える。しかし，学習後に評価テストを行ったところ，第３学年は知識・理解100％，観察・実験

の技能・表現100％，科学的思考83.3%の到達度であった。第４学年も知識・理解，観察・実験

の技能・表現は，100％の到達度であった。これは，それぞれの学年の学習経験や能力の実態に

項目
実践 ２ ３ ４ ５ ６

興味・関心・意 × ○ ○ ○ ×
欲の喚起 ・一緒に勉強して楽しかっ ・６年生の発表を聞いて， ・地層や石などに興味を

た 戦争中の国民のくらしに もつことができた
・詳しく調べられた 興味をもった ・５年生と理科を複式で

して，似ているところ
や共通しているところ
を見つけられるので楽
しい

既習事項の想起 × ○ ○ ○ ×
・５年生の時に学習したこ ・５年生が，重化学工業と ・去年も勉強したけど，
とと併せてニュース番組 軽工業について学習して 自分の地域の川のこと
作りのことがよく分かっ いたので少し復習できた はあまり知らなかった
た ので，５年生の勉強を

聞いていろいろなこと
が分かった。

学び方の確認 × ○ × ○ ×
・６年生の発表を聞いて， ・５年生が，長所と短所
発表の仕方が分かった を比べて，そこから分

かったことをまとめて
いたがいい方法だと思
った。

内容の発展 × ○ ○ ○ ×
・自分たちが勉強してこな ・５年生の時に自分たちは ・６年生と一緒に見学に
かった内容について分か 調べなかった食品工業に 行ったので地層を見る
った ついて分かった ことができた

総合的な理解 × ○ ○ ○ ×
・ニュース作りに関わる人 ・公害と戦争，どちらも何 ・両学年の共通している
と災害復旧に関わる人の の関係もない人がたくさ ところを探していたら
願いは似ていることが分 ん苦しんでいる 単元はちがうけど，ど
かった ・５年生の工業と６年生の ちらも関係しているこ

戦争の学習の共通点は， とが分かった
どちらも裏があり，多く ・５年生と６年生の学習
の人に害を与えていると の水と大地はすごく関
いうことと，どちらも改 係していた。地層で時
善できるということだ 代を知ることができる

のも水があるおかげな
んだと思った。

視野の広がり × × × ○ ×
・地層で何時代だと分か
れば，そのときの時代
の中に入れる気がする
・自然の迫力，力の大き
さを感じた

学習への見通し × ○ ○ ○ ×
・６年生の勉強を見て来年 ・６年生になったら戦争に ・６年生の一緒に勉強し
のためになってよかった ついて詳しく調べてみた て予習になった。地層

い の学習を早くやりたい
※１ 複数学年で学習するよさが認められる学習感想があった場合は○，なかった場合は×とした
※２ 授業実践を行った対象により児童数が異なること，調査対象数が少ないこと，の理由により一人でも複数学
年で学習するよさが認められる感想を書いていた場合には○とした

※３ 主な感想例を○の下に記載することとした
※４ 実践１においては、データがないため分析を行わない
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応じた学習を，教科の特性を生かし

て展開できるようにした結果，課

題の解決と学習のまとめができた

成果と考える。

実践３では，７項目中５項目に

おいて複数学年で学習するよさが

認められた。これは，「災害に関するニュース」という教材を接点にすることで，共通に導入したり

まとめたりできるようにしたことによると考える。特にも，発表をとおして共通にまとめたことによ

る効果は大きい。【表８】は，共通導入をした１時間目と共通まとめをした第7時間目を感想を比較

したものである。異学年の学習内容にかかわっての感想を書いている児童数は，第５学年では１名か

ら５名に，第６学年では２名から９名に増えている。学級のほぼ全員に近い児童が，異学年の学習内

容に関して感想を書いていると言える。また，第１時間目では見られなかった学年別学習指導の学び

にかかわっての感想を書いている児童数は，第７時間目で９名である。情意面での肯定的な感想も12

名である。このことから，学級の半数以上の児童が学年別学習指導を肯定的に受け止めていることが

分かる。一見バラバラであると思われがちな通信と政治という社会事象であっても，接点を探り，学

習活動を工夫すれば，複数学学年で学ぶよさを発揮するものと考える。

実践４では，７項目中５項目で，複数学年で学ぶよさが認められた。また，ワークテストの関心・

意欲・態度の観点においては第５学年児童と第６学年児童ともに学級全員が A 評価であった。授業

で取り上げた分野は，「産業」と「歴史」という異なる組み合わせであったが，単元のまとめの時間

に共通でポスターセッションを行ったことにより，学びを共有できたためと考える。時間は短かくて

も，異学年児童の気付きや考え方といった学びにふれることができれば，前頁【表７】の学習感想「公

害と戦争，どちらも何の関係もない人がたくさん苦しんでいる」「第５学年の工業と第６学年の戦争

の学習の共通点は，どちらも裏があり多くの人に害を与えているということと，どちらも改善できる

ということだ」のような総合的な理解が図られるものと考える。

実践５では，全ての項目で，複数学年で学ぶよさが認められた。また，ワークテストを行った結果，

関心・意欲・態度の観点において第５学年児童と第６学年児童ともに学級全員が A 評価であった。

加えて知識・理解も学級全員100％の到達度であった。特にも第６学年児童においては，地震による

大地の変化・火山の噴火による大地の変化を選択する問題において，両方共に100％の到達度であっ

た。これは，両学年の単元が「Ｃ地球と宇宙」区分に属する系統的な学習内容であったこと，「実験」

を同じ時間帯に行ったこと，同じ場所で「川」と「地層」を観察できたこと，により全時間で学びを

共有できたためと考える。学びを共有する上で，同じ時間帯，同じ場所，同じ学習活動を展開できる

ことの意味は大きい。学習内容のつながり・発展を無意識のうちに感じ取る。自分たちの学習の広が

りを感じる。そして，次年度の学習へと関心を寄せる。このことは，「地層で何時代だと分かれば，

そのときの時代の中に入れる気がする」「地層で時代を知ることができるのも水のおかげだ」「地層

の学習を早くやりたい」という前頁【表７】の学習感想からもうかがえる。また，第５学年児童がた

てた予想を第６学年児童が見て，自分たちが１年前にたてた予想と比べたり，前年度の学習の学び返

しをしたりしていた姿からもうかがえる。自然の事物・現象の相互関係や変化の規則性という基礎的

な概念を，繰り返し学習できるように，複数学年の学習内容を関連させた成果と考える。

【表８】授業実践３における第１時間目と第7時間目の感想比較
※欄内は感想を書いた児童数

学年・時間 ５学年（６名中） ６学年（10名中）
項 目 1時間目 7時間目 1時間目 7時間目

当該学年の学習内容に関する記述 ６名 ５名 10名 ８名

異学年の学習内容に関する記述 １名 ５名 ２名 ９名

異学年の学習方法に関する記述 ２名 ２名 ０名 ５名

学年別学習指導での学びに関する記述 ０名 ３名 ０名 ６名

学年別学習指導に関する情意面での記述 ２名 ５名 ７名 ７名
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実践６では，どの項目においても複数学年で学習するよさが認められなかった。両学年の単元は，

「Ｂ物質とエネルギー」区分に属するものであり，「学習内容」と「実験」を接点に，学びを共有

できるように構想した。しかし，それぞれの学年の学習経験や能力の実態を考慮したとき，学年の課

題解決と問題解決のプロセスが優先された。その結果，教科の特性を生かした展開をすることはで

きたものの，学びを共有する場を設定することはできなかった。複数学年で学ぶよさが認められなかっ

たのは、このことに要因があると考える。しかし，学習後に評価テストを行ったところ，第６学年の観

察・実験の技能・表現は，100％の到達度であった。上学年の児童が下学年の学習を意識することで，

用語や実験器具の取り扱い方など既習事項を想起し，自らの知識や技能の定着・確認を図ることが

できた成果と考える。

イ 学年別指導の妥当性についての分析

社会科，理科の学年別指導の妥当性について検討するために，授業実践してくださった研究協力

校，研究協力員の先生方を対象に質問紙による調査を実施した。次頁【表９】は，その結果である。

学年別指導の困難さについては，教材研究や事前準備の時間を確保できないこと，単位時間内で

の直接・間接指導の時間配分や学習活動の組み合わせが難しいことが，挙げられている。実施する

に当たっての工夫・留意点としては，学習内容や学習活動のつながりを見いだせるように単元配列

を工夫すること，学習プリント等を準備し両学年共にスムーズに学習が進められるようにすること，

２時間続きの授業場面を設定するなど時間を弾力的に運用すること，直接指導と間接指導の内容を

厳選すること，などが挙げられている。

複数学年の児童が同じ教室で学ぶことのメリットとしては，興味・関心・意欲の喚起，既習事項

の想起，学び方の確認が挙げられている。学年別指導を行うことで，自主学習の態度が育成される

という回答もあった。反対にデメリットとしては，一学年に直接指導できる時間が足りないことに

よる弊害として，児童の思考を十分に深めることができない，話し合い活動の時間を十分に確保で

きない，が挙げられている。

その他，特記すべき事項として，学年の学習内容により分野や区分が限定されるという社会科，

理科の特性を生かすことの示唆，中学年社会科における学年別指導の有効性，総合的な学習の時間

につながる指導としての学年別指導の在り方が挙げられている。

ウ 学年別の学習指導についての考察

上記，ア，イの分析から，複数学年で学ぶよさを生かした社会科，理科において学年別指導を行

うためには，両学年における学習内容のつながりが不可欠であると考える。特にも，総合的な理解，

視野の広がりといった学びは，学習内容をつなげてこそ得られる。その際，「学習活動」「教材」

は，学びを共有する有効な手段となる。次頁【表９】の自由回答に「前年度に交通事故を守る取り

組みについて学んだ第４学年児童は，消防の働きを学習することでその共通点について理解を深め，

自分の生活との関わりについて考えを深めた。第３学年児童が既習事項を学習していることを目に

することで，両方の事象を結び付けて考えることが可能になったと考える。また，見学を二学年一

緒に行ったことで上学年の児童が同じ場所を２回訪れ，学び返しできたことも要因の一つと考える」

とある。これは，「人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々の工夫や努

力を考える」という学習内容のつながりを，「警察の働き・消防の働き」という教材と「見学・調

査」という学習活動をとおして共有し，学んだからこそ得られた回答ととらえることができる。
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しかし，両学年の学習に内容のつながりを見いだせない場合，学年別指導を行うことは妥当では

ない，とは言い切れない。学習プリントや直接・間接指導の内容や学習活動・方法，時間配分を工

夫することで学習指導が可能となる。その際，複数学年が同じ教室で学んでいるよさを追究するの

ではなく，それぞれの学年の学習経験や能力の実態に応じた学習を，教科の特性を生かして展開す

ることが大切である。このことは，授業実践２，６の示すとおりである。また，社会科，理科の全

単元を学年別指導で行うのではなく，児童の実態や指導目標に応じて学年別指導を行ったり，同単

元同内容指導を行ったりといった工夫も必要である。

【表９】質問紙による調査結果
質問内容 回答 ○プラス回答▼マイナス回答★改善案，意見

社会科，理科の学年指導を ○第３・４学年の社会科においては，学習指導要領で目標や内容が２学年分ま
してみて困難だと感じるこ とめて示されており，同単元異内容の組み方が可能である。そのため，どち
とはあるか。 らかといえば，学年別指導は困難ではない。

▼単式学級に比較して，教材研究や見学計画の立案が難しい。
▼事前準備が大変である。（時間の確保が必要）
▼直接指導，間接指導の時間配分を考え，間接指導にどんな学習活動をさせる
かといった授業の組み立てが難しい。

▼学習内容に関連性のない場合，指導しづらい。
▼どちらか一方の学年が調べ学習になりがちである。

学年別指導を行うに当たっ ★学習内容や見学・実験など学習活動のつながりを見いだせる単元配列を考え
ては，どんな工夫が必要か。 れば，学年別指導が可能となる。

★学習プリントがあれば，教師も児童も学習の流れが分かり，スムーズに学習
を進められる。

★２時間続きの授業場面を設定するなど，時間を弾力的に運用することにより
余裕をもって，学年別指導ができる。見学や実験もやりやすくなる。（ただ
し，見学の際には，人的サポートが必要）

★直接指導（教師が指導する内容）と間接指導（児童の主体的な活動）の内容
を厳選する。例えば，実験の手順は必ず教師が直接指導する，条件制御した
上で実験させる，観察場所を限定するなど，徹底した方が良い。

複数学年の児童が同じ教室 ○他学年に刺激されて，学習に対する興味・関心・意欲がいつもより喚起した。
で学ぶことのメリットはあっ ○上学年が既習事項を想起していた。
たか。 ○下学年が，上学年の学習に関心を寄せていた。

○上下学年が，同じ問題解決のプロセスをたどることで，学び方を確認できた。
○自分の学年の内容を学習しながらも，他学年の授業も見ることになるので，
予習や復習につながった。下学年の授業を見ていた上学年児童から「今，ぼ
く分かった」という声があがった。

○学習内容が関連していると，それぞれの学習や学び方はバラバラではないと
いう意識のもと，総合的な学びができた。

○学年別指導を継続することで，自主学習の態度が育成された。（時間が空い
た時には，自習する姿が見られた。）

複数学年の児童が同じ教室 ▼直接指導の時間が足りず，児童の思考を深められないままに終わってしまう
で学ぶことのデメリットが ことがあった。
あったか。 ▼話し合い活動に十分に時間を取ることができなかった。

▼学年間で授業時数が異なるため，バランスが取りにくかった。
その他 ★社会科や理科は，学年により区分や分野で分かれているので，年間通して全
社会科，理科の学年別指導 てを学年別指導と考えなくてもよいと思われる。指導形態や指導方法を工夫
に関する自由記述 しながら弾力的に行うことが望ましい。

★複数学年で学年別指導を行うことで，総合的な学習の時間との関連がクリア
になる。それぞれの教科，学年で行ってきた学習内容が全てつながり，点が
線になっていくことを実感できる。

★授業実践をしてみて，中学年の社会科では学年別指導が有効であることが分
かった。以前に交通事故を守る取り組みについて学んだ第４学年児童は,消
防の働きを学習することでその共通点について理解を深め，自分の生活との
関わりについて考えを深められた。目の前で第３学年児童が既習事項を学習
していることで，両方の事象を結びつけて考えることが可能になったことに
よるものと考える。また，見学は２学年一緒に行うことで上学年の子どもた
ちは２回同じ場所に行くことになる，というのも大きい。ただ，高学年の社
会科については内容の関連が図ることが難しい単元もあるとおもわれる。
理科については，完全複式は難しいと思う。しかし，２学年の内容が関連し
ていなくても，授業の始めにはお互いの目標や学習内容を確認しあった上で
学習し，そして授業の終末でお互いの成果について交流しあうということを
繰り返していくなど異学年の児童が一緒の教室で学ぶよさを大事にしていく
ことは可能だと思う。

★学年別指導を行うためには，効果的な学習プリントの作成，自ら学ぶ態度や
環境作り，学びを共有できるような年間指導計画作り，基本的指導過程の確
立などが必要である。
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エ 学年別指導と同単元同内容指導についての討論

次に示す【図２】は，第６学年「わたしたちの生活と政治」の単元を，第５・６学年で同単元同

内容指導で行った場合と授業実践３のように学年別指導で行った場合，学習感想がどんな点に集中

するか調べた結果である。分類の観点は次のとおりである。

我が国の国土に対する理解と愛情 身近な地域や市，県について感想が書かれているか？

公民的資質の基礎 日常生活における政治のはたらきと我が国の政治の考え方及び社会的義務

や責任を果たすことの大切さや社会生活の様々な場面における公正な判断

の必要性について感想が書かれているか？

社会生活についての理解 社会生活における組織的な諸活動の様子やつながりについて感想が書かれ

ているか？

人々が相互に様々な関わりをもちながら生活を営んでいることについての

感想が書かれているか？

【図２】学年別指導と同単元同内容指導の感想分類

社会科における教科目標は，次のとおりである。

『社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に

生きる民主的・平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う』

この中で示されている，「社会生活についての理解を図り」とは，地域社会や我が国における人々

の社会生活の様子や特色についての総合的な理解を深めることであり，「我が国の国土と歴史に対

する理解と愛情を育て」ることと併せて，小学校社会科の固有のねらいである。「国際社会に生き

る民主的・平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う」とは，小学校及び

中学校における社会科の指導をとおして，その実現を目指す究極的なねらいである。このように，

社会科の特質として①社会生活について理解②我が国の国土と歴史に対する理解と愛情③公民的資

質の基礎の３つの観点が上げられる。

同単元同内容指導においては，③公民的資質の基礎である「日常生活における政治のはたらきと

我が国の政治の考え方･･･・を理解できるようにし･･･」という第６学年の社会科の理解目標の達成

において高い数値を示している。それに対して，学年別指導においては，数値は高くないが，３つ

の観点全てにおいて児童の反応があったことを示している。

今回行った学年別指導と同内容同単元指導においては，めざすべき児童の姿が全く同じだったわ

けではない。同単元同内容指導においては，「我が国の政治のはたらきについて，地方公共団体や

国の政治のはたらき，日本国憲法の基本的な考え方を調査したり資料を活用したりして調べ，国民

主権と関連づけて，政治は国民生活の安定と向上を図るために大切なはたらきをしていること，現

在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えることができる。」

ことを目標とした。一方，学年別指導においては，複数学年が同じ教室で学んでいることを意識し，

「国民生活に大きな影響を及ぼしている我が国の通信などの産業と国民生活の安定と向上を願う政

治の働きのかかわりについて考えることをとおして，人にとが相互に様々な関わりをもちながら生

※学年別指導、同単元同内容指導

ともに 感想総数は28である。

※分類の観点に当てはまらない学

習感想は除外した。
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活を営んでいることに気付く」ことを共通目標とした。

このことから，どちらが社会科の指導方法として効果的であるかということが一概に述べる

ことはできないが，学年別指導は，『社会生活を広い視野からとらえ総合的に理解する』とい

う指導を可能にし，同単元同内容指導は，公民的資質の基礎を養うという焦点化した指導を可

能にするということが言えそうである。

Ⅵ 研究のまとめ

この研究は，複数学年で学習するよさを生かした社会科と理科の学習指導案を作成することをと

おして，小学校複式学級における学年別の学習指導を充実させるものである。研究の成果と課題を

整理してまとめとする。

１ 研究の成果

(1) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本的な考え方の

検討

複式学級の学習指導に関する文献や先行研究を参考に，複式学級の現状と課題を把握するこ

とができた。また，複数学年で学習するよさについて理解を深め，学年に応じた学習を展開で

きるか，問題解決の過程で学年相互の関連を図ることができるかという社会科・理科の学年別

指導のための視点を見出すことができた。

(2) 小学校複式学級における学年別の学習指導の充実に関する研究についての基本構想

複式学級で学ぶよさとして「興味・関心」「既習事項の想起」「学び方の確認」「内容の発展」

「総合的な理解」「視野の広がり」「学習への見通し」を位置付け，小学校複式学級における

学年別指導の充実に関する研究についての基本構想を立案できた。

(3) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案の作成

基本構想を基に，学びを共有化できるように社会科，理科の単元の配列を組み替え，社会科，

理科の学習指導案を作成することができた。

(4) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践

授業実践計画と検証計画を立案するとともに，作成した社会科，理科の学習指導案を基に六

つの授業実践を行い，学年別指導の妥当性について検討することができた。

(5) 複式指導のよさを生かした社会科，理科の学習指導案を基にした授業実践結果の分析と考察

授業実践を行った六つの授業実践の分析をとおして，複数学年のよさを生かした学年別指導

を行うためには，単元配列を組み替え学習内容をつなげる，教材を開発する，児童の実態に応

じた学習活動を行う，学習プリントを準備する，などの工夫が必要であることを明らかにする

ことができた。

(6) 小学校複式学級における学年別指導の充実に関する研究のまとめ

複数学年で学習するよさを生かした社会科，理科の学年別指導を行うことは，小学校複式学級

における学習指導を充実させるものであるという見通しをもつことができた。

２ 今後の課題

直接指導と間接指導という教師の「わたり」による学年別指導を社会科，理科で行うためには，

両学年の学習内容をつなげる教材の開発，児童の実態に応じた学習活動の工夫が大切である。学

校を取り巻く教育環境の優位性を生かした教材の開発と学習活動の工夫を今後も続けていかなけ

ればならない。

〔おわりに〕

この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました研究協力校の先生方，児童の皆さんに心からお

礼を申し上げます。また，研究協力員としてご協力いただきました先生方に感謝申し上げます。
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第３学年・第４学年社会科学習指導案

１．単元名 ３．安全なくらしを守る工夫について考えよう

～交通事故をふせぐ（３年生）～ ～火事をふせぐ（４年生）～

２．単元について

(1) 前単元との関わりと本単元のねらい

３・４年生ともに，子どもたちはこれまで前単元「人々のしごととわたしたちのくらし」の学習にお

いて，販売の仕事に携わる人々が販売を高めるために品揃えや商品の品質管理などさまざまな面で工夫

や努力をしていることや，りんごの生産に携わる人々がりんごの生産を高めるために土作りや摘果など

さまざまな工夫や努力をしていることを学習してきた。これらの学習を通して，地域における商業活動

や生産活動に携わる人々がさまざまな工夫や努力をしていることをとらえるとともに，それらの仕事と

自分たちの生活との関わりについて関心を高めてきた。

本単元では，これらの学習を受け，人々の安全を守るための取り組みについて学習していく。３年生

においては子どもたちにとっても身近な交通事故を題材として取り上げ，交通事故を防ぐために警察を

はじめとして，学校や地域などの関係諸機関が互いに連携し，協力してさまざまな活動に取り組んでい

ることをとらえさせるとともに，事故や事件が起きた際に警察がどのような働きをするのかをとらえさ

せていく。その中で，事故から人々の安全を守る工夫や努力の意義について自分なりの考えをもたせる

とともに，社会の一員としての交通事故を防ぐための実践力を高めたい。４年生においては，Ａ・Ｂ年

度構成から同単元異内容構成の複式指導計画への移行措置に伴い，事前に「交通事故を防ぐ」の学習を

した。その上で，交通事故と同様に人々の安全を守るための活動の意義についてしっかりとした自分な

りの考えをもてるようにしたい。また，安全な生活を自らも守っていくために自分がどのように考え，

どう行動していけばいいのかという意思決定力を育てていきたい。

(2) 教材について

ア．交通事故について

平成 18 年中の岩手県内の事故発生件数は 5,416 件で死者数は 76 人であった。前年と比較すると発
生件数・死者数ともに減少し，特に死者数は過去 10 年間で最も少なくなっている。全国で見ても死
者数は 51年ぶりに 6,500人を割った。しかし，6千人以上の非常に多くの尊い命が失われ，特に最近
は飲酒運転による事故が多発し，悲惨な状況が続いていることには変わりはない。盛岡市における交

通事故発生件数は平成 18 年中 11 月末までに 1,292 件となっており，発生件数で見ると県内ワースト
１となっている。交通事故の根絶は人々の永遠の願いであり，警察署をはじめとして地方公共団体や

学校，交通安全協会など関係諸機関による取り組みの他，マスコミによる呼びかけなど社会全体で交

通事故を防ぐための取り組みが行われているが，交通ルールやマナーを守っていこうとする一人一人

の心がけが最も大切なことであると言える。

イ．火事について

平成 17年中の岩手県内の火事の発生件数は 459件で，死者数は 39人に上る。全国で見ると住宅の
火事による死者数は 1,220 人と過去最多を記録した。盛岡市では 59 件の火事が発生し，交通事故と
同様県内ワースト１である。火事の主な原因は「放火」「こんろ」「たき火」などで，悪質な行為や不

注意により尊い生命や財産などを一瞬のうちに奪ってしまう火事をなくすこともまた人々の永遠の願

いである。火事を防いだり，万が一火事が起きた際に被害を最小限にとどめたりするために，消防署

をはじめ地域や学校など関係諸機関が連携・協力してさまざまな取り組みが行われている。これは交

通事故を防ぐ工夫や努力と本質的には同じものである。そして，交通事故と同様に火事による悲劇を

根絶するためには何よりも一人一人の心がけや行動が最も大切であることは言うまでもない。

(3) 学習指導観

ア．児童の実態

すずらん組の子どもたちは社会科の学習にいつも意欲的に取り組んでいる。今年度の社会科は 3 年
生の指導内容となっているが，見学や地図作りなどの体験的な活動に積極的に取り組むとともに，追

究の結果を分かりやすくまとめて表現する力も育ってきている。一方，複数の事象を関連付けて見た

り共通性や違いなどに気をつけて考えたりする力は十分に育っていない。特に３年生は初めての教科

ということもあり，調べ方や追究の視点の設定，学習計画の立て方など社会科としての学び方につい

て指導を続けている段階である。

また，安全な生活を守るための取り組みについては，４年生は「交通事故をふせぐ」の学習を通し

て交通事故を防ぐための取り組みが予想以上に多くの人々の手によって推進されていることや，関係

諸機関が連携して計画的に取り組んでいることを捉えながら，自らも安全な生活を送っていこうとす
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る意識をもつようになってきた。しかし，事故以外の災害についてはまだ目が向いておらず，火事を

防ぐ工夫や努力についても校内の防火施設等を普段目にはしているものの，それらの意味や関連性に

ついてはまだ気づいていない。

また，３年生においては交通事故を他人事としか見ていない子どもがほとんどで，身の回りにある

交通事故を防ぐための取り組みについての意識も低い。本校は市内全域が学区ということもあり，登

下校時には子どもたちは多くの取り組みを目にしているのだが，その１つ１つの意味や関連性などに

ついて気づいている子どもは少ない。

イ．単元の構成と指導の構想

上記のような児童の実態を受け，単元の導入においては写真資料や交通事故及び火事発生件数のグ

ラフ，交通事故や火事を伝える新聞記事などから，交通事故や火事の悲惨さを十分に感じ取らせたい。

その上で，人々の安全な生活を守ることの大切さに気づかせたい。その気づきを交流し合うことを通

して「人々の安全な生活を守るための取り組みにはどのようなものがあるのだろう。」という単元全

体の課題意識へと高めていく。また課題に対する予想を交流する中で，両学年共通の追究の視点とし

て「学校における取り組み」「身近な地域に見られる取り組み」「警察や消防の取り組み」の３つの視

点を設定する。

課題の追究段階では，小単元ごとに「課題確認→追究→まとめ」のサイクルを設定し，３つの視点

ごとにそれぞれの取り組みに見られる工夫や努力に気づかせていく。課題の追究の段階では校内や学

校周辺の施設を調べたり，警察署や消防署の見学をしたりするなど体験的な活動を中心に据え，実感

を伴った追究活動を展開していきたい。そして追究段階の後半で，３つの視点で捉えたことを総合的

に見させることにより共通性や関連性に気づかせていく。

単元の終末では，交通事故を防ぐための取り組みと火事を防ぐための取り組みについての共通性や

関連性について話し合うことを通して，人々の安全な生活を守るための取り組みの意義について自分

なりの考えをもたせるようにしたい。特に４年生においては，交通事故と火事について両方の学習の

まとめとして，安全な生活を守っていくための取り組み方について自分はどう関わっていけるかにつ

いて考えを深めさせていく。

ウ．複式指導に関わって

異学年少人数である複式学級のよさを生かし，子どもたち一人一人の学習意識を高めていくため，

次の４つの視点から手立てを組んでいく。

① 課題意識の共有化

単元の課題設定及び学習計画を立てる場面では２つの学年の内容を共通に取り上げることで，課

題意識を共有化する。具体的には，交通事故と火事の写真を同時に提示し，それらから読み取った

ことを話し合いながら２つの題材に共通する点に気づかせていく。そして，交通事故や火事から

人々の安全な生活を守るための取り組みにはどのようなものがあるのだろう，という共通の課題意

識へと高めていきたい。交通事故と火事という学習する内容は違ってもゴールが同じところにある

という意識を明確にもたせることによって，共に学習しているという気持ちを連続させていきたい。

また，小単元や単位時間レベルでも課題確認を２学年共通にしていくことで課題意識の共有化を常

に図れるようにしたい。

② 方法意識の共有化

単元の学習計画を立てる場面も２つの学年を共通に取り扱う。追究の視点として「学校」「地

域」「警察・消防」の３つを，課題に対する予想を交流し合う中から設定し，どちらの学年も同じ

ような見通しで学習を進めていくということを確認し合えるようにする。また，追究活動の中心と

なる見学や調査活動も一緒に行っていくようにする。小単元や単位時間レベルにおいても，調べ方

や記録の仕方など具体的な学び方について４年生が３年生にアドバイスすることで 3 年生は学び方
を身につけていくことができるとともに，４年生においても，自分の学び方を再度振り返ることに

つながっていくものと思われる。

③ 評価意識の共有化

課題設定や学習計画を共通に扱うことに対応して，単元全体及び小単元や単位時間レベルにおい

ても学習内容や学び方について，お互いの学年が実感をもって評価し合えるようにしたい。評価し

合う内容としては「課題解決の結果」「自分の考えの変化」「学び方の振り返り」が中心となる。両

学年とも自分の学年の学習について他学年に伝えることを通して自分の中で学習を再構成する必要

性に迫られ，学習内容や学び方がより定着することにつながるであろう。さらに，４年生において

は既習事項である交通事故から安全を守るための工夫や努力について３年生から伝えられることに

より火事から安全を守るための取り組みとの共通点に気づき，人々の安全な生活を守るためのさま

ざまな取り組みについて，自分の考えを深めることにつながるものと思われる。

そして，３年生においては４年生の学習内容について詳細まで理解できなくても，自分の学習内容
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との共通性に気づくとともに，来年に学習することへの具体的な見通しを持てるであろう。

④ 直接指導と間接指導の効果的な設定

本単元では課題設定・追究活動・まとめをほぼ共通に扱っていくが，追究結果を出し合い，その

内容を意義付ける場面では直接指導と間接指導を効果的に設定することにより，それぞれの学年の

学習内容や育てたい考え方がしっかりと身に付くようにしたい。まず３年生に直接指導で入り，追

究結果を整理するとともに，そこに見える人々の願いや社会的な意義について子どもと共に確認し

ていくようにする。その後間接指導の中で３年生に再度学習内容を学習シートにまとめさせること

で学習内容の定着を図れるようにする。また，４年生についてはまず間接指導の中で個々が追究結

果を学習シートに整理し，一人一人がしっかりとした理解した上で直接指導の場へと移れるように

したい。直接指導では各自がまとめた追究結果や一人一人の考えを交流するとともに，発問などで

ゆさぶりをかけながら社会的な見方や考え方を高めていきたい。

３．単元の目標

(1) 共通の目標

地域社会において，交通事故や火事から人々の安全を守るために警察署や消防署をはじめとする関係

諸機関が相互に連携し合い，計画的な取り組みをしていることを理解するとともに，その工夫や努力に

ついて考え，自らも安全な生活をしていこうとする意識をもつことができる。

(2) 各学年の目標

３年生 ４年生

関心・意欲・態 交通事故防止などの地域の安全を守る 火事から人々の安全を守るための消防や

度 警察や関係諸機関の働きについて意欲的 関係諸機関の働きについて意欲的に調べ，

に調べ，自らも地域社会の一員として安 自らも地域社会の一員として災害を防い

全なくらしを心がけようとする。 だり自分の安全を守ろうとしたりする。

社会的思考・判 交通事故防止などの地域の安全を守る 火事から安全を守るためのさまざまな

断 人々の取り組みを，諸機関相互に関連付 工夫や努力について，消防署を中心とす

けて考えることができる。 る関係諸機関の相互のはたらきについて

関連付けて考えるとともに，安全なくら

しを守るための自分なりの考えをもつこ

とができる。

観察・資料活用 交通事故にかかわるグラフや写真等の 火事にかかわるさまざまな資料を的確

の技能・表現 資料を効果的に活用したり，施設調べや に活用したり，施設調べや消防署見学を

警察署の見学を通してわかったことをま 通してわかったことを，わかりやすくま

とめて表現したりすることができる。 とめて表現したりすることができる。

知識・理解 交通事故や事件などから人々の安全を 火事や災害から地域の人々の生活を守

守るために，警察や関係諸機関が協力し るために，消防署をはじめとする関係諸

合いながら努力や工夫を重ねていること 機関が協力して取り組んでいることや，

を理解することができる。 そこにたずさわる人々の工夫や努力につ

いて理解することができる。

４．単元の指導計画と評価計画（１６時間 本時１２／１６時間）

３年生 直接 ４年生

小単元名 学習活動 ※評価規準（観点→方法） 間接 学習活動 ※評価規準（観点→方 小単元名

法）

（１） １．交通事故や火事の様子を伝える １．交通事故や火事の様子を伝え （２）

お そろ し 写真を見て，気づいたことを話 る写真を見て，気づいたことを お そ ろし

い 交通 事 し合う。 話し合う。 い火事

故 ２．新聞記事やビデオをもとに，事 ２．新聞記事やビデオをもとに， （２時間）

（２時間） 故や火事が身近な問題であるこ 事故や火事が身近な問題である

とをとらえる。 ことをとらえる。

３．盛岡市の交通事故及び火事の発 ３．盛岡市の交通事故及び火事の
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生件数や原因の資料を見て気づ 発生件数や原因の資料を見て気

いたことを話し合う。 づいたことを話し合う。

４．事故や火事のおそろしさについ ４．事故や火事のおそろしさにつ

て話し合い，学習課題を設定す いて話し合い，学習課題を設定

る。 する。

５．課題に対する予想を交流すると ５．課題に対する予想を交流する

ともに，調べる内容や方法につい とともに，調べる内容や方法

て話し合い，学習計画を立てる。 について話し合い，学習計画

①学校での取り組み を立てる

（安全担当の先生に聞く。） ①学校での取り組み

②地域での取り組み （校舎内の施設を調べる。安全担

（学校の周辺を調べる。交通指導員 当の先生に聞く。）

さんに聞く。） ②地域での取り組み

③警察の取り組み （学校の周辺を調べる。）

（警察署の見学。警察の方に聞く。） ③消防署の取り組み

※写真やグラフなどの資料を的確に （消防署の見学。消防の方に聞く。）

読み取り，交通事故の様子を具体 ※写真やグラフなどの資料を的確

的にとらえることができる。（資・ に読み取り，火事の様子を具体的

思→発言・ノート） にとらえることができる。（資・

※交通事故の恐ろしさを実感し，交 思→発言・ノート）

通事故から安全を守るための取り ※火事の恐ろしさを実感し，火事

組みついて意欲的に調べようとし から安全を守るための取り組みつ

ている。（関→発言・ノート・学習 いて意欲的に調べようとするとも

計画表） に，交通事故の学習の経験をもと

に調べる見通しを具体的にもつこ

とができる。（関→発言・ノート・

学習計画表）

（２） １．学習課題を設定する。 １．学習課題を設定する。 （２）

交 通事 故 火 事 から

か ら人 々 人 々 の安

の 安全 を 全 を 守る

守 るた め た め の取

の 取り 組 ２．課題に対する予想を話し合う。 ２．課題に対する予想を話し合う。 り 組 みに

み につ い ３．学校での交通事故を防ぐための ３．校舎内にある火事を防ぐための つ い て調

て 調べ よ 取り組みについて調べる。 施設について調べる。 べよう。

う。 ・行事予定表から交通事故防止に関 ・校舎内の施設を探し，シートに書 (10時間)

（10時間） わる取り組みを調べる。 き込む。 ① 学 校で

① 学校 で ・安全担当の先生にインタビューす ・事務室の先生に校舎内の施設につ の 取 り組

の 取り 組 る。 いてインタビューする。 み に つい

み につ い て 調 べよ
て 調べ よ ４．学校での取り組みについて，調 ４．学校での取り組みについて，調 う。

う。 べてわかったことを話し合う。 べてわかったことを学習シートに （2時間）

（2時間） まとめる。

５．話し合ったことをもとに，調べ ５．調べてわかったことを出し合い，

てわかったことを学習シートに整 学校での取り組みについて話し合

理する。 う。

６．学習をふりかえり，自己見解を ６．学習をふりかえり，自己見解を

まとめる。 まとめる。

７．学習のまとめを異学年間で伝え ７．学習のまとめを異学年間で伝え

交通事故や火事から安全なくらしを守るための取り組みにはどのようなも

のがあるのだろう

学校では，交通事故から安全なくら

しを守るためにどのようなことに取り

組んでいるのだろう。

学校では，火事から安全なくらしを

守るためにどのようなことに取り組ん

でいるのだろう。
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合い，感想を交流する。 合い，感想を交流する。

※追究計画に基づき，学校における ※追究計画に基づき，学校における

取り組みについて意欲的に調べて 取り組みについて意欲的に調べて

いる。（関→発言・ノート・学習シ いる。（関→発言・ノート・学習

ート） シート）

※学校での交通事故から安全を守る ※学校での火事から安全を守るため

ための取り組みについて，安全担 の取り組みについて，校舎内の調

当の先生へのインタビューからわ 査や担当への先生からインタビュ

かったことを的確に記録すること ーからわかったことを的確に記録

ができる。 することができる。（資→学習シ

（資→学習シート） ート）

※学校では交通事故から安全を守る ※火事から安全を守るために，学校

ために，関係機関と連絡を取り合 にはさまざまな設備があることや

いながら計画的に取り組んでいる 関係機関と連絡を取り合いながら

ことを理解するともに，自分なり 計画的に取り組んでいることを理

の考えをもつことができる。 解するとともに，交通事故から安

（思・知→学習シート・ノート） 全を守るための取り組みとの共通

性について自分なりの考えをもつ

ことができる。

（思・知→学習シート・ノート）

② 地域 で １．学習課題を設定する。 １．学習課題を設定する。 ② 地 域で

の 取り 組 の 取 り組

み につ い み に つい

て 調べ よ て 調 べよ

う。 う。

（3時間） ２．課題に対する予想を話し合う。 ２．課題に対する予想を話し合う。 （3時間）

３．学校周辺にある施設を調べ，わ ３．学校周辺にある施設を調べ，わ

かったことをシートに記録する。 かったことをシートに記録する。

・信号機 ・横断歩道 ・地下道 ・消火栓（地上式・地下式）

・標識 ・歩道橋 ・ガードレール ・防火水そう

他

４．学校での取り組みについて，調 ４．学校での取り組みについて，調

べてわかったことを話し合う。 べてわかったことを学習シートに

まとめる。

５．話し合ったことをもとに，調べ ５．調べてわかったことを出し合い，

てわかったことを学習シートに整 学校での取り組みについて話し合

理する。 う。

６．学習をふりかえり，自己見解を ６．学習をふりかえり，自己見解を

まとめる。 まとめる。

７．学習のまとめを異学年間で伝え ７．学習のまとめを異学年間で伝え

合い，感想を交流する。 合い，感想を交流する。

※追究計画に基づき，地域における ※追究計画に基づき，地域における

取り組みについて意欲的に調べて 取り組みについて意欲的に調べて

いる。（関→発言・ノート・学習シ いる。（関→発言・ノート・学習

ート） シート）

※地域での交通事故から安全を守る ※地域での火事から安全を守るため

ための取り組みについて，実際に の取り組みについて，実際に道路

道路で施設を調べて的確に記録す で施設を調べて的確に記録するこ

ることができる。（資→学習シート） とができる。（資→学習シート）

※地域には交通事故から安全を守る ※火事から安全を守るために，地域

ためにの施設があることや地域の にはさまざまな設備があることを

地いきでの，交通事故から安全なく

らしを守るための取り組みにはどのよう

なものがあるのだろう。

地いきでの，火事から安全なくらし

を守るための取り組みにはどのような

ものがあるのだろう。
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人々がさまざまな取り組みをして 理解するとともに，交通事故から

いることを理解するとともに自分 安全を守るための取り組みとの共

なりの考えをもつことができる。 通性について自分なりの考えをも

（思・知→学習シート・ノート） つことができる。

（思・知→学習シート・ノート）

③ 警察 署 １．学習課題を設定する。 １．学習課題を設定する。 ③ 消 防署

の 取り 組 の 取 り組

み につ い み に つい

て 調べ よ て 調 べよ

う う

(5時間) (5時間)

※本時5/5時 ２．課題に対する予想を話し合う。 ２．課題に対する予想を話し合う。 ※本時5/5時

間 ３．岩手県警察本部を見学し，交通 ３．盛岡中央消防署を見学し，火事 間

下 線 部 本 事故から安全を守るための取り組み から安全を守るための取り組みに 下 線 部本

時 について調べ，見学ノートに記録す ついて調べ，見学ノートに記録す 時

る。 る。

・通信指令室と交通管制センターの ・消防署の方にどのような仕事が

見学 あるのかを聞く。

・警察の仕事（インタビュー） （施設の点検・消防の計画・訓練・

通信司令室の様子など）

４．警察での取り組みについて，調 ４．消防での取り組みについて，

べてわかったことを話し合う。 調べてわかったことを学習シート

にまとめる。

５．話し合ったことをもとに，調べ ５．調べてわかったことを出し合い，

てわかったことを学習シートに整 消防での取り組みについて話し合

理する。 う。

６．学習をふりかえり，自己見解を ６．学習をふりかえり，自己見解を

まとめる。 まとめる。

７．学習のまとめを異学年間で伝え ７．学習のまとめを異学年間で伝え

合い，感想を交流する。 合い，感想を交流する。

※追究計画に基づき，警察における ※追究計画に基づき，地域における

取り組みについて意欲的に調べて 取り組みについて意欲的に調べて

いる。（関→発言・ノート・学習シ いる。（関→発言・ノート・学習

ート） シート）

※交通事故から安全を守るための取 ※火事から安全を守るための取り組

り組みについて，実際に警察署を みについて，実際に消防署を見学

見学したり警察の方にインタビュ したり消防署の方にインタビュー

ーしたりしながら必要な情報を的 したりしながら必要な情報を的確

確に記録することができる。（資→ に記録することができる。（資→

学習シート） 学習シート）

※警察署では交通事故から安全を守 ※消防署では火事から安全を守るた

るためにさまざまな工夫や努力を めに，さまざまな工夫や努力をし

していることを理解するとともに， ていることを理解するとともに，

その意義について自分なりのしっ 警察における取り組みとの共通性

かりとした考えをもつことができ や関連について考えをもつことが

る。 できる。

（思・知→学習シート・ノート） （知→学習シート・ノート）

（３） １．交通事故以外に警察ではどのよ １．火事以外に消防ではどのような （３）

事 件か ら うな仕事をしているか予想する。 仕事をしているか予想する。 災 害 から

安 全を 守 ２．岩手県警察のホームページ資料 ２．岩手県総合防災室のホームペー 安 全 を守

る をもとに，犯罪から人々の安全を ジ資料をもとに，災害から人々の る

(2時間) 守るための仕事について調べる。 安全を守るための仕事について調 （2時間）

交通事故から安全なくらしを守

るために，警察署ではどのような取

り組みをしているのだろう。

火事から安全なくらしを守るため

に消防署ではどのような取り組みを

しているのだろう



7

べる。

３．加賀野交番の方のお話から，盗 ３．中央消防署の方のお話から，災

難や不審者などによる犯罪など， 害から人々の安全な生活を守るた

事件から人々の安全を守るための めの取り組みについて知る。

取り組みについて知る。 ４．警察の取り組みとの共通性につ

いて考え，話し合う。

４．事件から人々の安全を守るため ５．災害から人々の安全を守るため

の取り組みについて，わかったこ の取り組みについて，わかったこ

とや考えたことなどをまとめる。 とや考えたことなどをまとめる。

※事件から人々の安全を守るための ※災害から人々の安全を守るための

警察官の取り組みについて理解す 消防署の取り組みについて理解す

ることができる。（知→シート・ノ るとともに，警察の取り組みとの

ート） 共通性について考えることができ

る。

（知・思→発言・ノート）

（４） １．これまでの学習をもとに，交通 １．これまでの学習をもとに，災 （４）

安 全な く 事故や事件から自分たちの安全 害や交通事故などから自分たちの 安 全 なく

ら しを 守 を守るために，どのような人が， 安全を守るために，どのような人 ら し を守

るために どのような努力をしているか話 が，どのような努力をしているか るために

（２時間） し合う。 まとめる。（学習シート記入） （２時間）

２．自分たちもできることはないか ２．自分たちもできることはない

話し合う。 か話し合う。

３．交通事故から安全を守るために， ３．災害や交通事故などから安全

自分ができることをまとめる。（学 を守るための人々の努力について

習シート記入） まとめ，自分たちもできることを

話し合う。

４．これまでの学習をふりかえり， ４．これまでの学習をふりかえり，

人々の努力についてとらえるとと 人々の努力についてとらえるとと

もに，自分たちも安全なくらしを もに，自分たちも安全なくらしを

まもるためにできることを話し合 守るためにできることを話し合

う。 う。

※交通事故や事件から安全な生活を ※災害や交通事故などから安全な

守るために関係諸機関が連携し， 生活を守るために関係諸機関が連

計画的にさまざまな取り組みをし 携し，計画的にさまざまな取り組

ていることを理解することができ みをしていることを理解すること

る。（知→ノート・シート） ができる。（知→ノート・シート）

※交通事故や事件から安全な生活を ※災害や交通事故から安全な生活

守るために，自分ができることを を守るために，自分ができること

考えるとともに，自ら行動する意 を考えるとともに，どのように行

欲をもつことができる。（思・関→ 動するかしっかりとした自分の考

発言・ノート） えをもつことができる。（思・関

→発言・ノート）
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５．本時の学習

(1) 目標

【共通の目標】

交通事故や火事から人々の安全な生活を守るために，警察署や消防署では日ごろから計画的に仕事を

していることや，事故や火事が起きた際にも被害を最小限にとどめるために迅速に対処していることを

理解することができる。

【３年生の目標】

◎交通事故から人々の安全を守るために，警察署では日常から関係諸機関と連絡を取り合いながら，組

織的に仕事をしていることを理解することができる。

○警察における交通事故から人々の安全を守るため取り組みと自分の生活との関連について考えること

ができる。

【４年生の目標】

◎火事から人々の安全を守るために，消防署では日常から関係諸機関と連絡を取り合いながら，組織的

に仕事をしていることを理解することができる。

○安全な生活を守るための取り組みについて，警察署との共通性について気づくとともに，その意義に

ついて自分なりの考えをもつことができる。

(2) 展開

本時は警察署及び消防署の見学を受けて，それぞれの取り組みの内容について整理してとらえるとと

もに，そこに見られる工夫や努力を理解することが主たるねらいとなる。

３年生は，まず直接指導において，警察署の取り組みについて「交通管制センター」と「通信指令

室」のしくみや役割を中心に取り上げ，それぞれの取り組みの目的や意義について話し合うことを通し

て一人一人の考えを深めさせる。その後，間接指導においてみんなで話し合ったことをもとに学習シー

トに警察署の仕事の内容とその意義を記述させることを通して学習内容の定着と思考の深まりを促して

いく。

４年生は，まず間接指導において，消防署における日常の取り組みの内容とその目的について見学ノ

ートや消防署の方のお話（資料）をもとに学習シートにまとめさせる。また，消防署の方がどのような

気持ちで仕事をしているのかについて自分の考えも記述させることで一人一人にしっかりとした考えを

もたせたい。その後，直接指導において個々がまとめた内容を発表させながら，消防署の仕事の意義に

ついて確かめる。その上で警察署の取り組みとの共通性について触れ，人々の安全を守るために警察署

も消防署も同じように工夫や努力をしていることをとらえさせていく。

最後に，それぞれの学年の追究内容に応じて一人一人が書いた「学習のまとめ」を異学年間で伝え合

う活動を通して評価意識と共同意識を高めたい。

３学年 ４学年

指導上の留意点 学習活動 直接・間接 学習活動 指導上の留意点

１．学習課題を確認する。課 課 １．学習課題を確認する。

題 題

の の

把 把

握 握

・本時学習の最後に4年生に学習の ２．本時学習の見通 ２．本時学習の見通 ・本時学習の最後に3年生に学習の

まとめを伝えることを確認し，学 しの共有化を図り， 共 共 しの共有化を図り， まとめを伝えることを確認し，学

習意識の共有化を図るとともに学 課題意識を高める。 通 通 課題意識を高める。 習意識の共有化を図るとともに学

習に対する意欲を高める。 導 導 習に対する意欲を高める。

入 入

３ ３

分 分

３．交通事故から安全な 課 課 ３．火事から安全なくら ・自己学習を進められるように学習

くらしを守るための 題 題 しを守るための消防署 シートを準備する。

・警察署における取り組みを「日常 警察署の取り組みに の の の取り組みについてま

の取り組み」と「事故への対処」 ついてとらえる。 追 追 とめる。

の2点に整理することで，それぞ (１)追究結果をもとに警 究 究 (１)消防署における日常 ・「見学ノート」と「消防署の方の

れの取り組みの目的についてとら 察署の取り組みつい ① ① の取り組みを学習シ お話」の２つの資料から，日常的

えられるようにする。 て話し合う。 ートにまとめる。 に行っている仕事を整理して記述

①日ごろからの取り組 直 間 （訓練・点検・査察・ できるようにする。

み。（管制センター・ 接 接 24時間体制）

パトロール等） 指 指

導 導

②交通事故が起きたとき

の対処。（通信指令室 17 1 7

の仕組み等） 分 分

交通事故から安全な生活を守るために，警察署で

はどのような取り組みをしているのだろう。

火事から安全なくらしを守るために消防署ではど

のような取り組みをしているのだろう
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・「警察署の方のお話」の資料及び (２)交通事故から安全な (２)消防署における日常 ・学習シートに整理したことをもと

板書をもとに，警察署では日頃か くらしを守るために， 的な取り組みの意義に に，消防署の方がどのような気持

らさまざまな人々が連携して組織 警察署では日ごろから ついて，自分の考 ちで仕事をしているのか，自分の

的に仕事をしていることをとらえ 計画的・組織的に仕事 えをもつ。 考えを記述させるようにする。

させるとともに，警察官の気持ち をしていることをとら

についても触れるようにする。 える。

・自己学習を進められるように学習 ４．交通事故から安全な 課 課 ４．火事から安全なくら

シートを準備する。 くらしを守るための 題 題 しを守るための取り組

取り組みの内容や意 の の みの内容や意義につい

義についてまとめ，自 追 追 て話し合う。

分の考えをもつ。 究 究 (１)消防署の取り組みの ・「日常の取り組み」と「火事への

・直接指導で確かめた内容と意義に (１) 交通事故から安全 ② ② 内容や意義について 対処」の２つの視点に整理し，簡

ついて板書をもとにしながら学習 なくらしを守るための (２)警察署の取り組みと 潔に黒板上にまとめていく。

シートにまとめさせる。 警察署の取り組みと意 間 直 比較して気づいたこと

義についてまとめる。 接 接 を話し合い，警察署も

(２)学習シートにまとめ 指 指 消防署も日ごろから計

・まとめたことをもとに，警察官の た内容と警察の方のお 導 導 画的・組織的に仕事を ・3年生の板書を活用し，警察署の

仕事についての自分の考えを学習 話をもとに，自分の考 1 5 1 5 していることをとらえ 取り組みとの共通性について気づ

シートに記述させ，思考の深まり えをもつ。 分 分 る。 かせるようにする。

を促す。

・学習のまとめとして，「わかった ５．本時の学習をふりか ま ま ５．本時の学習をふりか ・学習のまとめとして，「わかった

こと」「自分の考え」「さらに調べ えり，自己見解をまと と と えり，自己見解をまと こと」「自分の考え」「さらに調べ

たいこと」「学習の取り組み方に める。 め め める。 たいこと」「学習の取り組み方に

ついて」の4つを記述するように ・ ・ ついて」の4つを記述するように

する。 発 発 する。

展 展

直 直

接 接

指 指

導 導

10 10

分 分

・3年生から先に伝え，4年生からの ６．学習のまとめを4年 ６．学習のまとめを3年 ・3年生から先に伝え，4年生は適切

感想をもらった上で4年生の学習 生と伝え合い，評価意 生と伝え合い，評価意 な感想を話した上で，自分の学習

のまとめを聞くようにする。その 識と共同意識を高め 識と共同意識を高め のまとめを3年生に伝えるように

際に疑問に思ったことは質問させ る。 る。 する。

る。

・交通事故以外にも警察署の取り組 ７．次時の学習内容につ ７．次時の学習内容につ ・火事以外にも消防署の取り組みが

みがないか投げかけ，次時への学 いて見通しをもつ。 いて見通しをもつ。 ないか投げかけ，次時への学習意

習意欲を高める。 欲を高める。

評価・交通事故から人々の安全

を守るための警察署の取

り組みについて理解して

いる。【知→ノート】

・警察における交通事故か

ら人々の安全を守るため

の取り組みの意義や自分

の生活との関連について

考えをもっている。

【思→ノート】

評価・火事から人々の安全を守

るための消防署の取り組

みについて理解している。

【知→ノート】

・消防署における火事から

人々の安全を守るため取

り組みの意義や自分の生

活との関連について考え

るとともに，交通事故を

防ぐ働きとの共通性につ

いて気づいている。

【思→ノート】
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第３学年・第４学年理科学習指導案

《第３学年》 《第４学年》

１ 単元名 「明かりをつけよう」 １ 単元名 「もののあたたまりかた」

東京書籍 P62～ 69 東京書籍下 P50～ 59

２ 単元の目標 ２ 単元の目標

身のまわりの明かりに興味をもち、豆電球、 生活場面や簡易実験から、金属のあたたまり

導線をどのようにつなぐと明かりがつくかを比 かたについて問題をもち、金属は熱したところ

較しながら調べ、回路（電気の通り道）ができ からどのようにあたたまっていくかを、見通し

ると電気が流れ、明かりがつくことをとらえる をもって調べることができるようにする。また、

ことができるようにする。次に、身のまわりの 水や空気と金属ではあたたまりかたが違うこと

いろいろなものを回路につないで明かりがつく を、ものの性質と関係づけてとらえることがで

かを比較しながら調べ、電気を通すものと通さ きるようにする。

ないものを判別し、そのことを回路の考えかた

を利用して、工夫してスイッチを作ることがで

きるようにする。

３ 学習指導要領との関連 ３ 学習指導要領との関連

B(2) 乾電池に豆電球などをつなぎ、電気を B(2) 金属、水及び空気を暖めたり温めたり
通すつなぎ方や電気を通す物を調べ、電気 冷やしたりして、それらの変化の様子を調

の回路についての考えをもつようにする。 べ、金属、水及び空気の性質についての考

ア 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ えをもつようにする。

方があること。 ア 金属、水及び空気は、温められたり冷

イ 電気を通す物に通さない物があること。 やしたりすると、そのかさが変わること。

イ 金属は熱せられた部分から順に温まる

が、水や空気は熱せられた部分が移動し

て全体が温まること。

４ 評価規準 ４ 評価規準

【自然事象への関心・意欲・態度】 【自然現象への関心・意欲・態度】

① 豆電球と乾電池、導線などをつないで回路 ① 金属、水及び空気を温めたときの現象に興

をつくると豆電球が点灯することに興味をも 味・関心をもち、進んでものの温度に対する

ち、進んで回路のつなぎ方やつなぐものを調 性質の違いを調べようとする。

べようとする。 ② ものの温まり方の特徴を適用し、身の回り

② 豆電球を使ったおもちゃをつくることに興 の現象を見直そうとする。

味をもち、意欲的に取り組もうとする。

【科学的な思考】 【科学的な思考】

① 豆電球が点灯するときとしないときを比較 ① ものの性質と温度変化を関係づけて考える

して、点灯するときは、電気の通り道が 1つ ことができる。

の輪のようになっているという見方や考え方 ② 金属、水及び空気を熱したときの様子を比

ができる。 較して、ものの温まりかたの違いを考えるこ

とができる。
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【観察・実験の技能・表現】 【観察・実験の技能・表現】

① 豆電球と乾電池、導線などをつないで回路 ① 加熱器具などを安全に操作し、金属、水及

をつくり、豆電球を点灯することができる。 び空気の温まり方の特徴を調べる実験やもの

② 身の回りにあるものを比較しながら、電気 づくりをすることができる。

を通すものと通さないものについて調べ、記 ② 金属、水及び空気の温まり方の特徴を調べ、

録することができる。 記録することができる。

【自然現象についての知識・理解】 【自然現象についての知識・理解】

① 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方が ① 金属は熱せられた部分から順に温まるが、

あることがわかる。 水や空気は熱せられた部分が移動して全体が

② 物には、電気を通すものと通さないものが 温まることを理解している。

あることがわかる。

５ 複式指導を進めるにあたって

２学年ともに、実験を通した学習である。

３年生は、実験を通しての学習経験が少ないことを考慮して、直接指導の時間を多くとる。４

年生は、導入段階で単元全体の計画を立てさせ、毎時間の課題把握や実験方法・準備等を自分た

ちでも確認しながら進められるようにする。ただし、アルコールランプを使用した実験において

は、この限りではない。本単元がアルコールランプを使用しての実験であることから、週 1 時間

の学年間の理科の時数の差を利用して、単学年だけで学習が行えるように工夫する。
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５ 指導計画

第３学年（７時間） 第４学年（９時間）

学習活動 学習活動

1 身の回りの明かりに（電気）について 1 生活の中で、ものをあたためた経験や
話し合う。 あたたまっているものにふれた経験につ

いて想起する。

2 懐中電灯を提示し、明かりがつく現象 2 課題を把握する。
を見る。

１ １ 金属は、どのようにあたたまるのだろ

3懐中電灯を分解して、中の部品を見る。 うか。

4課題を把握する。 3 予想する。

5 豆電球と乾電池とソケットのつなぎ方 4 金属のあたたまり方について、簡単な
について予想する。 実験をする。

・熱い湯に、金属のスプーンを入れる

・しばらくしたら、スプーンのはしのほ

うにふれてみる。

6 豆電球と乾電池をつないで、明かりの 5 分かったことを発表する。
つくつなぎ方を見つける。 ・湯にふれていない部分も熱くなっている

6 課題についてまとめる。

金属は、一部が熱いところにふれてい

ると、他のところも熱くなっていく。

1課題を把握する。
1前時の実験結果を確認する。

豆電球の明かりのつくときは、どのよ ・金属は、一部が熱いものにふれている

うにつないだときかまとめよう。 と、ほかのところも熱くなっていく。

指導形態

豆電球と乾電池をつないで明かりをつ

けることに興味をもち、明かりのつくつ

なぎ方を調べる。

豆電球と乾電池をどのようにつなぐと、
明かりがつくのだろうか。

明かりのつくつなぎ方について話し合

い、電気の通り道についてまとめる。

金属は、熱いものにふれていないところ

も熱くなることに興味をもち、金属のあ

たたまりかたを予想する。

金属は、熱いものにふれていないとこ

ろも熱くなることに興味をもち、金属の

あたたまり方を予想する。
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2 豆電球に明かりがつくつなぎ方とつか 2課題を把握する。
ないつなぎ方に分け、明かりがつくと

きはどんな共通点があるか、豆電球と 金属の一部を熱したとき、ほかの部分

乾電池をどのようにつないだときかに は、どのようにあたたまっていくのだ

ついて話し合う。 ろうか。

3 豆電球の明かりがつくのは、どのよう 3 予想する。

につないだときかまとめる。 ・金属の棒の一方の端を熱した場合

・金属の棒の中央を熱した場合

乾電池の＋極、導線、豆電球、導線、 ・金属の棒を斜めにして、上の方を熱し

乾電池の－極の順に、1 つの輪のよう た場合

につなぐと、電気の通り道ができて電 ・金属の棒を斜めにして、中央を熱した

気がながれ、明かりがつく。 場合

・金属の板の角を熱した場合

4 豆電球がゆるんでいたり、フィラメン ・金属の板の中央を熱した場合

トが切れていたりすると明かりがつか ・切り込みを入れた板の角を熱した場合

ないのは、なぜか考える。

4予想を発表する。
・それぞれの予想について、自分なりの

根拠を明らかにする。

5 ソケットを塚合わずに、明かりをつけ 5 実験方法を確認し、実験器具を準備す
てみる。 る。

・豆電球のどこに２本の導線をつなげば

明かりがつくのか予想する。

・確かめる。

・導線 1 本だけでも明かりがつくかやっ
てみる。

1課題を確認する。

金属の棒の一部を熱して、金属のあた

たまりかたを調べよう。

2 実験を行う。
・金属棒全体にろうをうすく塗る。

・金属の一部を熱して、ろうの溶け方を

みる。

アルコールランプを正しく使って金属

のあたたまり方を調べ、金属は熱したと

ころから順に広がるように温まることを

とらえる。
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3実験結果を発表する。
・熱したところから順に左右にろうが溶

けた。

・左右同じくらいの場所のろうが溶けた。

・斜めにした金属棒は、上も下も同じよ

うにろうが溶けた。

・金属の板は、中心から円にように順に

ろうが溶けた。

4実験結果から分かることを考える。
・金属は、熱したところから順に広がる

1導線と導線の間にくぎをつないでも、 ようにあたたまる。

明かりがつくことを確かめる。

5課題についてまとめる。
2課題を把握する。

電気を通すものには、どんなものがあ

るのだろうか。

3調べるものを表にまとめ、それぞれに
ついての予想する。

・はさみ、クリップ、ノート、下敷き、 金属は、熱せられたところから熱が伝

空き缶、机、黒板、鉛筆、消しゴム、 わって、順にほかのところがあたたま

筆箱、コップ、ものさし、ビニール、 っていく。

アルミ缶･･･・

4テスターをつくる。 6実験経過や記録を学習シートにまとめ
る。

1 テスターを使って、電気をとおすもの
と通さないものを調べる。

1課題を把握する。

水や空気は、どのようにあたたまるの

だろうか。

2水や空気のあたたまり方について、生
活経験などをもとに話し合う。

・お風呂の水は、上の方が熱い。

・ストーブをつけていても、足もとは寒

い。

電気を通すものはどんなものかを調べ、

身のまわりのものを、電気を通すものと

通さないものとに分ける。

水や空気のあたたまり方について、生活

経験をもとにしたり、金属のあたたまり

かたと比較したりして考え、自分なりの

根拠をもった予想をする。
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3課題について予想する。
・金属と同じように、熱したところから

順にあたたまっていく。

・上から先にあたたまる。

・火より上のところだけがあたたまる。

4実験方法を考え、計画を立てる。
・試験管の中に水を入れ、下を熱する。

・試験管の中に水を入れ、中を熱する。

・試験管の中に水を入れ、上を熱する。

1 課題を確認する。

水は、どのようにあたたまっていくの

だろうか。

2 実験方法を確認し、必要な器具を準備
する。

3 水を入れた試験管を熱して、水のあた
たまりかたを調べる。

・試験管の下、中、上を熱する。

・熱したところの上下の反対側をさわる。

4 実験結果を発表するとともに、実験結
果から分かることを考える。

・試験管のどこを熱しても上から水はあ

たためる。

5課題についてまとめる。

水は、下のほうをあたためたときは、

上のほうもあたたまるが、上のほうを

あたためたときは、下のほうはあたた

まらない。

6次時の課題について考える。

水が、上からあたたまるのはなぜだろ

うか。

調べた結果を金属は電気を通すことをま

とめる。

水とおがくずを入れた試験管を熱して水

のあたたまりかたを調べ、結果を記録す

る。

水を入れた試験管を熱して、水のあたた

まり方を調べる。
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1 結果を発表し合い、どんなものが電気 1課題を確認する。
を通したかを話し合う。

水が、上からあたたまるのはなぜだろ

うか。

2 結果が分かれたもの、電気を通すもの
と予想したのに電気を通さなかったも 2課題について予想する。
のの表面の様子について話し合う。 ・あたためられた水は、上のほうに動い

ていくのではないか。

・火が上に当たっていたからではないか。

3 実験方法を確認し、必要な器具を準備
する。

3金属の表面に塗ってあるものをはがし、 4水の動きを調べる実験を行う。
電気を通すか調べる。 ・しめらせたおがくず（または、お茶の

・空き缶の塗料を紙ヤスリではがす。 葉）を試験管の底に入れ、スポイトで

・テスターを使って、塗料をはがした部 しずかに水を入れる。

分を調べる。 ・下のほうから熱する。

・おがくずが動くか調べる。

4電気を通すものについてまとめる。

金属は、電気を通す。金属の表面に電

気を通さないものが塗ってあるときは、

それを剥がすと電気が流れる。

5 資料から、豆電球などのつくりを理解 5実験結果および考えたことを発表する。
する。 ・火は上を熱していないのに上からあた

たまった。

・おがくずは、上に動いた。

・上に行ったおがくずは、下に動く。

・あたためられた水は、動いて上から温

まる。

6課題についてまとめる。

水はあたためられると上の方へ動き、

上のほうにあった温度の低い水は下に

動く。水は動きながら全体があたたま

る。

スイッチづくりに興味をもち、電気の性

質を利用して、スイッチをつくることが

できる。

温度計で温度を計ったり、熱源に線香の

煙を近づけたりして、空気のあたたまり

かたを調べる。
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1課題を把握する。 1課題を確認する。

電気の性質を利用して、スイッチをつ 空気は、どのようにあたたまるのだろ

くろう。 うか。

2これまでの学習を振り返る。 2課題について予想する。
・乾電池、豆電球、導線を１つの輪につ ・水と同じように空気も動いてあたたま

なぐと電気の通り道ができる。 るのではないか。

・回路を閉じると明かりがつき、閉じる ・空気は金属と同じように、端からあた

と明かりは消える。 たまるのではないか。

・金属でできているものは電気を通す。

3 実験方法を確認し、必要な器具を準備
3スイッチの設計図を考える。 する。

4スイッチをつくる 4空気の動きを調べる実験を行う。
・暖房している部屋の上の方と下の方で

温度を計って比べる。

・電熱器に線香の煙を近づけて、空気が

動いているか調べる。

5実験結果および考えたことを発表する。
・煙は上に動いた。

・水と同じようにぐるぐる動いていた。

6 課題についてまとめる。

空気はあたためられると上の方へ動き、

上のほうにあった温度の空気は下に動

く。空気は動きながら全体があたたま

る。

5つくったスイッチを発表する。 1 ５年生の発表を聞く。
・材料

・工夫したところ

6 資料から、豆電球などのつくりを理解 2課題を確認する。
する。

もののあたたまりかたについてまとめ

よう。

3「金属」や「水」「空気」のあたたまり

もののあたたまりかたについて、まとめ

る。
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方をまとめる。

・金属は、熱したところから順にあたた

まっていく。

・水は、動きながら全体があたたまって

いく。

・空気は、動きながら全体があたたまっ

ていく。

4 安全に実験を行うための注意について
ふりかえる。

7単元の学習をまとめる。 5 身の回りにあるもののあたたまりかた
・学習を振り返っての感想を書く。 を利用した物について調べる。

・熱気球

・エアコンの吹き出し口

・ストーブの配置

・温度計

・クーラント

・鍋

6単元の学習をまとめる。
・学習を振り返っての感想を書く。
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第５学年・第６学年社会科学習指導案
《第５学年》 《第６学年》

１ 単元名 わたしたちの生活と情報 ７時間 １ 単元名 わたしたちの生活と政治 ７時間

「放送局の働き」 「災害から人々を守る」

東京書籍 Ｐ２～ 25 東京書籍 Ｐ２～ 29

２ 単元の目標 ２ 単元の目標

(1) 共通の目標 (1) 共通の目標

・国民の生活に大きな影響を及ぼしている我が国の通信などの産業と国民生活の安定と向上

を願う政治の働きのかかわりについて考えることをとおして、人々が相互に様々なかかわ

りをもちながら生活を営んでいることに気付く。

(2) 学年の目標 (2) 学年の目標

・放送局で働く人々がそれぞれ互いに連携を取 ・災害復旧の取組を取り上げて、その取組が国

り合い、情報を速く、正確に、わかりやすく 民生活の安定と向上を図ろうとする地方公共

伝える工夫や努力をしていることを調べよう 団体や国の政治の働きによるものであること

とする。 を理解するとともに、政治の働きに関心をも

・ニュース番組をつくる人々の働きを調べ、情 つようにする。

報を速く、正確に、わかりやすく伝える工夫 ・防災センターを見学したり、災害対策部から

や努力、放送局の果たしている役割を考える。 資料を収集したりして政治の働きを調べ、政

治は国民生活の安定と向上を図るために大切

な働きをしていることを考える。

３ 評価規準 ３ 評価規準

【関心・意欲・態度】 【関心・意欲・態度】

放送局の働きに関心をもち、取材・編集・放 災害復旧の取組に興味をもち、人々の生活を

送という観点から調べようとする。 復旧させるための努力と経過を進んで調べると

ア 放送局での番組づくりや働く人々の工夫や ともに、選挙や政治に関心をもっている。

努力について進んで調べている。 ア 災害復旧の取組に関心をもち、進んで調べ

イ 放送局間の協力や新しく開発されるテレビ る計画を立て、調査活動を行っている。

放送について関心をもち、情報を集めようと イ 選挙や政治に関心をもち、その仕組みや働

する。 きを調べようとしている。

【思考・判断】 【思考・判断】

ニュース番組づくりの一連の過程から、お互 災害復旧の取組は、わたしたちの生活の安定

いに連携し、わかりやすく伝える工夫や努力、 と向上を図ろうとする地方公共団体や国の政治

放送局の果たす役割を考えることができる。 の働きによるものであることを考えることがで

ア 放送局では、より良いニュース番組を放送 きる。

するために、局内の様々な人々が連携・協力 ア 被災住民の願いが、市や県、国の災害復旧

していることを具体的にとらえている。 の取組にどのように反映されているか具体的

イ 情報を速く、正確に、わかりやすく伝える にとらえ、災害復旧までの経過を政治と関連

放送局の役割を理解し、日本だけでなく世界 させて考えている。

と結びついていることがわかる。 イ 国や地方公共団体の政治の働きを、国民の

【技能・表現】 生活と関連させて考えている。

放送局で働く人々の工夫や努力について、放 【技能・表現】

送局を見学したり、各種資料を活用したりして、 防災センターや市町村役場の防災対策部など

その特色をとらえることができる。 の見学や聞き取り調査を行ったり、収集した資

ア 放送局の様子や働く人の工夫や努力につい 料を活用したりして、政治の働きと国民生活の
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て、見学やインターネット、写真資料などを 関係を文章や図などを用いて表現することがで

活用して調べることができる。 きる。

イ 調べ活動の中でわかったことや自分が考え ア 目的に応じた見学や調査活動を行い、それ

たことを目的に応じた方法でわかりやすくま を分かりやすく整理している。

とめている。 イ 政治の働きと国民生活の関連を、図や文章

【知識・理解】 により表現している。

放送局で働く人々は、取材・編集・放送とそ 【知識・理解】

れぞれ役割分担をし、協力して、正確な情報を 人々の生活を復興させるために、市や県、国

速く、正確に、わかりやすく伝えようとしてい がお互いに関わりながら、望ましい施策を実現

ることがわかる。 していることがわかる。

ア ニュース番組が放送される様子やその過程 ア 地方公共団体や国の政治は、国民生活の安

での人々の工夫や努力がわかる。 定と向上をめざして行われていることを理解

イ 情報によって日本各地や世界が結ばれてい している。

ることを理解し、これからのテレビ放送の発 イ 政治の働きと選挙、議会、税金の仕組みの

展について知る。 関係を理解している。

４ 指導計画

第５学年 第６学年

主な学習活動 主な学習活動 時

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツ

１ 「被害の状況」「避難の様子」「救助の様子」や「報道の様子」「報道の状況（速さ）」

課 い焦点を当て、災害の様子を伝える報道を見ることで、『台風ニュース』の中で人々が 課

題 どんな仕事に取り組んでいるかとらえる。 題

把 ２ 『台風ニュース』の中で働く人々について話し合い、「ニュース作りに取り組む人々」 把

握 と「台風被害に直接関わる人々」のヒミツを調べるための共通の学習課題を考える。 握

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツを見つけよう！！

３ 学習の見通しをもつ。

『放送局で働く人々』のヒミツ 『災害復旧に取り組む人々（政治の働き）』

のヒミツ

１ テレビのニュース番組や放送局を調べ １ 災害復旧の取組について調べる計画を

追 る計画を立てる。 立てる。 追

２ ニュースの放送は、どのような人たち ２ 災害時の避難場所となる学校の運営責

の働きによってささえられているのか、 任者である学校長、防災課の代表、消防

究 より良い放送をめざして、どのような工 庁の代表などから話を聞き、災害復旧の 究

夫や努力をしているのかなどについて、 取組について調べる。

テレビ局を見学して調べる。

３ 情報を速く・正確に・わかりやすく伝 ３ 災害復旧、実現までの経過を図などで

える放送局で働く人々の工夫と努力につ まとめる。

いてまとめる。 ４ 政治の働きについて発表できるように

４ 発表できるように準備する。 準備する。

『学習のまとめ』

ま ま

と 『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツをまとめよう！！ と

め め

１ 調べてわかったことの発表を聞き合う。

２ 「ニュース番組作り」と「災害復旧の取組」の相違点や共通点を話し合う。

３ 情報と政治のつながりという視点から国民生活の安定と向上を願う人々の様々なか

かわりについて考える。

過程
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５ 展開案（１時間目）

(1) 目標 第５学年 『台風ニュース』から、「報道の様子」「報道の状況（速さ）」「報道の内容」

をとらえ、放送局で働く人々について調べようとする意欲を高めることがで

きる。

第６学年 『台風ニュース』から、「被害の状況」「避難の様子」「救助の様子」をとら

え、災害復旧に取り組む人々や政治の働きについて調べようとする意欲を高

めることができる。

(2) 展開案

学習活動と内容 指導上の留意点 資料等

１ 今までに体験したことのある自然災害時の ◆災害時の緊張感を追体験さ

緊張した思いを振り返る。 せる。

・台風で木や看板が飛んできた。 ◆自然災害は、自分たちの生

・大雨で歩けなくなった。 活と無関係ではないことに

・地震の時に、上からいろんな物が落ちてき 気付かせる。

た。ガラスや瀬戸物が割れた。

２ 『台風ニュース』を見て、「避難の様子」 ◆ニュースの中の人々は、自 自然災害による

「救助の様子」や「報道の様子」「報道の状 分たちが体験した状況より、 被害や救助を取

況（速さ）」などをとらえるとともに、台風 緊迫した状況に置かれてい り上げたニュー

の中で働いている人に着目する。 ることを押さえる。 スのビデオ

・土砂崩れにより家が崩壊していた。 ◆「どんな音や声が聞こえる

・避難所である学校で多くの人々が過ごして か」という発問により、台

いた。 風の中で働いている人に視

・食料が配給されていた。 点を当てるとともに、テレ

・自衛隊が出動して、土砂を除く作業をして ビ画面に映っていないとこ

いた。 ろで働いている人の様子に

・アナウンサーが雨合羽を着ていた。 も気付くことができるよう

・現場からの中継がすぐにニュースとして流 にする。

れていた。

３ 働いている人に着目しながら違う放送局の ◆気付いたことや疑問に思っ 自然災害による

『台風ニュース』のビデオを見て、気付いた たことは、各自ノートに書 被害や救助を取

ことや疑問に思ったことを話し合う。 かせ、自分なりの考えを持 り上げたニュー

★気付いたこと たせる。 スのビデオ

・もの凄い台風の中で働いている。 ◆机間指導により児童の考え

・報道されている場面やレポートの仕方が放 を把握し、意図的な指名な

送局によって異なる。 ど以後の展開に生かしてい

・たくさんの人が救助活動に参加している。 く。

・被災地だけではなく、都市の中心部でも交 ◆はじめに、児童の気付きを

通の混乱が起こらないように働いている。 発表させ、『台風ニュース』

の中で働いている人は、被

★疑問に思ったこと 災者・救助者という台風被

・なぜ、消防局の人や自衛隊の人たちが救助 害に直接かかわる人と、台

活動をしているのだろうか？ 風被害を放送するニュース

・家がつぶされてしまった人たちは、どこで 作りに取り組む人の大きく

過ごしているのだろうか？ 二つに分けられることを事

・食料はどこからきたのだろうか？ 実を基につかませる。

・アナウンサーやカメラの人は、どうやって （板書で整理する）

放送しているのだろうか？
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・働いている人たちは、被害に遭わないのだ ◆報道に関する疑問と救助に

ろうか？ 関する疑問に分けて板書す

・テレビ局によって、取り上げる場面が異な る。

るのはなぜなのだろうか？ ◆友達の疑問について知って

・たくさんの地域の台風状況をどのように中 いることや考えたことがあ

継し、一つのニュースとして放送している れば発言するように助言し、

のだろうか？ 『台風ニュース』の中で働

・救助に当たっている人やレポートしている く人々への関心を高められ

人は台風の中、どんな思いで働いているの るようにする。

だろうか？

４ 学習課題をつかみ、学習への見通しをもつ。

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツを見つけよう！！

５ 本時の学習を振り返るとともに、次時の学 ◆本時の学習について感想を

習内容を知る。 発表させる。

◆５年生は、ニュース作りに

取り組む人々のヒミツにつ

いて、６年生は、災害復旧

に取り組む人々のヒミツに

ついて、考えていくことを

指示する。
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６ 展開案（２時間目）

(1) 目標 第５学年 『台風ニュース』が放送されるまでの概要をとらえ、放送局での番組づくりや働く人々の工夫や努力について、取材・編

集・放送という観点から調べる計画を立てることができる。

第６学年 災害復旧の取組に興味をもち、人々の生活を復旧させるための国、県、市町村の努力と経過を調べる計画を立てるこ

とができる。

(2) 展開案

第５学年 第６学年

指導上の留意点 学習活動と内容 学習活動と内容 指導上の留意点

１ 本時の学習課題を確認する

課 課

題 題

把 『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツを見つけるための計画をたてよう！！ 把

握 握

・ニュース作りに取り組む人々に ・災害復旧に取り組む人々について

ついて

◆資料を提示する前に、 ２ ニュースが放送されるまでの ２ 「もし、自分の市町村で災害が ◆災害についての新聞

ニュースが番組で放送さ 事件発生→取材→編集→放送と 起こったら」ということで、自分 やビデオ等を見せ、「も

れるまでにどんな仕事が いう概要を資料よりとらえる。 の生活がどうなるか考える。 し、自分の市町村で災

あるか予想させる。 ★ニュースが番組で放送されるま ・どこに避難するのだろう 害が起こったら…」ど

◆動画（ＮＨＫニュース でにどんな仕事があるか予想す ・けがをしたらどうなるのだろう んなことが困るか考え

番組ができるまで）を見 る。 ・安全のための情報は？ させる。

せ、事件がニュース番組 ★事件発生→取材→編集→放送の ・復旧はどのように行われるのだろ ◆大変だと思うことを

で放送されるまでの、事 流れをとらえる。 う 学習シートに書かせる。

件発生→取材→編集→放 ★気付いたことを発表する。 ・食事はどうしたらよいのだろう

送という大まかな流れを ・予想したより多くの人がニュー

とらえさせる。 ス作りにかかわっている

◆『ニュース』の中で働 ・一つのニュースを放送するのに

いている人々のヒミツを 何時間も前から準備している

見つけるという観点に即 ・放送局に寄せられるいろいろな

した発言を取り上げる。 事件の中から選んで放送されて

いる

追 追

◆大きく取材・編集・放 ３ ニュース作りに取り組む人々 ３ 災害復旧に取り組む人々のヒミ ◆被災者の避難所は、

送の仕事に分け、疑問に のヒミツを見つけるための計画 ツを見つけるための計画を立て 大抵、近隣の学校であ

思ったこと、自分が調べ を立てる。 る。 ることを押さえる。

てみたいと思ったこと、 ★疑問に思ったこと、調べてみた ★学習シートに書いたことを発表す ◆避難所で生活につい

詳しく知りたいと思った いと思ったことをノートに書く。 る。 ては、学校の運営責任 究

究 ことなどノートに書かせ ★発表する。 ★教師と共に、災害が起こったら困 者である校長に尋ねれ

る。 ★教科リーダーを中心に疑問や調 ることについてまとめる。 ばよいことに気付かせ

◆ニュース作りに取り組 べてみたいことをまとめる。 ★災害復旧には、どのような面から る。

む人々が、それぞれ互い ・ニュースの放送は、どのような 取組をしていかなければならない ◆救助に当たっている

に連携を取り合い、正確 人たちの働きによって支えられ か考える。 人たちは、消防署や自

な情報を速く、わかりや ているのか ・生活の安定 衛隊、ボランティアの

すく伝える工夫や努力を （ニュースの速さ、正確さ、わか ・情報の提供 人たちであったことに

していることを焦点化し りやすさのヒミツ） ・交通・通信の確保 ふれ、消防署、防災課

て調べられるように具体 ・よりよいニュース番組を放送す ・復旧作業 の仕事に目を向け調べ

的な計画を立てさせる。 るために、どのような工夫や努 ていけばよいことに気

◆調べる方法、役割を確 力をしているのだろうか ４ 調べる方法や役割を確かめる。 付かせる。

認するように指示する。 （ニュース番組に関わる人々の思

いや願い） 例 ◆内容別に２、３人ず

医療について つに分かれて調べられ

４ 調べる方法や役割を確かめる。 るように役割分担させ

・インターネットで 食べ物・水について る。

・図書で

・見学して 住居について

生活必需品について

安全のための情報は

復旧のために

・避難所での生活や配慮について避

難場所の運営責任者である学校長

に聞く

・日頃の対策やボランティアへの呼

びかけなど役場の防災課の資料を

中心に調べる

・危険箇所に対する対策や災害時の

働きについて消防署の人へのイン

タビューを中心に調べる

ま ◆次時は、計画に従って ５ 本時の学習を振り返る。 ５ 本時の学習を振り返る。 ◆次時は、計画に従っ ま

と 調べていくことを知らせ ６ 次時の学習内容について知る。 ６ 次時の学習内容について知る。 て調べていくことを知 と

め る。 らせる。 め

形態

ど
こ
に
行
っ
て
調
べ
る
？

誰
に
聞
く
？
何
で
調
べ
る
？
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７ 展開案（３・４・５・６時間目）

(1) 目標 第５学年 放送局の様子や働く人の工夫や努力について、見学やインターネット、写真資料な

どを活用して調べると共に、調べ活動の中でわかったことや自分で考えたことをまと

めることができる。

第６学年 防災センターや市町村役場の防災対策部などの見学や聞き取り調査を行ったり、収

集した資料を活用したりして、政治の働きと国民生活の関係を文章や図などを用いて

表現することができる。

(2) 展開案
第５学年 第６学年

指導上の留意点 学習活動と内容 学習活動と内容 指導上の留意点

◆放送局での番組づく １ 前時の計画に従い、調べ活動を行う。 ◆被災した人々の願

りや働く人々の工夫や いを受けての市、県、

努力について調べるた 国の取組について、

めの焦点をニュースの 調べる観点 調べる観点 生活の安定、人命救

速さ、正確さ、わかり ・ニュース番組の速さのヒ ・被災者の生活の安定に対 助、交通機関の復旧、

やすさに絞り、そのヒ ミツ する取組 ボランティアや海外

ミツを見つけようと投 ・正確さのヒミツ ・災害復旧にかかわる市町 からの救援活動受け

げかけ、意欲を持たせ ・わかりやすさのヒミツ 村の取組 入れ体制、経済流通

る。 ・ニュース番組に関わる人々 ・国の取組 の復興計画に関わる

の思いや願い 市町村、県、国の取

◆見学やインタビュー 組に焦点を絞り、調

による調べ活動を行う ・文献、ホームページ資料 ・避難所の責任者である べさせる。

前に、ホームページや などによる情報収集 校長先生への聞き取り

文献等で調べられるこ ・放送局の見学 ・役場の防災課の方への ◆２、３人ずつグル

とは調べさせておく。 ・放送局で働く人への聞き 聞き取り ープに分かれて、手

取り ・消防署の方への聞き取 際よく聞き取り調査

り ができるように指示

する。

◆聞き取り調査の他

にも、ホームページ

や文献等で調べさせ

る。

（インタビューに出かけ （インタビューに出かけ

るのが不可能な場合は、 るのが不可能な場合

ゲストテーチャーとし は、ゲストテーチャ

て来校してもらう、教 ーとして来校しても

師がビデオに防災課や らう、教師がビデオ

消防署の方の話を録画 に防災課や消防署の

してきて流すなど工夫 方の話を録画してき

する） て流すなど工夫する）

２ 調べてわかったことの情報を交換し、絵図等にま

とめる。

◆調べたことを６年生 ★調べてわかったことを ★調べてわかったこと ◆それぞれが調べた

にも伝えるという目的 絵図等に表現し、発表 の情報を交換する。 ことを発表させる。

で絵図等に表現させ の準備をする。 ★防災の願いはどのよ その際、一方的な発

る。 うに実現していくかに 表にならないように

◆コンパクトな発表に 台風ニュースで働くニ ついて考える。 質問を受け付けたり

なるように内容を精選 ュース番組づくりにか する。

し、まとめさせる。 かわる人々のヒミツを 例 ◆目の前の暮らしを

まとめよう 被災（住宅崩壊）→避難 災害の混乱状態から

所運営連絡会→災害対策 守るために、政治が
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本部→国や県庁の対策本 行っていることや地

部→議会決定→建設省建 域の人々が共同で行

設局など→家が建つ っていることをまと

市町村・県・国の取組 めさせることにより、

・避難所を設置し、食料 人々の暮らしは様々

や水を確保する。 なところで政治の働

・他府県の消防局や自衛 きによって守られて

隊にもおうえんを依 いることに気付くこ

頼し、消火活動や人 とができるようにす

命救助につとめる。 る。

・交通機関の復旧につと （資料：阪神・淡路大震災

める。 関連情報データベース）

・ボランティアや海外か

らの支援を募る。

◆それぞれが見つけた ★調べてわかったことの ★調べてわかったこと ◆学び合いにより、

ニュース番組づくりに 情報を交換する。 を絵図等に表現し、 まとめたことを５年

かかわるヒミツを中心 ★情報を速く・正確に・ 発表の準備をする。 生に伝えるという目

に発表させる。 わかりやすく伝える放 的で、わかりやすく

送局で働く人々の工夫 台風ニュースで働く 絵図等に表現させる。

と努力、願いについて 災害復旧にかかわる ◆コンパクトな発表

◆ニュース番組ができ 考える。 人々のヒミツをまと になるように内容を

るまでの過程を確認す めよう 精選し、まとめさせ

るだけでなく、情報を 例 る。

速く・正確に・わかり ・普段から役所や警察署

やすく伝えるための人 などで取材を続けてい

々の工夫と努力につい る記者がいる

て、見学や詳しい調べ ・編集責任者を中心に番

活動を通して知り得た 組の内容を検討したり、

“ヒミツ”ということ 役割分担を決めたりし

を強調しながらまとめ ている

させる。 ・たくさんの情報の中か

◆情報の収集・発信に ら、どれが重要なニュ

対する責任の大きさ ースなのか判断して選

と、国民生活における ぶが、緊急の場合は、

影響の大きさについて 番組が始まってからで

考えることができるよ もニュースの内容が変

うに資料を提示し発問 わることがある。

を工夫する。 ・情報を早く、正しく、

（資料：テレビ放送の問題点 わかりやすく伝えるこ

世論調査：ＮＨＫ） とによって、被害拡大

（資料：誤報台風 14号被害） の防止、協力要請など、

人々の役に立つことを

ニュース番組作りに携

わる人々は願っている。
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８ 展開案（７時間目）

(1) 目標 第５学年 通信などの産業と国民生活とのかかわりについて考えることができる。

第６学年 通信などの産業と地方公共団体や国の政治の働きのかかわりについて考えることが

できる。

共 通 人々が相互に様々なかかわりをもちながら生活を営んでいることに気付くことがで

きる。

(2) 展開案
学習活動と内容 指導上の留意点

１ 課題を確認する。 ◆それぞれの学年で、調べたことの発表は終

わっていることを押さえるとともに、本時の

『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツをまと 課題は、それぞれの学年の発表を聞き合い、

めよう！！ ニュース番組作りと災害復旧の取組のかかわ

りから働く人々のヒミツをまとめることであ

ることを確認する。

２ 見つけた『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツ ◆ニュース番組作りと災害復旧の取組の相違

について発表する。 点と共通点を探しながら発表を聞くように指

示する。

★５年生の発表 ◆５年生の発表内容について、６年生は、学

・ニュース作りに取り組む人々の工夫と努力について 習済みであることを踏まえ、見つけた『ヒミ

・『台風』の中でも、取材する理由について ツ』を中心に、自分が考えたことや調べてわ

・通信に携わる人々の願いについて かったことなど発表させる。

★６年生の発表 ◆６年生の発表では、聞き手が５年生である

・災害にかかわる人、組織について ことを踏まえ、発表内容があまり難しくなら

・人々の願いを実現するための市町村、県、国のかか ないよう、被災者の願いを実現するための働

わりについて きに焦点をぼるなど配慮した発表をさせる。

・被災者の願いと災害復旧に携わる人々の願いについて

３ 「ニュース番組作り」と「災害復旧の取組」の相違

点や共通点を話し合う。 ◆発表時に使用した資料等から相違点、共通

★相違点 点を見つけさせる。

・災害を受けた人々へのかかわり方 ◆情報と政治のつながりについて考えさせる

・連携の仕方（組織内連携か組織間連携か） ために、はじめに相違点について押さえ、次

★共通点 に共通点を見つけさせる。

・被災者の役に立ちたいという思い ◆『台風ニュース』の中で働く人々は、それ

・国民生活への影響 ぞれどんな思いなのか考えさせることによ

・様々な人とかかわり合い り、共通点を見つけられるようにする。

４ 情報と政治のつながりについて考える。 ◆人々の願いを政治に反映させたり、国・県・

市町村の方針や施策を伝えたりするためにテ

政治（市町村、県、国の取組） レビや新聞といった通信産業が大きな役割を

担っていることをつかませることにより、人

々が相互に様々なかかわりをもちながら生活

人々の暮らし を営んでいるに気付かせる。

５ 『台風ニュース』の中で働く人々のヒミツをまとめる。 ◆生活の安定と向上を願い、人々が相互にか

かわり合いながら働いているといった内容を

ニュース番組作りに携わる人々も災害復旧に取り組 押さえ、子どもの言葉でまとめさせる。

む人々も、安全でよりよい国民生活を願い働いている。

６ これまでの学習を振り返る。 ◆複式学級で学んだよさを振り返らせ、学習

感想を書かせる。

情 報情 報
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発表例

第５学年

台風ニュースを放送している人たちは、24時間交代で準備をしていました。中継車によってテレビ局に届け

られた情報をすぐに放送できるように現場で取材する人、ニュースを編集する人、字幕や図など作る人など事

前に役割分担していました。ニュースの原稿も何回もチェックされ、間違いがないか確かめられていました。

このような努力があって、早く、正しく、分かりやすいニュースがテレビで流れるのだと知りました。また、

記者やカメラマンが災害の被害に遭うこともあると聞きました。それでも、取材するのは、被害が広がらない

ようにという情報提供とボランティアや義援金などの収集など少しでも被災者の役に立ちたいという願いから

だそうです。『台風ニュース』の中で働いている人たちは、そのような願いを持っていることがヒミツだと思

います。

第６学年

災害時にはいろいろな人や組織が協力して救助に当たったり、被災者の生活を保障するために働きかけたり

しています。災害時の避難場所は学校です。校長先生は、病人やけが人の把握、食料や生活物資の確保、衛生

面など、人々が避難してきて安全・健康に過ごせるように配慮しています。消防署は、日頃から大火災や水害

などを想定して、危険箇所に対する対策を細かく行ったり、災害時には民間団体やボランティアに呼びかけを

して、組織立てた働きができるようにしています。防災課は、地域→地方公共団体→国を結びつけ、道路の復

旧や仮設住宅の設置など災害の被害を受けた街や人々の暮らしが安定するように中心となって働きかけてくれ

るところです。『台風ニュース』の中で働いている人たちのヒミツは、少しでも早く災害を受けた人々を救い

たい、普通の生活ができるように援助したいという思いで、様々な場所や組織から集まってきていることだと

思います。



- 28 -

学習シート

もし、自分が住んでいるこの○○市で災害が起こったらもし、自分が住んでいるこの○○市で災害が起こったら

名 前

※困った様子を４コマまんがで表しましょう。

1 2

3 4

②どんなことに困りますか？

大変だと思うことを書きましょう。

①どんな被害が予想されるでしょう？

③調べてみたいことを書きましょう。

④調べる方法を考えましょう。
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第５学年・第６学年社会科学習指導案

《第５学年》 《第６学年》

１．単元名 １．単元名

２ 工業生産を支える人々（３） ４ 戦争から平和への歩みを見直そう（９）

工業の今と未来（９時間） 戦争と人々の暮らし（９時間）

２．単元の目標 ２．単元の目標

○ 日本の工業生産の特色や自分たちの生活と ○ 戦争の背景やその様子，戦争中の国民の

関連について関心をもち，意欲的に追究する 生活などに関心をもち，進んで聞き取り調

とともに，学習したことを自分の生活に生か 査や資料収集をすることができる。

そうとする。（関心・意欲・態度） (関心・意欲・態度)

○ 工業のさかんな地域の特色を土地や交通網 ○ 国民生活への影響や戦場になった地域の

などの条件と関連させて考えるとともに，今 人々の被害の様子から，戦争の実態や平和

後の工業生産の果たす役割や自分の生活との の意義について考えることができる。

関連について考えることができる。 (思考・判断)

（思考・判断） ○ 課題に応じて資料の収集や聞き取りを収

○ 工業生産に関する写真や地図，統計等の資 集し，資料を目的に応じて整理し，まとめ

料から日本の工業生産の特色や概要等につい ることができる。 (技能・表現)

て的確に読み取るとともに，追究した結果や ○ 戦争の背景と経過を知るとともに，戦争

自分の考えをわかりやすくまとめて表現する によって日本国民や，アジア，太平洋の諸

ことができる。 （技能・表現） 国，諸地域に大きな被害を与えたことを理

○ 工業のさかんな地域や，大工場と中小工場 解することができる。 (知識・理解)

での生産のちがいなどの日本の工業生産の特

色について理解することができる。

（知識・理解）

３．単元の指導計画

第５学年 時 直・間 時 第６学年

主な学習活動

（１）工業製品の仲間分けをしよう。 １ １ （１）戦争体験から学ぼう

１ 広告のちらしにのっている工業製品を １ これまでの学習などから，戦争につい

調べ，写真を切り抜く。 て知っていることを話し合う。

２ 工業製品の写真を種類ごとに整理し， ２ 戦争体験者の話またはビデオ等をもと

表にまとめる。 に，当時の人々がどのような思いで暮ら

していたのかをとらえる。

３ まとめた表を見て，気づいたことを話 ３ 戦争に対する自分の考えをまとめ，調

し合う。 べたいことを整理する。

４ 工業製品の種類ごとの生産額からみた ４ 考えたことを話し合い，学習の計画を

日本の工業の特色についてとらえ 立てる。

る。 ・戦争がおこった原因

・戦争の影響

・人々のくらしの様子

５ 教科書P. 99の作業（工場の様子と工業 ５ 本時の学習を振り返り，課題に対する

製品を結ぶ）をもとに，学習課題を設定 自分の考えをまとめる。

する。
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（２）工業のさかんな所は？ １ １ （２）中国との戦争が始まる。

１ 工場がどんな地域に多くあるか予想し， １ 資料集や図書館等の資料をもとに，戦

話し合う。 争が始まったころの社会情勢を調べ，日

本が戦争を始めた理由について話し合

う。

３ 教科書P.100の資料から日本の工業のさ ２ 満州事変後の中国での戦争での広がり

かんな地域の分布を調べる。 の様子について調べ，日本が中国各地に

戦いを広げていった様子をとらえる。

４ 主な工業地帯や工業地域が太平洋沿い ３ 当時の社会情勢をもとに，日本が戦争

に広がっていることをとらえる。（太平洋 を始めた背景について個々の考えを交流

ベルト） し合う。

５ なぜ太平洋ベルトが形成されたのか，

地図や交通網等の資料と比較しながら考

え，話し合う。

６ 新しい工業地域やIC工場の分布につい

て調べ，立地条件の変化についてとらえ

る。

（３）日本の工業を支える中小工場 ２ １ （３）アジア・太平洋に広がる戦争

１ 教科書P.102の資料をもとに，工場の規 １ 中国との戦争後，どのように戦争が広

模による工業生産の違いや特色について がっていったのかを調べる。

調べる。

２ 大工場と中小工場の生産の特色につい ２ ヨーロッパでの戦争の拡大の様子につ

て，調べてわかったことを話し合い，中 いて調べ，世界的な戦争の広がりについ

小工場の役割の大きさをとらえる。 てとらえる。

３ 教科書P.103の資料から大工場と中小工 ３ 日本とアメリカとの関係について調

場の生産額の違いを調べ，よい点や問題 べ，太平洋戦争が始まった背景について

点について話し合う。 とらえる。

４ 教科書P.104「まち工場をたずねて」を ４ アメリカとの関係を中心に，日本が太

読み，中小工場で働く人の工夫や努力に 平洋戦争を始めたことについて個々の考

ついてとらえる。 えを交流し合う。

２ （４）戦争と人々のくらしとの関係につい

（４）工業によって変わるくらし ２ て調べよう

１ 教科書P.106を読むとともに，これまで １ 次のうち１つのテーマを選び，調べる

の学習を想起し，工業と発達と人々の生 ①戦争中の子どもの暮らし（P.102～ 103）
活の変化との関連について話し合う。 ②身近な地域と戦争(P.104)

③戦争と国民生活の変化（P.105）
２ 調べてわかったことを交流し，戦争中

の暮らしについて話し合う。

２ 父母あるいは祖父母への聞き取り調査 １ （５）沖縄・広島・長崎，そして敗戦

（または生活の変化を表すような資料等 １ 沖縄での地上戦の様子を教科書や資料

…教科書P.107パソコンや携帯電 集をもとに調べる。

話の変化等）をもとに，工業が発達す ２ 広島と長崎での原子爆弾の被害の様子

ることによって，人々の生活がどのよ について調べる。

うに変化したか具体的にとらえる。

３ 工業の発達に伴う生活の変化のうち， ３ 調べたことをもとに思ったことを話し

問題点はないか話し合う。 合い，戦争の悲惨な状況をとらえる。
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４．工業生産の発達と自分の生活との関わ ４ 戦争が終わった状況について話し合

りについて，考えたことをまとめる。 い，日本国民や日本の支配を受けていた

人々の気持ちについて考える。

（５）工業の未来を語ろう ２ ２ （６）戦争と平和について語ろう

１ これまでの学習を振り返り，日本の工 （教科書に該当ページなし）

業生産をめぐる問題点を整理する。 １ 明治以降，日本が関わった戦争につい

て年表をもとに整理する。

２ 教科書P.108の「学びのてびき」をもと ２ 日本が経験した戦争のうち「日露戦争」

に学習の見通しをもつ。 「満州事変」「日中戦争」「太平洋戦争」

３ 日本の工業生産をこれからどのように を取り上げ，原因や背景，意義などにつ

進めていけばよいか，それぞれの考えを いてまとめる。

まとめ，発表資料を作成する。 ３ 日本を含め，世界が平和になるために

はどのような考えが大切なのかを自分な

りにまとめてポスター等に表す。

４ 個々の考えを交流し合い，日本の工業 １ １ ４ ポスターセッション形式で意見を交流

生産の今後について話し合う。 し合い，平和な世界をつくるためにどの

ような行動をとればよいか話し合う。
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第５学年・第６学年理科学習指導案

≪第５学年≫ ≪第６学年≫

１ 単元名「流れる水のはたらき」 １ 単元名「大地のつくりと変化」

２ 単元の目標 ２ 単元の目標

増水による災害のようすや、流れる水は土地の 身のまわりの大地やその中にふくまれるものに

ようすを変えることに興味をもち、地面などに水 興味をもち、大地の構成物やできかたについて資

を流して調べる。そして、実験結果をもとに、川 料などで学習したことをもとに地層を観察し、そ

とそのまわりの土地のようすの資料や実際の川な こが、水のはたらきか火山のはたらきか、どちら

どを調べて、流れる水には、土地をけずったり石 のはたらきでできたところかを推論できるように

や土を流したり積もらせたりするはたらきがある する。また、大地の変化について、自然災害と関

こと、流れる水の速さや水量が変わると土地のよ 係つけながら調べ、大地は地震や火山の噴火など

うすが大きく変化する場合があることをとらえる によって変化することをとらえるとともに、そこ

ことができるようにする。 に見られる自然の力の大きさを感じ取れるように

する。

３ 評価規準 ３ 評価規準

自然事象への関心・意欲・態度 自然事象への関心・意欲・態度

① 地面を流れる水や川の流れの様子に興味・関 ① 身の回りの土地やその中に含まれる物、土地

心をもち、自ら流れる水の速さや量による働き の変化、土地の変化と自然災害との関係などに

の違いを自然災害に目を向けながら調べようと 興味・関心をもち、進んで土地のつくりと変化

する。 のきまりを調べようとする。

② 増水で土地が変化することなどから自然の力 ② 土地をつくったり変化させたりする自然の力

の大きさを感じ、川や土地の様子を観察しよう の大きさを感じ、生活している地域の特性を見

とする。 直そうとする。

③ 地震や火山の噴火による大地の変化に興味を

もち、進んで地域の資料を調べようとする。

科学的な思考 科学的な思考

① 流れる水と土地の変化の関係について、条件 ① 土地の様子や構成物などから、土地のつくり

に着目して実験の計画を考えたり結果を考察し や変化の様子を多面的に考えることができる。

たりすることができる。 ② 観察した結果から、大地のできかたや地層の

② モデル実験で見いだしたきまりを実際の川に 広がりなどを推論することができる。

当てはめて考えることができる。

観察・実験の技能・表現

観察・実験の技能・表現 ① 土地のつくりと変化を調べる工夫をし、ボー

① 流れる水の速さや量の変化を調べる工夫をす リング試料や映像資料などを活用して、多面的

るとともに、モデル実験の装置を操作し、計画 に調べることができる。

的に実験することができる。 ② 安全に野外観察を行ったり、映像や資料など

② 安全に留意し計画的に野外観察を行ったり、 を活用したりして地層を調べ、調べた地層の構

映像資料などを活用し調べたりするとともに、 成物のようすや特徴を記録することができる。

記録することができる。

自然現象についての知識・理解

自然現象についての知識・理解 ① 土地は、礫、砂、粘土、火山灰及び岩石から

① 流れる水には、土地を削ったり、石や土など できており、層をつくって広がっているものが

を流したり積もらせたりする働きがあることを あることを理解している。

理解している。 ② 地層は、流れる水の働きや火山の噴火によっ



- 33 -

② 雨の降り方によって、流れる水の速さや水の て出来ることを理解している。

量が変わり、増水により土地の様子が大きく変 ③ 地層には、化石などが含まれていることを理

化する場合があることを理解している。 解している。

④ 大地は、地震によって変化することを理解し

ている。

⑤ 大地は、火山の噴火によって変化することを

理解している。

４ 教材研究 ４ 教材研究

(1) 流水実験 (1) 露頭と地形
実際の川で起こりうることを推論するために 植物や土留めなどで覆われてなく、地下の様

行うモデル実験である。モデル実験のメリット 子が見えている「露頭」が、近くにある場合は

は、次のとおりである。 観察活動を行う。露頭が見られないところでは、

・何度も繰り返し、実験できる 高いところから「地形」を観察させ、谷や丘の

・川の水の量や流れる道筋を自由に変化させる 起伏、大地上の広がり、扇状地などの特徴を把

ことができる 握させる。

(2) 実験の工夫 (2) ボーリング試料
・おがくずを流し、水の速さを把握する 学校などを建てるとき、地盤の強さなどを調

・曲がって流れる外側と内側に互いに色の異な べる目的で地下数メートルにわたって掘り抜き、

る旗を数本立てておき、岸が削れる様子、積 抜き取った土を標本として瓶に詰めたものがボー

もる様子を観察する リング試料である。複数地点の試料をもとにし、

学校周辺の土地の広がりを調べさせる。

(3) 地震や火山による土地の変化
大きな地震による土地の変化として、地表で

見える断層を生じているところを扱う。数秒か

ら数分のごく短時間で広い範囲に変化をもたら

している自然の力を感じさせる。

火山による土地の変化として、山が陥没した

り、溶岩が川をせき止めて湖をつくったり、火

砕流が湖を埋めてしまったりという現象により、

地形を大きく変えてしまうことをとらえさせる。
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第５学年≪流れる水のはたらき≫

時 学 習 活 動

第

一

次

１

２

第

二

次

３

４

５

６

７

８

雨水が流れている様子を観察し、土地の変化について情報を得る。

【問題】

流れる水は、地面をどのように変えるのだろうか。

【問題】

流れるにごり水はどこから来て、どこへ行き、その正体は何だろう。

【問題】

流れる水の量を変えると、流れる速さや流れる水の働きは、どのように変わるだろうか。

【予想】

量が増えると、流れが速くなり、地面を削ったり、土をたくさん流すと思う。

【方法】

土で坂を作り、川を作って、水を流して流れる速さや流れる水の働きを調べる。

実験・観察活動

【結果】

水を多く流すと、少ないときよりよく削られ、削った土や砂を流す。

川の曲がっている所の働きがよくわからなかった。

【見方や考え方】

水を多く流すと、少ないときよりよく削られ、削った土や砂を多く流す。流れの遅い所

では、砂や土がたまる。

【問題】

流れる水の量を変えると、流れる速さや流れる水の働きは、どのように変わるのか、

もっとわかるよう調べよう。

【予想】

川の曲がっている所では、外側の方が削れ、内側の方が積もると思う。

【方法】

川の曲がっている所では、外側と内側に目印になるものをさして、どのように変化する

か確かめればよい。

実験・観察活動

【結果】

川の外側では、棒が倒れ、どんどん削れた。内側では、削れずに積もった。
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第

三

次

９

10
11

発

展

補

充

12

【見方や考え方】

曲がって流れている外側では削れ、内側では積もる。

【問題】

川の水も土地を削ったり、運んだり、積もらせているのか。

【予想】

実験のときと同じように、曲がった外側が削れ、内側が積もる。

【方法】

川で両側に石を流して調べる。

【結果】

実験と同じように曲がった外側で削れ、内側で積もる。

【見方や考え方】

川の外側では、水の速度が速く岸が削れ、内側は積もり川原になっている。

【問題】

川の水の量が増えると、流れの働きはどうなるだろうか。

【見方や考え方】

川の水の量が増えると、洪水など自然災害が引き起こされる。

【問題】

洪水を防ぐ工夫を調べよう。

【見方や考え方】

ダム、森林、堤防、遊水地等、洪水など自然災害が引き起こされる。

【発展的な学習】
・上流、中流、下流の水の働きを資料
や観察をしながら調べる。

【補充的な学習】
・流れる水の働きについてＶＴＲ等を
使って振り返る。
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第６学年≪大地のつくりと変化≫

時 学 習 活 動

地形を概観したり露頭を調べたりして地域の土地の情報を得る。

【予想】

学校の地下にある

物は隣の学校まで

ある。

【問題】

学校の地下の様子は、どのようになっているのだろう。

【方法】

穴を掘ったり、ボーリング試料を調べたりする。

【見方や考え方】

大きな一つの地層だったものを、川が削って谷ができ

た。だから谷の部分には火山灰層がなく、化石が多い。

【問題】

学校の周りの地形は、どのように今のようになったのだろう。

【予想】

向かいの丘まで昔

は同じ地層が続い

ていた。

【予想】

谷間の学校と丘の

上の学校では違い

がある。

【予想】

火山や地震の働き

で丘や谷ができた。

【方法】

近隣のボーリング試料を調べる。

露頭を観察する。

構成物を観察する。

流水堆積モデル実験をする。

【見方や考え方】

何年もかけてこの土地をつ

くった自然の力はすごい。

【問題】

日本各地には、火山や地震で今の地形になった所があるだろうか。

【方法】

土地の変化について考えや追究の見通しについて話し合う。

【問題】

火山によって変化した土地を調べよう。

【問題】

大きな地震によって変化した土地を調べ

よう。

【予想】

溶岩で大きくなった山により、湖が埋まる。

【予想】

崖崩れや地割れができる。

断層ができてずれる。
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【方法】

図書資料やＶＴＲで調べる

【方法】

インターネットで調べる

【方法】

現地や博物館を訪れて調べ

る

【見方や考え方】

火山で山ができたり、川が

湖になったりすることがある。

【見方や考え方】

短い時間で大きく変化し

てしまう力はすごい。

【見方や考え方】

地震で大きく土地が盛り

上がることがある。

【発展的な学習】
・各地の地震や火山による土地の変化を
示す地図をつくる。
・地震や火山のモデル実験をする。

【補充的な学習】
・地域の土地のでき方や昭和新山など顕著な
火山や地震の変化のＶＴＲを視聴し、学習
を振り返る。
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５ 指導計画

第５学年（12時間） 第６学年（16時間）
学習活動 学習活動

１ めあてを確認する。 １ 自分たちの学校の地下の様子は、ど

のようになっているのか予想し、絵に

描く。

２ 予想する。 ２ 予想をもとに、大地はどのようなも

・激しい流れで土や砂を運んで形を変 １ １ のでできているのか考える。

える。 ・教科書の写真を見て、気付いたこと

・水の力で、少しずつ地面を削る。 を発表して、みんなで話し合う。

・小さな流れが大きな流れになって、 ・がけがしま模様に見えるのはどうし

地面を変える。 てなのか。

・しま模様をつくっているものは何か。

３ 教科書の川の写真を見たり、実際に ３ 地層は、小石、砂、粘土などが層に

校庭に出かけて校庭にできた川を観察 なって積み重なったものであることを

したりして、気付いたこと・疑問に思 知る。

ったことをノートに書く。 ・教師の説明により、地層の意味を知

・地面に筋があった る。

・水は濁っているところがある ・色の違う粘土を重ねてしまもようの

・流れが止まるところに土がたまって 地層をつくる。

いる ・粘土を平たく伸ばして、何枚か重ね

・水はカーブしながら流れている 合わせる。

・重ね合わせた粘土を切る。

・しまもようのがけが、粘土の切り口

に見えることを確かめる。

４ 観察の結果を話し合い、わかったこ

とや疑問に思ったことをまとめる。 ４ 自分たちの学校の地下の様子を調べ

・流れる水は、土地を削ったり、土や る方法を考える。

砂を流したりしている。 ・ボーリング試料を調べる。

・曲がったところは、よく分からなか ・露頭を観察する。

った。どうして曲がるのだろう。 ・構成物を観察する。

・流れる水の量や、速さの違いで土地 ・流水堆積モデル実験をする。

の様子が変わるのだろうか。

５ 次時の課題を確認する。 ５ わかったことや疑問に思ったことを

・川は、なぜカーブしているのだろう。 まとめる。

・学校の下にも地層があるのだろうか？

・どうして、地層はできるのだろうか？

・地層は、どこまで続いているのだろ

うか？

指導形態

私たちの住んでいる大地は、どのような

ものでできているのか、資料を見て話し

合う。

写真資料から、川岸の土地の変化と流れ

る水のはたらきについて興味をもち、両

者の関係を考えたり調べたりする。

がけがしまもようになって見えるのは、色
やつぶの大きさのちがう小石、砂、ねんど
などが、層になって積み重なっているから
である。このように、小石、砂、ねんどな
どの層が、積み重なったものを、地層とい
う。

流れる水は、地面をどのように変える
のだろう？



- 39 -

１ 課題を確認する。 １ 課題を確認する。

・学校の下の地層はどうなっているだ

ろうか。

２ ＶＴＲにより校庭を流れる雨水の様 ２ グループごとにボーリング試料を観

子を振り返る。 察する。

・地面を激しく削りながらカーブして ・一つ一つのサンプルから構成物を把

いる。 握する。

・普段は平らなのに雨が降るとカーブ ２ ２ ・他の２地点以上の資料を調べる。

する。

・前に、激しい雨が降ったときも同じ

場所が削られていた。

３ 課題に対する予想を立てる。 ３ 気づいたこと、分かったことをグループ

Ａ激しい流れが外側を削ったためカー で話し合う。

ブしている。 ・どこも似たようなものだった。

Ｂ降雨の都度に水の流れが少しずつ土 ・みなローム、砂岩、泥岩の順だ。

を削っているためカーブしている。

Ｃはじめからそんな地形だったためカー

ブしている。

４ 各予想に対して、問題を焦点化する ４ 学校の周りの地形とボーリング試料を

ために話し合う。 照らし合わせ学習シートにまとめる。

Ａ外側だけが削れているのには、流れ

る水の強さが関係しているのではな

いか。

Ｂ流れる水の強さを強くすると、もっ

と激しくカーブするのではないか。

Ｃ地面に出ている石は、土の中にあっ

たものが削り出されて出てきたもの

ではないか。

５ 次時の課題を確認する。 ５ わかったことをまとめ、次時の課題

・それぞれの課題を追求するための実 を確認する。

験は、どのようにしたらよいか。 ・学校の下も小石・砂・粘土が層にな

って重なっている。

・地層はどのようにしてできるのだろ

うか。

１ 課題を確認する。 １ 課題を確認する。

・予想に沿って観察・実験の方法を考 ・地層はどのようにしてできるのだろ

えよう。 うか。

２ 観察実験の方法を考える。 ２ 課題を明確化するとともに課題に対

①外側だけが削れているのには、流れ する予想を立て、実験の方法を考える。

る水の強さが関係しているのではな ①地層はどのようにしてできたのか、

いか→カーブをつくり、大雨のとき ＶＴＲで確かめる。

雨水が流れる様子と川の流れの関係を調

べるための予想を立てる。

学校の地下の様子を調べる。

・「粘土」には貝の化石のようなものが入
っている。

・一番上は、赤いポロポロした土で、
「ローム」と書いてある。

・20ｍも下までいろいろな土がある。
・一番下の「泥岩」はかたい。

予想を基に、観察・実験方法を考える。 土地のでき方を調べる。

・川は、なぜカーブしているのだろう。
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のように激しく流してみよう。

②流れる水の強さを強くすると、もっ

と激しくカーブするのではないか→

カーブをつくらず、水を激しく流し ３ ３

てみよう。 ・ ・

③地面に出ている石は、土の中にあっ ４ ４

たものが削り出されて出てきたもの ・ ・

ではないか→平らに整備された校庭 ５ ５

を再現し、水を流してみよう。

３ 実験結果を予想する。（学習シート） ◆地層はどのように積もるのか

①カーブを曲がりきれずに水が飛び出 ①水の働きで、小石、砂、粘土が粒の

し洪水みたいになる。 大きいものから順に積もり地層がで

②カーブはせずに底のほうが深く削ら きるのではないか→水槽に水を張り、

れる。 土や砂を雨どいから流し込み、広が

③土や砂は少しずつ削られ流されるの りのある地層のでき方を調べてみよ

ではないか。 う。

②小石、砂、粘土の粒の大きさによっ

て積もる場所が違うのではないか→

層に分けた土に川のように水を流し

て、できた地形を調べてみよう。

４ 実験１ ３ 実験１

カーブをつくり水を流す実験をする。 水槽に水を張り、土や砂を雨どいか

★実験の方法、記録の仕方、記録のポ ら流し込み、広がりのある地層のでき

イントについては、プリントで確か 方を調べる。

める。 ★実験の方法、記録の仕方、記録のポ

・流れが曲がっているところの外側で イントについては、プリントで確か

は、地面が削られていて、内側では、 める。

土や石がたまる。 ・といの上に置かれた砂や粘土を流し

★木くずなどを流して、そのようすか た水は、濁り水になる。

ら流れが曲がっているところの外側 ・濁り水は、水槽に流れ込むと、まず

と内側の流れの速さの違いを確かめ 砂が積もり、時間がたつにつ入れて

る。 濁りが消えて粘土が積もっていく。

・流す水の量により、水の流れや地面 ・下に砂の層、上に粘土の層ができる。

を削るはたらきの大きさが違う。 ・粒の大きいものは遠くに行かず、近

くに多く積もる。

５ 実験２ ★時間をおいて２回以上、砂や粘土を

カーブをつくらず水を流し続ける実 混ぜた水を流し込み、地層ができる

験をする。 様子を観察する。

・流れる水の働きで川ができる。 ４ 実験２

・水を流し続けると川の形がどんどん 層に分けた土に川のように水を流し

変わっていく。 て、できた地形を調べる。

・底は、川ができるまでは削られるが、 ・流れる水には、土をけずって運び、

ある深さからはほとんど削られない。 粒の大きさごとに分け積もらせ、地

層を作る。

６ 実験３ ・層の上に、また層ができる。

平らに整備された校庭を再現し、水

を流してみる。 ５ 実験３

★板の上に土を盛り、固まったらカー 小石、砂、粘土を含む土と水を細長

地層の多くは、流れる水のはたらきによっ
て運ばれてきた小石、砂、ねんどなどが、
海や湖の底で、層になって積み重なってで
きる。
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ブをつくる。そのカーブの上に石や びんに入れてよく振って、静かに置き、

砂が混ざった土をのせ平らに整地す 粒の大きいものと小さいものは、どち

る。上から水を流す。 らが早く沈むか調べる。

・流れる水の働きにより表面の砂や小 ・粒の大きいものほど早く沈むので下

石が流された。 にいく。

・カーブが現れても、水を流し続ける ・各層ごとに一定の時間経過があり、

と川の形は変わった。 それぞれに積もるものが異なること

で層状になることを、実験の結果か

らとらえる。

１ 前時までの実験結果をもとに次の点 １ 水のはたらきでできた地層のできか

についてわかったことをまとめる。（学 たをまとめる。

習シート） ・各層ごとに一定の時間経過があり、

①地面がけずれているところはどこか。 それぞれに積もるものが異なること

②土や石がたまっているところはどこ で層状になる。

か。

③①や②の場所では、水の流れの速さ ２ ＶＴＲにより川のはたらきや堆積岩

はどうか。 のでき方を確かめる。

④流す水の量が少ないときと多いとき ・流れる水の働きで地層ができた。

とでは、水の流れの速さはどうか。 ・水底にできた地層がその後の自然環

⑤流す水の量が少ないときと多いとき 境の変化で陸地になった。

とでは、地面をけずるはたらきの大 ・大地が隆起したり沈んだりと変化し、

きさはどうか。 斜めの層や断層、曲がった層ができ

⑥その他 た。

２ 学習シートをもとに流れる水の働き ３ 水のはたらきでできた地層の岩石を

について話し合う。 観察する。

・流れる水は、土を削ったり積もらせ ６ ６ ・水のはたらきでできた地層の岩石や

たりする働きがある。 化石には、どんなようなものがある

・カーブをつくらずに水を流し続ける か知る。

と、少しずつカーブができ、川の形

も変化し続ける。

・地面をけずるはたらきの大きさは、

流す水の量と速さに関係する。

・はじめの地形も水の流れの働きによ

ってつくられたものだった。

３ これまでの実験で得た結果と同じ事

実験結果をもとに、流れる水には、土

地を変化させるはたらきがあり、流れの

速さや水量によって、そのはたらきの大

きさが変わることを理解する。

流れる水には、地面をけずったり、土
や石を運んだりするはたらきがある。そ
のはたらきは、流れのはやいところや流
れる水の量が多いときに、おおきくなる。
そして、流れがゆるやかなところには、
流されてきた土や石がつもる。

水のはたらきでできた地層のできかた

や、水のはたらきでできた岩石と化石の

特徴を理解する。

礫岩
小石が、砂などといっしょに固まってで

きた岩石。小石は、まるみを帯びている。

砂岩
砂が固まってできた岩石。同じような大

きさのつぶでできているものが多い。

泥岩
ねんどなどの細かいつぶが固まってでき

た岩石。けずると、粉のようになる。
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が実際の水の流れでも起こっているの ４ 水のはたらきでできた地層には、ど

か調べる。 のような特徴があるか調べる。

・これまでの実験で得た結果と同じこ ・教科書の写真資料をもとに、水のは

とが実際の川の流れでも起こってい たらきでできた地層の特徴をノート

るのか調べる意欲を喚起できるよう にまとめる。

に蛇行する川の様子を撮った写真

から考える。

・気づいたこと、思ったことを発表す

る。

４ 予想する。

・カーブの内側は、川原に広がってい

る。実験のときと同じように内側に

土が積もったからだと思う。

・カーブの外側は、がけになっている。 ５ 化石のでき方について知る。

実験のときもけずられてがけみたい （ＶＴＲ視聴）

になったからきっとけずられたのだ ・化石は、どのようにしてできたか。

と思う。 ・化石とは、何か。

・白く波立っているところが水の速い ・化石を調べると何がわかるか。

所じゃないか。

５ 次時の学習内容を確認する。 ６ わかったことをまとめる。

・川の水も、土地をけずったり、運ん ・地層は流れる水の働きがくり返され

だり、積もらせたりしているのかど てしまもようになる。

うかＶＴＲや資料等を利用して調べ ・その時代の自然環境のちがいで、積

よう。 もる土のつぶの大きさや層の厚さが

ちがう。

・地層から発見される化石で、そのこ

ろの生物の生活の仕方や体のつくり、

当時の自然環境がわかる。

１ 火山から噴出された火山灰などは降

り積もるとどうなるか調べる。

・教師の説明により、火口から火山灰

１ 課題を確認する。 や溶岩が噴出すること、火山から噴

出されたものは風にのって火口から

運ばれること、噴火ごとに火山灰な

７ ７ どが降り積もって地層をつくること、

などを知る。

２ ＶＴＲ等の資料を活用して調べる。 ・火山の噴火のモデル実験またはＶＴ

ＶＴＲ視聴の際の視点 Ｒ視聴により、地層のでき方を確か

・川幅がせまく、深くほりこまれてい める。

るところがあるか。

・川の流れが曲がっているところでは、

内側では川原ができ、外側にはがけ

ができているか。

実験で調べた結果が、実際の川にもあて

はまることをとらえる。川の上流・中流

・下流のようすを調べて、川の水がどの

ように土地を変化させているかについて

考える。

火山のはたらきでできた地層のできかた

や特徴を、理解する。

特徴１
地層の中の石は、角がとれて、まるみを
おびている。川原で見られる石の形と似て
いる。

特徴２
１つの層の中で、大きいつぶの上に、小
さいつぶのものが積み重なっていることが
ある。

特徴３
地層の中から魚や貝、木の葉などの化石
が見つかることがある。

川の水も、土地をけずったり、運んだ
り、積もらせたりしているのだろうか？
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・川幅が広く、流れが遅くなり、土や ２ 課題を確認する。

石がたまっているところがあるか。

３ 気づいたこと、発見したことについ ３ 予想する。

て話し合う。 ・水のはたらきでできた地層は、平ら

・川の外側や内側を流れる水の速さの に積み重なっていたが、火山のはた

違いによって、土地をけずったり運 らきでできた地層は元々の地形にあ

んだりする働きに違いがある。 わせてできるのではないだろうか。

・水のはたらきでできた地層は、一定

４ 山の中から平野を通って海に流れ出 の決まり（粒の大きさによって決ま

る間に、川の水はまわりの土地のよう る）があったが、火山でできた地層

すをどのように変えているか、写真資 は、ふり積もってできるので粒の大

料を見て考える。 きさがばらばらなのではないか。

・川が流れているところ

「上流」･･･山間部 ４ 火山のはたらきでできた地層の特徴

「中流」･･･平野部 を写真資料、ＶＴＲ資料、実物等で調

「下流」･･･海や湖の河口 べる。

・地層のでき方（ＶＴＲ）

・火山灰の特徴（顕微鏡による観察）

５ 予想する。 ５ 分かったことを発表する。

・上流では、水の勢いが激しいから土 ・地層の中に、ごつごつとした角ばった

がたくさん削れて崖が多いのではな 石や小さなあながたくさんあいた石が

いか。 混じっている。石にあいた多数のあな

・中流では、水の勢いも少しあるし、 は、マグマから気体が吹き出すときに

川も広がってくるから、水を流した できたあなである。

実験のときのようにカーブの外側が ・やわらかい土「火山灰」と角ばった岩

削れて、内側が積もって川原になっ 石「溶岩」が、積み重なって層のよう

ていると思う。 になっている。

・水を流して実験したとき、下の方で ・黒っぽい粒やガラスのように透き透っ

は、砂や小石が広がって積もってい てキラキラ光る鉱物結晶がある。

たから、本当の川でも積もっている ・水のはたらきでできた地層はしまもよ

と思う。 うになるなど、でき方に規則性がある

が火山のはたらきでできた地層には、

規則性はない。

６ 川の「上流」「中流」「下流」の水の ６ まとめる。（学習シート）

はたらきを図鑑などの資料を活用して ・水のはたらきでできた地層の特徴

調べ、発表する。 ①まるい石

・山の中を流れる川（上流）は、両側 ②大きいつぶの上に小さいつぶが積

の山をけずり、深い谷をつくってい み重なっている。

る。 ③化石が見つかることがある。

・平野を流れる川（中流）は、曲流部 ④れき岩、砂岩、泥岩など

の内側に広い川原をつくっている。

・河口付近（下流）では、上流から運 ・火山のはたらきでできた地層の特徴

ばれてきたものが積もって大きな中 ①角ばった石や小さな穴があいた石

州ができている。 ②火山灰と溶岩が積み重なっている

川の「上流」「中流」「下流」では、ど
んな違いがあるのだろうか。

火山のはたらきでできた地層は、水
のはたらきでできた地層と似ていると
ころや違うところはあるだろうか。



- 44 -

７ まとめる。 ③火山灰には小さな角ばった粒が見

・川の水は、川岸をけずったり、土や られる。

石を運んだりしている。石は運ばれな ④溶岩など

がら、角がけずられてだんだん小さく

まるくなっていき、土とともに川原な

どにつもる。このようにして、川の水

は、川や川のまわりの土地の様子を、

長い時間をかけて変えている。

１ 川や川岸のようすは、どのようなと １ 日本列島や岩手県の衛星写真や立体

きに変わるかノートに書く。 地図を見て、大地のようすをつかむ。

・大雨、台風、雪どけ、ダムの放水など

８ ８

２ 大雨で川の水の量が増えたとき、川 ２ 大地はどんな要因によって変化する

原はどのように変わるか話し合う。 のか考え、ノートに自分の考えを書く。

・川の水の量がふえて流れがはやくなる ・水のはたらきによって山が削られたり、

・曲流部の外側の川岸が大きく削られる 低いところや海に土砂がたまったりする

・けずられた土や石が、流れて川底につ ・火山が噴火すると大地が盛り上がった

もる り、爆発で吹き飛んだりする

・新しい川の流れができることもある ・地震で地面がずれたり、崩れたりする

・海面の高さが気候によってかわる

３ 写真やＶＴＲにより、川の水が土地 ３ 写真やＶＴＲにより、変化した大地

を変化させているようすについてとら のようすを具体的にとらえる。

える。

・６年生と一緒に学習を進める ・５年生と一緒に学習を進める

４ 災害を防ぐために、川にはどんな工 ４ 災害を防ぐために、川にはどんな工

夫がされているか話し合う。 夫がされているか話し合う。

５ 分かったこと、本時の学習に関する ５ 分かったこと、本時の学習に関する

感想をまとめる。 感想をまとめる。

１ 現地観察の計画を立てる。 １ 現地観察の計画を立てる。

・観察の視点を確認する ・観察の視点を確認する

・記録のとり方を確認する ・記録のとり方を確認する

９ ９ ２ 観察の準備をする。

２ 観察の準備をする。 ・紙バサミと記録用紙、ビニルふくろ、

・紙バサミと記録用紙、色鉛筆、地図、 新聞紙、フィルムケース、シャベル、

帽子、タオル フェルトペン、虫めがね、ティッシ

ュペーパー

現地観察の計画を立て、現地で地層を観

察して、そこが、水か火山のどちらのは

たらきでできたところかを調べる。

川の水が、長い時間をかけて土地を変化

させているようすについてまとめ、川の

水のはたらきが大きくなるときの要因と

土地の変化について考える。

大地が変化し続けていることに気づき、

どんなことが要因で変化するのか資料を

みてとらえる。

現地観察の計画を立て、実際の川のまわ

りの土地のようすを観察して、流れる水

のはたらきを調べる。
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１ 地域を流れる川を観察して、川のよ １ 地層を観察して、水か火山のどちら

うすや流れる水のはたらきを調べる。 10 10 のはたらきでできたところか考える。

① 土手や橋など、やや高い位置で、 ・ ・ ① 地層全体が見えるところから、全

川全体のようすをとらえる。 11 11 体をスケッチする。

② 川原の位置、川岸のようす、流れ ・ ・ ② 各地層の厚さや色合いを記入する。

の速さ、流量、川原に見られる石の 12 12 ③ 地層に近づいて、地層中にふくま

大きさや形を記録する。 れているものと、そのようすを直接

③ 周囲の地形、上流からの運搬物、 ふれて調べたり、虫めがねを使って

災害をふせぐ工夫についても調べる。 調べたりして、記録する。

１ 観察してわかったことをまとめる。 １ 観察してわかったことをまとめる。

・観察した川の川岸のようすは水のは ・観察記録をもとに、どんな手がかり

たらきによってどのように変わって が見つかったか

きたと考えられるか ・整理した結果から、観察した地層は、

・川の水のはたらきが大きくなって、 どのようにしてできたと考えられる

川岸のようすが変わるとしたら、ど か

のようになると考えられるか 13 13
・川の水による災害をふせぎ、安全性

を高めるには、さらにどんな工夫が

考えられるか

２ まとめたことを発表する。 ２ まとめたことを発表する。

３ 流れる水のはたらきについてまとめ ３ 私たちの住む地域に、地震や火山の

る。 噴火によって変化した様子が見られる

・教科書の「たしかめよう」を行う かを話し合う。

・次時の学習を確認する。

１ どんなことを調べるのか、どのよう

にして調べるのかなど、教科書を参考

にして、学習の計画を具体的に立てる。

・地震や火山の噴火がいつ起こったか。

・その変化によって、大地はどのよう

に変化したか。

14 ・その変化によって、どんな災害が起

こったか。

１ 地震（火山の噴火）が起きると、大

地はどのように変化するか考える。

15 ２ 学習計画にしたがって地震（火山の

噴火）による大地の変化を調べる。

・地震（火山の噴火）のよって大地に

どんな変化が起きたか。

・地域のどの場所が、どのように変化

したのか。

・過去の地震（火山の噴火）のあとの

ようすがどのように残っているか。

「地震による大地の変化」か「火山の噴

火による大地の変化」のどちらかを選ん

で調べる計画を立てる。

地震（火山の噴火）による大地の変化の

ようすについて調べる。



- 46 -

３ 地震（火山の噴火）による大地の変

化についてまとめる。

・地震（火山の噴火）の災害のようす

から大地がどのように変化したかを

まとめる。

１ 大地は、どのようにしてできるのか

について発表する。

・事実や資料などから、地層のできか

16 たや地震や火山の噴火で大地がどの

ように変化したのか、また、どのよ

うな災害が起こったかについて、分

かりやすく発表する。

２ 大地のつくりと変化についてまとめ

る。

・教科書の「たしかめよう」を行う。

調べたことを発表し、地層のできかたや

大地の変化と災害についてまとめる
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第５学年・第６学年理科学習指導案

≪第５学年≫ ≪第６学年≫

１ 単元名 「もののとけかた」 １ 単元名「水溶液の性質とはたらき」

２ 単元の目標 ２ 単元の目標

食塩が水にとける現象に興味をもち、そこか 水溶液にはなにがとけているかに問題をも

ら考えられる疑問を整理し、計画的に追究する ち、水溶液には気体や固体がとけているものが

なかで、食塩が一定量の水にとける量には限度 あることを調べる。また、リトマス紙を使うと

があること、食塩がとけても全体の重さは変わ 水溶液を酸性、中性、アルカリ性になかま分け

らないこと、水の温度によって食塩のとける量 できるようにする。次に、身のまわりの水溶液

はほとんど変わらないことをとらえることがで と金属の資料などから、水溶液は金属を変化さ

きるようにする。次に、ホウ酸のとけかたにつ せるに問題をもち、多面的に追究していくなか

いて、食塩のとけかたと比較しながら調べ、も で、金属が水溶液によって質的に変化している

のが水にとけるときの規則性についてとらえる ことをとらえることができるようにする。

ことができるようにする。

３ 評価規準 ３ 評価規準

自然事象への関心・意欲・態度 自然事象への関心・意欲・態度

① 物を水に溶かし、物が溶ける量や水の量と ① いろいろな水溶液の液性や溶けている物及

温度を変えたときの現象に興味・関心をも び金属を変化させる様子に興味・関心をも

ち、自ら物の溶け方や規則性や溶けている物 ち、自ら水溶液の性質や働きを調べようとす

の性質を調べようとする。 る。

② 物が水に溶けるときの規則性を適用し、身 ② 水溶液の性質や働きを見直し、身の回りに

の回りの現象を見直そうとする。 ある水溶液を見直そうとする。

科学的な思考 科学的な思考

① 物が溶ける量を、水の温度や水の量と関係 ① 水溶液の性質や変化とその要因を関係づけ

付けて考えることができる。 ながら、水溶液の性質や働きを多面的に考え

② 物の溶け方とその要因との関係について、 ることができる。

条件に着目して実験の計画を考えたり結果を ② 水溶液の性質について、自ら行った実験の

考察したりすることができる。 結果と予想を照らし合わせて推論することが

できる。

観察・実験の技能・表現

① 物の溶け方の違いを調べる工夫をし、ろ過 観察・実験の技能・表現

器具や加熱器具などを適切に操作し、安全で ① 水溶液の性質を調べる工夫をし、リトマス

計画的に実験することができる。 紙や加熱器具などを適切に使って、安全に実

② 物の溶け方の規則性を調べ、定量的に記録 験をすることができる。

したり、表やグラフなどに表したりすること ② 水溶液の性質を調べ、それを適切に取り扱

ができる。 い、変化の様子を記録することができる。

自然現象についての知識・理解 自然現象についての知識・理解

① 物が水に溶ける量には限度があることを理 ① 水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性の

解している。 ものがあることを理解している。

② 物が水に溶ける量は水の量や温度、溶ける ② 水溶液には、気体が溶けているものがある

物によって違うことや、この性質を利用して、 ことを理解している。

溶けている物を取り出すことが理解してい ③ 水溶液には、金属を変化させるものがある

る。 ことを理解している。

③ 物が水に溶けても、水と物とを合わせた重

さは変わらないことを理解している。
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《第５学年》
食塩を水に溶かしてみよう

食塩が溶ける様子観察してみよう

《問題》

溶け残った食塩を溶かすには、どう

したらいいだろう。

《問題》

水に溶けた食塩は、どこにいったの

だろう。

水の温度を
上げると、
食塩の溶け
る量が多く
なるだろう
か。

水の量を多
くしたら、
食塩の溶け
る量が多く
なるだろう
か。

良くかき混
ぜたら、
食塩の溶け
る量が多く
なるだろう
か。

食塩の重さ
は、水に溶
けるとどう
なるだろう
か。

食塩水を蒸
発 さ せ る
と、溶けて
いる食塩は
どうなるだ
ろうか。

ウユニ湖の
塩のできか
たと食塩水
の実験とを
関係づけて
みよう。

実 験

結 果

【見方や考え方】

食塩の溶ける量には限界があり、水に溶けても重さはなくならない。

食塩は水の温度を高くしても溶ける量はあまり変わらない。

ホウ酸の溶け方を調べよう

《問題》

水に溶ける量は食

塩を比べてどうだ

ろうか。

《問題》

ホウ酸水を蒸発さ

せると何が出てく

るだろうか。

《問題》

水に溶かすと重さ

はどうなるだろう

か。

《問題》

水の温度を上げる

と溶ける量はどう

なるだろうか。

実 験

結 果

《問題》

ホウ酸が出てきたあとの液には、ホウ酸は溶けているのだろうか。

食塩とホウ酸の溶け方をまとめよう。

【見方や考え方】

ホウ酸も溶ける量に限界があり、水に溶けても重さが変わらない。が、ホウ酸は、水

の温度を上げると、溶ける量が多くなる。

食塩の結晶を作ろう。

５０mlや100mlの水に食塩がどれくら

い溶けるか調べてみよう。
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《第６学年》

それぞれ（塩酸、炭酸水、石灰水、アンモニア水）の水溶液には、何が溶けてい
るのだろうか。

それぞれの水溶液を観察して、水
溶液に溶けているものを調べよう。

結 果

水溶液を蒸発させて、においや
なにが出てくるか調べよう。

実験方法

結 果

実験方法

結 果

問 題

問 題

実験方法 出てきた気体をペットボトルに入
れて振ってみよう。

問 題

問 題

実験方法

結 果

問 題

それそれの水溶液のにおい
をかいで調べよう。

炭酸水には何が溶けているのだろう

食塩水、石灰水は蒸発させると白い粒が出てくる。
塩酸、炭酸水、アンモニア水は、なにも残らない。

出てきた気体を石灰水に入れて調べよう。

炭酸水は、二酸化炭素が溶けていた。

【見方や考え方】

水溶液には、固体が溶けているものと気体が溶けているものがある。

水溶液は、溶けているもののほかにどのような性質でなかま分けすることができる
だろうか。

リトマス紙を使って仲間分けしよう。

水溶液は、リトマス紙の色で３つに分けることができる。

【見方や考え方】

水溶液の性質は、酸性・中性・アルカリ性に分けられる。

水溶液には、金属を変化させるはたらきがあるのだろうか。

スチールウールやアルミ箔にうすめた塩酸や水難かナトリウム水溶液を注いで、ど

うなるか調べよう。

塩酸は、スチールウールもアルミ箔も溶かす。

水酸化ナトリウム水溶液は、アルミ箔を溶かすが、スチールウールは溶かさない。

水溶液にとけた金属は、どうなっただろうか。
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実験方法 出てきたものは、元の金属と同じものだ
ろうか。

結 果

・地域や時期を変えて、雨水を採取に性質を調
べてみよう。

・身の回りにある水溶液の性質を調べてみよう。

とけた液をろ過したら何が出てくるだろ
うか。

溶けた金属の性質は、前と違っている。

水溶液も前とは反応が違う。

【見方や考え方】
水溶液によっては、金属を変化させるものがある。
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４ 指導計画

第５学年（12時間） 第６学年（12時間）
学習活動 学習活動

１ １

１ 食塩や砂糖などが水にとけるようす １ 食塩水は、食塩がとけた水溶液であ

について話し合う ることを想起する。

２ 食塩の粒を虫メガネで観察する ２ 身の回りにある水溶液を探す。

・食塩の粒をスケッチする。 ・酢、サイダー、洗剤、スポーツドリ

（学習シート） ンク、醤油

３ 本時の課題を把握する

４ 食塩の粒が水にとけるようすを予想 ３ ５つの水溶液を提示する。

する 本時の学習課題を確認する。

４ 水溶液の様子を観察する。

・泡が出ているものがある。

・白いものが浮いている。

５ 食塩の粒が水にとけるようすを観察 ・透明である。

する ・強いにおいがするものがある。

・２，３粒の食塩をペットボトルに落 ５ 観察の結果を表に記録する。

とし，食塩の粒が水にとけていくよ ・学習シート

うすを観察し，記録する。 ６ 観察の結果から水溶液に溶けている

・ティーバッグに食塩を入れ，食塩が ものを予想する

とけ出す様子を観察し，記録する。 ・炭酸水からは泡の出ている。泡のも

６ 観察の結果を発表する とが溶けているのではないか。

・２，３粒落とした時は，糸のような ・石灰水には白いものが浮いている。

尾を引いて落ちていき，小さくなり 白い粒が溶けていると思う。

見えなくなった。

・ティーバッグに入れた時は，もやも ７ 次時の確認をする

やしたものが下に落ちていき，見え

なくなった。

７ 課題についてまとめる ８ 教科書を読み、実験方法を知る。

８ 水溶液の定義を知る

・ものが水にとけて全体に広がり，す

きとおった液を，水溶液という。食

塩の水溶液を食塩水という

指導形態

水溶液にはなにがとけているかに問題

意識をもち、進んで調べる方法を考えて

いるか。

食塩のとけ方に興味をもち，進んで食

塩のとけるようすや食塩水のようすを

観察する。

食塩は水にどのようにとけるのだろうか

食塩の粒は，水にとけるとしだいに小
さくなり，見えなくなる。

それぞれの水溶液を蒸発させ、なにか
出てくるかしらべよう。

５つの水溶液（塩酸・炭酸水・食塩水・
石灰水・アンモニア水）には何が溶け
ているのか、調べる方法を考えよう。
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２ ２

１ 水溶液の定義について知る。

・ものが水にとけて全体に広がり，す

きとおった液を，水溶液という。

・食塩の水と液を食塩水という。

１ 本時の課題を確認する

２ 食塩のとけ方について，興味をもつ

３ 本時の課題を把握する ２ 課題について予想する

・固体（白い粉）が溶けていれば、水

分を蒸発させた後とけているものが

出てくる。

・気体（泡）が溶けていれば、何も残

２ ２ らない。

４ 食塩のとけ方について，調べてみた ３ それぞれの水溶液を蒸発させたら何

いことを考える が出てくるのか実験する

・水にさじ１杯の食塩を入れて，とかし， ・実験方法を確認する。

食塩のとけ方について不思議に思うこ ・スポイト，ピペットの使い方，すり

とや調べてみたいことを考える。 切りのはかり取り方を練習する。

５ 食塩のとけ方について，調べてみた ・蒸発させる液は、少量にする。

いことを交流し，実験の計画を立てる ・顔を近づけずに、手であおぐように

（教科書を参考に学習シートに予想と してにおいをかぐ。

実験方法をまとめる） ・ピペットは、使うたびに、新しい水

でよく洗う。

ア 食塩は水にどれくらいとけるのだ ４ 実験の結果を発表する。

ろうか。 ・塩酸→強いにおいがする。何も残ら

・いくらでもとけるのか，とける量 ない。

は決まっているのか予想し，計画 ・炭酸水→においがない。何も残らな

を立てる。 かった。

イ 食塩の重さは，水にとけるとどう ・食塩水→においがない。白い粒が出

なるのだろうか。 てきた。

・とかす前ととかした後の食塩の重 ・石灰水→においがない。白い粒が出

さはどうなるのか予想し，計画を てきた。

立てる。 ・アンモニア水→強いにおいがする。

何も残らない。

５ 結果から分かることを考える。

・食塩水、石灰水は、蒸発させると白い

つぶ（固体）が出てくる。

・塩酸、炭酸水、アンモニア水は、なに

も残らない。なにも残らないのは、気

体が溶けた水溶液である。

・炭酸水からあわが出たり、塩酸やアン

モニア水を蒸発させると強いにおいが

したりするのは、水にとけている気体

が出てくるからである。

食塩が水にとけることについて，いく

つかの疑問を考え出し，それらを解決

するための実験計画を立てる。

食塩のとけ方について，調べてみたい
ことを出し合い，実験の計画を立てよ
う。

・水溶液にはなにがとけているかに問題

意識をもち、水溶液や加熱器具などを

適切に取り扱い、安全に実験を行って

調べる。

・水溶液を蒸発させて、とけているもの

が気体か固体かを見分けることができ

る。

それぞれの水溶液を蒸発させ、なにか
出てくるかしらべよう。
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６ 課題についてまとめる

７ 次時の課題について考える。

・炭酸水からでてくる気体は何だろうか。

３ ３

１ 本時の課題を確認する

１ 本時の課題を確認する ・炭酸水は、蒸発させても何も残らな

かった。

・炭酸水からでてきた気体は、におい

２ 前時の予想を確認する がなかった。

・いくらでもとける。 ２ 課題について予想する

・とける量は決まっている。

３ 水にとける食塩の量を調べる実験を

する ・二酸化炭素であれば、石灰水を入れた

・実験方法を確認する。 ときに白濁する。

・メスシリンダーやスポイト，ピペッ ・酸素ならばろうそくが燃える。

トの使い方，すり切りのはかり取り

方を練習する。

・とけ残りが出ないように完全にとか

してから次の１杯を入れるように実 ３ 炭酸水が出てきた気体の正体を確か

験を行う。 める実験をする

・班の中で 50ml の水にとかす組と ・実験方法を確認する。

100ml の水にとかす組に分かれて実 ①炭酸水から出てくる気体を、少しず

験する。 つ石灰水に入れる。

４ 実験の結果を発表し、結果から分か ②集めた気体の中に火のついたろうそ

ることを考える。 くを入れる。

・班ごとに結果を発表する。 ③水を入れた容器に集めた気体を入れ、

・50mlの水には５杯とけた。 よく振る。

・100mlの水には 10杯とけた。 ④水を入れた容器に空気を入れ、よく

・食塩が水にとける量には限度がある。 振る。

・水の量が２倍になると食塩のとける ４ 実験結果を話し合う

量も２倍になっている。 ・石灰水が白く濁った

・ろうそくの火を入れたらすぐ消えた

・集めた気体を入れた容器を振ると、

容器はへこんだ

・空気を入れた容器は、へこまない。

５ 結果から分かることを考える

・石灰水が白く濁ったこと、ろうそく

が燃えなかったことから、気体は二

酸化炭素である。

・容器がへこんだことから、二酸化炭

素は水にとける。

水溶液には、固体が溶けているものや

気体が溶けているものがある。

食塩が水にとけることについて調べる

実験を，安全に注意して正しく行い，

結果を記録することができる。

実験結果をもとに，食塩が水にとける

ときの規則性を見つけ出すことができ

る。

・炭酸水から出る気体を集めてその性

質を調べる。

・水溶液に溶けている気体は、二酸化炭

素であることを理解する。

食塩は水にどれくらいとけるのだろ

うか。

炭酸水からでてくる気体は、何だろう。
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５ 課題についてまとめる ６ 課題についてまとめる

７ 本時の学習内容を学習シートにまと

める。

６ 次時の課題について考える

・食塩水を熱したらとけた食塩は出て

くるだろうか。

７ 課題について予想する。

・水の量が減るから，とけている食塩

が出てくる。

・水と一緒に出て行くから，何も残ら

ない。

４ ４

１ 本時の課題を確認する

・二酸化炭素が溶けている水溶液の１

つに酸性雨があることを想起する。

１ 本時の課題を確認する ・リトマス紙について知る。

２ 課題について予想する ２ リトマス紙の色の変化から、水溶液

・水の量が減るから，とけている食塩 は酸性・中性・アルカリ性に分けられる

が出てくる。 ことを知る。

・水と一緒に出て行くから，何も残ら ・酸性→青リトマス紙を赤色に変える。

ない。 ・中性→青、赤のどちらのリトマス紙

の色も変えない。

・アルカリ性→赤リトマス紙を青色に

変える。

３ リトマス紙の使い方を知る。

・リトマス紙はピンセットで持つ。

・ガラス棒で少量の水溶液をリトマス

紙につける。

・ガラス棒は、１回ごとに新しい水で

洗い、乾いた布で拭き取る

３ 食塩水を蒸発させるととけている食 ４ ５つの水溶液の性質をリトマス紙で

塩はどうなるか実験する 調べる。

・実験方法を確認する。 ・リトマス紙の色の変化を表にまとめる。

・とけ残りが出た食塩水 10ml をピペ ・液性を判定する。

ットで蒸発皿に入れ，加熱する。 ５ 実験結果を確認する。

・水が蒸発していく様子を観察する。 ・塩酸、炭酸水は青色リトマス紙が変

・食塩水を蒸発させると水だけが減っ 化したから酸性

ていくことを確認する ・食塩水は、どちらのリトマス紙も変

化しなかったから中性

・アンモニア水、石灰水は赤色リトマ

ス紙が変化したからアルカリ性

決まった水の量にとける食塩の量には
限度があり，水の量を変えると，とけ

る食塩の量も変わる。

炭酸水には、二酸化炭素が溶けている

・食塩が水にとけることについて調べ

る実験を，安全に注意して正しく行

い，結果を記録する。

・実験結果をもとに，食塩が水にとけ

るときの規則性を見つけ出す。

・リトマス紙を使って水溶液の性質を調

べ、水溶液をなかま分けする。

食塩水を蒸発させるととけている食塩
はどうなるだろう。

リトマス紙を使って、５つの水溶液の
性質を調べよう。
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４ 実験の結果を発表する ６ 課題についてまとめる

・食塩水を蒸発させると，水が減り，

とけた食塩が出てきた。

５ 結果から分かることを考える

・決まった水の量にとける食塩の量に

は限度がある。

６ 課題についてまとめる

７ 次時の確認をする。

・身の回りのいろいろな水溶液の性質

を調べよう。

８ 調べたい水溶液を考える。

７ 次時の課題について考える ・ミョウバン水 ・レモン水

・食塩の重さは，水にとけるとどうな ・炭酸飲料 ・洗剤

るのか考える ・砂糖水 ・リンゴの汁

・酢 ・お茶

５ ５

１ 本時の課題を確認する。

１ 本時の課題を確認する

２ 調べる水溶液を確認する

２ 予想する ・ミョウバン水 ・レモン水

・水にとけると見えなくなるから，水 ・炭酸飲料 ・洗剤

の重さだけになる。 ・砂糖水 ・リンゴの汁

・とかす前と全部とけた後では，全体 ・酢 ・お茶

の重さは変わらない。

３ 実験方法を考え，実験をする ３ 調べる。

・とかす前の食塩，水，入れ物を含め ・注意を確かめる。

た全体の重さを量る。 ・リトマス紙の他にもＢＴＢ液や紫キ

・入れ物のふたを閉め，中の食塩をと ャベツ液、万能試験紙なども色の変

かしきる。 化を調べられること知る。

・食塩がとけきった後，食塩水，入れ

物を含めた全体の重さを量る。 ４ 結果をまとめる。

・調べた水溶液を液性ごとに仲間わけ

４ 実験の結果を発表する する。

・全体の重さは，とかす前もとかした ・酸性→炭酸飲料 ミョウバン

後も同じだった。 酢 レモン水

・中性→砂糖水 水道水

５ 結果から分かることを考える ・アルカリ性→石けん水 洗剤

・食塩を入れた分だけ重くなる。

・食塩の重さは水にとけても変わらな

い。

決まった水の量にとける食塩の量には

限度があり，水の量を変えると，とけ
る食塩の量も変わる。

水溶液の中で、青色のリトマス紙だけ

を赤く変えるものを酸性の水溶液、ど
ちらの色のリトマス紙も変えるものを

中性の水溶液、赤色のリトマス紙だけ

を青く変えるものをアルカリ性の水溶
液という。

・食塩が水にとけることについて調べ

る実験を，安全に注意して正しく行

い，結果を記録する。

・実験結果をもとに，食塩が水にとけ

るときの規則性を見つけ出す。

・リトマス紙を適切に使って、身の回り

の水溶液の性質を調べる。

イ食塩の重さは，水にとけるとどうな

るのだろうか

身の回りのいろいろな水溶液の性質が、

酸性、中性、アルカリ性のどれであるか

をリトマス紙で調べてみよう。
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６ 課題についてまとめる ５ 課題についてまとめる

７ 新たな課題について考える

・水の温度を上げるとよくとけるよう ６ 次時の確認をする。

になるのではないか。 ・水溶液には、他にどんな性質がある

のだろうか。

６ ６

１ 本時の課題を確認する

・水の温度を上げるとよくとけるよう

になるのではないか。 １ 前時の課題を確認する。

・水溶液には、他にどんな性質がある

のだろうか。

２ 資料から、水溶液による金属変化の

２ 予想する 様子をとらえる。

・温度を上げたらたくさんとけるよう ・Ｐ 28教科書の写真
になる。 ・鍋に書いてある表示等

・温度が３倍になったらとける量も３ ３ 本時の課題を焦点化する。

倍になる。

３ 実験方法を考え，実験をする ４ 課題について予想する。

・水の量は 50ml にし、１回にとかす ・酸性の水溶液は銅像などにも影響を

食塩の量は同じにする。 与えているから、金属を溶かすので

・とかす温度は、はじめの水の温度、 はないか。

30℃、50℃の３段階にする。 ・弱酸性は、体にいいとＣＭでやって

いるから金属は溶かさないのではな

いか。

・中性は、金属を変化させないと思う。

５ 水溶液に金属を入れるとどうなるか

実験する。

・手順を確認する

・塩酸、食塩水、炭酸水、アンモニア

水水酸化ナトリウム水溶液（石灰水）

にスチールウールを入れて、その様

子を観察する。

４ 実験の結果と結果から分かることを ６ 実験の結果と結果から分かることを

考える 考える。

・食塩のとける量はかわらない。 ・塩酸と炭酸水に入れたスチールウー

・食塩のとける量は、水の温度に影響 ルから泡（気体）が出ていた。

されない。 ・塩酸に入れたスチールウールが見え

６ 課題についてまとめる なくなった。

・塩酸は、スチールウール（鉄）を溶

かした。

８ 課題についてまとめる

水にとけても食塩の重さは変わらない。 身の回りの水溶液にも、酸性、中性、

アルカリ性のものがある。

・水の温度を変えて，食塩のとける量

を調べ，結果を記録する。

・水溶液は、金属を変化させるかどうか

に興味をもち、水溶液や実験器具など

を適切に取り扱い、安全に注意しなが

ら実験を行う。

水の温度を上げると，食塩のとける量
は多くなるのだろうか。

水の温度を上げても、決まった量の水

にとける食塩の量は、ほとんど変わら
ない。

水溶液には、金属を変化させるはたら

きがあるのだろうか。
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７ 新たな課題について考える

・ものによって、とけかたは違うので

はないか。

９ 次時の確認をする。

・水溶液には、金属（アルミ箔）を変

化させるはたらきがあるのだろうか。

７ ７

１ ホウ酸についてついて知ることを話

し合う。 １ 本時の課題を確認する。

・ホウ酸は、食塩とよくにた白いつぶ

で、水にとける。

２ 本時の課題を把握する。

２ 課題について予想する。

・スチールウールが溶けたから、塩酸

にはアルミ箔を溶かすはたらきがあ

ると思う。

・アルミの鍋が変色していることがあ

るから、水酸化ナトリウム（洗剤）

にもアルミ箔を溶かすはたらきがあ

３ 食塩のとけ方について，調べてみた ると思う。

いことを考える。 ３ 水溶液に金属を入れるとどうなるか

・ホウ酸も、食塩と同じようなとけか 実験する。

たをするのだろうか。 ・手順を確認する

・塩酸、食塩水、炭酸水、アンモニア

４ ホウ酸のとけ方について，調べてみ 水、水酸化ナトリウム水溶液（石灰

たいことを交流し，実験の計画を立て 水）にアルミ箔を入れて、その様子

る。 を観察する。

①ホウ酸は水にどれくらいとけるのだ

ろうか。

・食塩よりもとけるのか，とける量は

決まっているのか予想し，計画を立

てる。

②ホウ酸水を蒸発させると、ホウ酸は

出てくるか。

・食塩水と同じようにホウ酸水を蒸発

させたら、ホウ酸が出てくるかどう

かを予想し，計画を立てる。

③水にとけると、ホウ酸の重さはどう

なるか。

・食塩のときと同じように、水にとけ

ても重さは変わらないかどうか予想

塩酸には、鉄を変化させるはたらきが

ある。

・ホウ酸のとけかたについて，いくつか

の疑問を考え出し，それらを解決す

るための実験計画を立てる。

ホウ酸のとけ方について，調べてみた
いことを出し合い，実験の計画を立て

よう。

・水溶液は、金属を変化させるかどうか

に興味をもち、水溶液や実験器具など

を適切に取り扱い、安全に注意しなが

ら実験を行う。

水溶液には、金属（アルミ箔）を変化
させるはたらきがあるのだろうか。



- 58 -

し、計画を立てる。

④水の温度を上げると、ホウ酸のとけ

る量はどうなるか。

５ 次時の確認をする

・①、②の実験方法について予想と実

験方法，実験器具について確認する。

４ 実験結果を発表する。

８ ８ ・塩酸と水酸化ナトリウムに入れたア

ルミ箔ら泡（気体）が出ていた。

・（数日後、アンモニア水から泡が出て

きた。）

・塩酸と水酸化ナトリウムに入れたア

ルミ箔が見えなくなった。

１ 本時の課題を確認する。

５ 結果からわかることを考える。

・塩酸と水酸化ナトリウム水溶液は、

アルミ箔を溶かした。

２ 前時の予想を確認する

①・食塩と同じようにとける量は決まっ ６ 課題についてまとめる

ている。

・食塩よりもたくさんとける。

②・食塩水と同じように、ホウ酸水を

蒸発させたら、ホウ酸が出てくる。

３ 水にとけるホウ酸の量を調べる実験を ７ 学習シートをまとめるとともに次時

する。 の確認をする。

①・実験方法を確認する。 ・塩酸や水酸化ナトリウム水溶液にと

・メスシリンダーやスポイト，ピ けた金属は、どうなったのだろうか

ペットの使い方，すり切りのはか

り取り方を練習する。 ８ 雨水の影響や身の回りの水溶液と金

・とけ残りが出ないように完全にと 属の関係など、金属に水溶液を注いだ

かしてから次の１杯を入れるよう ぐ変化について資料などで調べる。

に実験を行う。

・50ml の水にとかす組と 100mlの水
にとかす組に分かれて実験する。

②・とけ残りが出たホウ酸水 10ml を
ピペットで蒸発皿に入れる。

・自然に蒸発させる。

４ 実験の結果を発表する

・50mlの水に、約 2.4ｇとけた。
・100mlの水に、約 4.8ｇとけた。

５ 結果から分かることを考える

・とける量に限度はあるが、食塩ほど

・ホウ酸が水にとけること、ホウ酸を蒸

発させるとホウ酸がでてくることに

ついて調べる実験を安全に注意して

正しく行い，結果を記録する。

・実験結果をもとに，食塩のとけ方と

比べる。

① ホウ酸は水にどれくらいとけるの

だろうか。
② ホウ酸水を蒸発させるとホウ酸は

でてくるだろうか。

塩酸は、スチールウール（鉄）もアル

ミ箔（アルミニウム）もとかす。

水酸化ナトリウム水溶液は、スチール
ウール（鉄）はとかさないが、アルミ

箔（アルミニウム）はとかす。
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とけない。

・ホウ酸水を蒸発させると食塩と同じ

ようにホウ酸が析出してくる。

６ 課題についてまとめる

１ 本時の課題を確認する。

９ ９

２ 予想と実験方法を確認する。 １ 本時の課題を確認する。

・７時間目に立てた予想を学習シート ・塩酸に溶けた金属を扱うことを知る。

で確認する。

③食塩と同じようにとかす前と全部と

けた後では，全体の重さは変わらな ２ 課題について予想する。

い。 ・食塩のように、もとの金属のまま溶

④食塩と違って、水の温度を上げたら けている。

たくさんとけるようになる。 ・激しく泡を出して溶けていたので、

気体に変わった。

・溶けて別のものになって、液に残っ

ている。

３ 実験する。 ３ 予想を確かめるための実験方法を考

③・とかす前のホウ酸，水，入れ物を える。

含めた全体の重さを量る。 ・ホウ酸の時のように、ろ過し水分を

・入れ物のふたを閉め，中のホウ酸 蒸発させる。

をとかしきる。 ・とける液を蒸発させたら、とけたも

・ホウ酸がとけきった後，ホウ酸水， のを取り出す。

入れ物を含めた全体の重さを量る。

④・水の量を 50mlにする。
・とかす温度は、はじめの水の温度、 ４ 出てきたものがもとの金属と同じか

30℃、50℃の 3段階にする。 どうか調べる実験方法を考える。

・とりだしたものをもう一度塩酸に溶

かしてみる。

４ 実験の結果を発表する。 ・水に溶かしてみる。

・全体の重さは，とかす前もとかした ・磁石にくっつくかどうか調べる。

後も同じだった。

・温度を上げると、ホウ酸のとける量 ５ 教科書を参考に次時の実験の確認を

が多くなった。 する。

５ 結果から分かることを考える。 ・準備物は？

・ホウ酸を入れた分だけ重くなる。 ・注意することは？

・食塩と違って、温度を上げると溶け

る量が多くなる。

決まった水の量にとけるホウ酸の量に

限度があり，食塩ほどとけない。

・安全に注意しながら実験を行い、金属

がとけた液から出てきたものが水にと

けることから、金属は水溶液によって

別のものに変化したと考える。

・金属の行方について予想し、それを確

かめるための実験方法を考える。

③ホウ酸の重さは，水にとけるとどう

なるのだろうか
④水の温度を上げると、ホウ酸のとけ

る量はどうなるだろうか。

塩酸にとけた金属はどうなったのだろうか。
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６ 課題についてまとめる

10 10

１ 本時の課題を確認する。

・水の温度を上げてホウ酸をたくさん １ 本時の課題と前時に立てた予想を確

とかしたホウ酸水を、そのままにし 認する。

ておくと、温度が下がるにつれて、

とけきれないとけきれないホウ酸が

出てくる。

・ホウ酸が出てきた液をあたためると、 ２ 実験方法を確認し器具を準備する。

ホウ酸は、ふたたびとけてしまう。 ・塩酸にアルミニウムを溶かした水溶

２ 予想する。 液

・塩酸にスチールウールを溶かした水

溶液

・試験管

・ホウ酸は、全部出てきたからもう出て ・試験管立て ・ろうと

こないのではないか。 ・蒸発皿 ・アルコールランプ

・水温を下げるとホウ酸がもっと出て ・三脚 ・金網

くるのではないか。

３ 実験方法を考え，実験をする。

・ろ紙の使い方を全員で練習する。 ３ 水溶液を蒸発させ、何が残るか調べ

・ホウ酸が出てきた液を、ろ過して、 る。

出てきたホウ酸を取り除く。 ・とけた液をろ過する。

・ろ過した液を氷水で冷やして、ホウ ・ろ過した水溶液を蒸発皿に入れて蒸

酸が出てくるか調べる。 発させる。

・とけた液から出てきたものが、もと

４ 実験の結果を発表する の金属かどうか調べる。

・ろ過した液を冷やしたら、またホウ

酸が出てきた。

５ 結果から分かることを考える

・出てきたホウ酸をろ過した液にも、

ホウ酸はとけている。

６ 課題についてまとめる。

③食塩と同じように水にとけてもホウ

酸の重さは変わらない。

④食塩は、水の温度を上げても、とけ
る量はほとんど変わらないが、ホウ

酸は、水の温度を上げると、とける
量が多くなる。

・ホウ酸が析出した液を、正しい手順で
ろ過したあとで、ろ過した液にホウ酸
がとけているか調べる。

・金属が水溶液の中で反応するとき、溶
けてなくなるのではなく、水溶液と反応
し合って、他の異なった物質に変化した
ことに気付く。

塩酸にとけた金属はどうなったのだろうか。

ホウ酸が出てきたあとの液には、まだ、

ホウ酸はとけているのだろうか。

ホウ酸水が冷えると、その温度ではとけ

きらない分のホウ酸が出てくる。出てき

たホウ酸をろ過した液にも、ホウ酸はと
けている。
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11 11 ４ 実験結果を発表する。

・出てきた粉を塩酸に入れても泡は出

なかった。

１ 本時の課題を確認する。 ・出てきたもの粉は、水に溶けた。

・磁石につかない。

２ P34の「考えよう」をやる。 ５ 結果からわかることを考える。

(1) 50 ℃の水にとけるだけとかし、し ・とり出した粉を塩酸に入れたり、水

ばらくたって液の温度が下がると、 に入れたりしたときの様子が、金属

とけていたものが多く出てくるのは を入れたときと違うことから、とり

ホウ酸か、食塩か。 だした金属は他の異なった物質に変

化した。

(2) 30 ℃の水にとけるだけとかし、水 ６ 課題についてまとめる

を全部蒸発させると、とけていたも

のが多く出てくるのは、ホウ酸か、

食塩か。

３ P35の「たしかめよう」をやる。
★食塩とホウ酸の同じところ ７ 学習シートをまとめるとともに資料

・固体・白いつぶ 等を参考に日常生活における水溶液の

・水にとけても重さは変わらない はたらきについて知る。

・とける量に限度がある

・水の量を減らすと、とけていたもの

を取り出すことができる

★食塩とホウ酸の違うところ

・食塩･･･水の温度を上げても、とける

量 はほとんど変わらない。

・ホウ酸･･･水の温度を上げると、多く

とけるようになる。とけた液を冷や

すと、とけていたものを取り出すこ

とができる。

４ 単元の学習をまとめる

12 12

１ 本時の課題を確認する。 １ 本時の課題を確認する。

２ P34 の「理科のひろば」を読み、食 ２ P35 をもとに、これまでに学習して
塩の結晶の作り方を確かめる。 きた５つの水溶液の違いを、これまで

・もののとけかたについてまとめる。

もののとけかたについてまとめよう。

塩酸に金属がとけた液を蒸発させて出て
きたものは、泡を出さずに塩酸に溶けた

り、水にとけたりする。つまり、もとの
金属とは違うものに変化した。

ものが水にとける量は、とけるものや水
の温度によって違う。

このことを利用すると、とけているもの

を取り出すことができる。

・食塩が水にとけているときの規則性を
利用し、食塩の結晶を作る。

食塩のきれいなかざりをつくろう

・水溶液の性質とはたらきについてまと
めることができる。

水溶液の性質とはたらきについてまとめ

よう。
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① モールをかざりにしたい形にする。 の実験の結果からまとめる。

② なべに水を入れ、食塩をとけるだ ・塩酸水はにおいが強く、酸性。金属

けとかして、濃い食塩水をつくる。 を溶かし性質まで変えてしまう。溶

③ 濃い食塩水を、熱して沸騰させ、 けているものは気体。強い酸性は金

食塩の粒が出てきたら、火を消す。 属を溶かしてしまう。

（食塩の飽和水溶液） ・アンモニア水はにおいが強く、アル

④ かざりのモールを食塩の飽和水溶 カリ性。溶けているものは気体。

液に入れ、1日そっとしておく。 ・石灰水は、無臭でアルカリ性。溶け

⑤ 取り出して乾かす。 ているものは固体。

・炭酸水は、無臭で酸性。二酸化炭素

（気体）が溶けている。

・食塩水は無臭で中性。食塩（気体）

が溶けている。

(2) 30 ℃の水にとけるだけとかし、水 ６ 課題についてまとめる

を全部蒸発させると、とけていたも

のが多く出てくるのは、ホウ酸か、

食塩か。

３ P35の「たしかめよう」をやる。
★食塩とホウ酸の同じところ ７ 学習シートをまとめるとともに資料

・固体・白いつぶ 等を参考に日常生活における水溶液の

・水にとけても重さは変わらない はたらきについて知る。

・とける量に限度がある

・水の量を減らすと、とけていたもの

を取り出すことができる

★食塩とホウ酸の違うところ

・食塩･･･水の温度を上げても、とける

量 はほとんど変わらない。

・ホウ酸･･･水の温度を上げると、多く

とけるようになる。とけた液を冷や

すと、とけていたものを取り出すこ

とができる。

４ 単元の学習をまとめる

12 12

１ 本時の課題を確認する。 １ 本時の課題を確認する。

塩酸に金属がとけた液を蒸発させて出て
きたものは、泡を出さずに塩酸に溶けた

り、水にとけたりする。つまり、もとの
金属とは違うものに変化した。

ものが水にとける量は、とけるものや水
の温度によって違う。

このことを利用すると、とけているもの
を取り出すことができる。

・食塩が水にとけているときの規則性を
利用し、食塩の結晶を作る。

食塩のきれいなかざりをつくろう

・水溶液の性質とはたらきについてまと
めることができる。

水溶液の性質とはたらきについてまとめ

よう。
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２ P34 の「理科のひろば」を読み、食 ２ P35 をもとに、これまでに学習して
塩の結晶の作り方を確かめる。 きた５つの水溶液の違いを、これまで

① モールをかざりにしたい形にする。 の実験の結果からまとめる。

② なべに水を入れ、食塩をとけるだ ・塩酸水はにおいが強く、酸性。金属

けとかして、濃い食塩水をつくる。 を溶かし性質まで変えてしまう。溶

③ 濃い食塩水を、熱して沸騰させ、 けているものは気体。強い酸性は金

食塩の粒が出てきたら、火を消す。 属を溶かしてしまう。

（食塩の飽和水溶液） ・アンモニア水はにおいが強く、アル

④ かざりのモールを食塩の飽和水溶 カリ性。溶けているものは気体。

液に入れ、1日そっとしておく。 ・石灰水は、無臭でアルカリ性。溶け

⑤ 取り出して乾かす。 ているものは固体。

・炭酸水は、無臭で酸性。二酸化炭素

（気体）が溶けている。

・食塩水は無臭で中性。食塩（気体）

が溶けている。

３ まとめる ３ 実験方法を振り返る。

・薬品が皮膚についたり、目に入った

りしないようにする。手についたら、

すぐに水で洗い流す。

・実験には、必ず、うすめた薬品を使

う。

・塩酸に金属が溶けた液からとりだし

たものが、もとの金属かどうか調べ

るためには、塩酸に入れて泡ができ

るや水に入れて溶けるかなどで調べ

る。

４ 食塩が水に溶けることと、金属が塩

酸に溶けることの違いを説明する。

・食塩水を蒸発させると食塩が出てく

るが、塩酸を蒸発させても元の金属

は出てこない。

・食塩は水に溶けても変化しないが、

金属は塩酸に溶けるときに別のもの

に変化している。

４ 本単元の学習で分かったこと考えた ５ 本単元の学習で分かったこと考えた

ことなど学習感想を書く ことなど学習感想を書く。

ものが水にとける量は、とけるものや水
の温度によって違う。

このことを利用すると、とけているもの
を取り出すことができる。
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